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2

国
の
一
般
会
計
の
財
政
健
全
化
目
標

○

財
政
健
全
化
の
第
一
歩
と
し
て
、
早
急
に
現
世

代
の
受
益
が
負
担
を
上
回
る
状
況
を
解
消
す
べ
く
、

国
債
費
を
除
く
歳
出
を
租
税
等
の
範
囲
内
と
す
る
。

②

平
成
一
七
年
度
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
、

特
例
公
債
依
存
か
ら
脱
却
す
る
と
と
も
に
、
公
債

依
存
度
の
引
き
下
げ
を
図
る
。

③

特
例
公
債
依
存
か
ら
の
脱
却
後
、
速
や
か
に
公

債
残
高
が
累
増
し
な
い
財
政
体
質
を
構
築
す
る
。

3

財
政
健
全
化
の
方
策

財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
の
た
め
、
歳
出
全
般
に

つ
い
て
聖
域
な
く
見
直
し
を
行
い
、
国
に
お
い
て
は
、

一
般
歳
出
の
伸
び
を
名
目
経
済
成
長
率
よ
り
も
相
当

低
く
押
さ
え
る
o

地
方
に
対
し
て
も
、
国
と
同
様
に
、
歳
出
の
伸
率

一

は
じ
め
に

平
成
九
年
度
予
算
編
成
は
、昨
年
三
一月
一
九
日
に
｢平

成
九
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
的
態
度
｣

の
閣
議
了
解
及
び

｢平
成
九
年
度
予
算
編
成
方
針
｣
の
閣

議
決
定
を
受
け
、
翌
二
〇
日
の
臨
時
閣
議
で
大
蔵
省
原
案

の
了
承
後
、
直
ち
に
各
省
庁
に
内
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
の

事
務
折
衝
、
大
臣
折
衝
等
を
経
て
二
五
日
に
編
成
作
業
を

終
え
、
同
日
臨
時
閣
議
で
平
成
九
年
度
政
府
予
算
案
が
決

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
政
府
は
、
我
が
国
は
、

一
三
世
紀
に
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
、
現
在
の
財
政
構
造
を
放
置
し
、
超

高
齢
化
社
会
の
下
で
、
財
政
赤
字
の
拡
大
を
招
け
ば
、
経

済
･
国
民
生
活
が
破
綻
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
歳
出
全
般

に
つ
い
て
聖
域
な
く
見
直
し
を
行
い
、
一
般
歳
出
の
伸
率

を
名
目
経
済
成
長
率
よ
り
も
相
当
低
く
押
さ
る
こ
と
な
ど

財
政
健
全
化
の
努
力
目
標
を
設
定
し
た
財
政
構
造
改
革
を

強
力
に
推
進
す
る
閣
議
決
定
し
て
い
る
。

財
政
健
全
化
目
標
に
つ
い
て
(閣
議
決
定
)(秒
)

1

国
及
び
地
方
の
財
政
健
全
化
目
標

①

平
成
一
七
年
度

(二
〇
〇
〇
五
年
度
)
ま
で
の

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
国
及
び
地
方
の
財
政
赤
字

対
G
D
P
比
を
三
%
以
下
と
し
、
公
的
債
務
残
高

の
対
G
D
P
比
が
上
昇
し
な
い
財
政
体
質
を
実
現

す
る
。

②

①
の
目
標
達
成
後
、
速
や
か
に
公
的
債
務
残
高

が
累
積
し
な
い
財
政
体
質
を
構
築
す
る
。
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を
抑
制
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
る
た
め
、
各
種
施

年
度
予
算
案
の
フ
レ
ー
ム
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ

二

政
府
予
算
案
の
概
要

1

予
算
編
成
方
針

平
成
九
年
度
予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
財
政
構
造
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
我
が
国
の
財
政
事
情
に
か
ん
が
み
、

平
成
九
年
度
を
財
政
構
造
改
革
元
年
と
位
置
づ
け
る
こ
と

と
し
、
｢平
成
九
年
度
の
経
済
見
直
し
と
経
済
運
営
の
基
本

的
態
度
｣
に
の
っ
と
り
、
下
記
に
よ
り
編
成
す
る
。

(主
要
内
容
抜
粋
)

○

財
政
規
模

①

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
は
、
各
般
の
制
度
改
革

の
実
現
に
努
め
る
な
ど
、
歳
出
全
般
に
つ
い
て
聖
域

を
設
け
る
こ
と
な
く
徹
底
し
た
洗
直
し
に
取
り
組
み
、

特
に
一
般
歳
出
の
増
加
額
を
極
力
圧
縮
す
る
こ
と
に

よ
り
、
全
体
と
し
て
の
歳
出
規
模
を
厳
し
く
抑
制
す

る
%

②

財
政
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
即
応
し
、
資
金
の
重
点
的
･
効
率
的
な
配
分

を
図
る
。

②

公
債
発
行

公
債
発
行
額
は
、
前
年
度
当
初
発
行
予
定
額
よ
り
四
兆

三
、
二
二
〇
億
円
減
額
し
、
一
六
兆
七
、
0
七
〇
億
円
と

す
る
。

③

財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分

策
に
つ
い
て
優
先
順
位
の
厳
し
い
選
択
を
行
う
と
と
も
に
、

社
会
経
済
情
報
の
変
化
に
即
応
し
た
財
政
需
要
に
対
し
て

は
、
財
源
の
重
点
的
･
効
率
的
配
分
を
行
う
。

こ
の
た
め
、

①

緊
要
な
施
策
の
実
施
に
必
要
な
財
源
は
、
極
力
既

定
経
費
の
縮
減
に
よ
り
捻
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
、
後
年
度
に
お
い
て
財
政
負
担
の
増
加
を
も
た
ら

す
よ
う
な
措
置
は
、
原
則
と
し
て
採
ら
な
い
こ
と
と

す
る
。

②

一
般
行
政
経
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
厳
に
こ

れ
を
抑
制
す
る
。

③

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
行
政
の
自
主
性
の

尊
重
、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
の
観
点
か
ら
、
平

成
元
年
一
二
月
二
九
日
閣
議
決
定
の

｢国
と
地
方
の

関
係
等
に
関
す
る
改
革
推
進
要
綱
｣
等
に
お
い
て
示

さ
れ
た
具
体
的
な
改
革
方
策
に
基
づ
き
、
一
層
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
整
理
合
理
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
総
額
を
抑
制
す
る
。

④

地
方
公
共
団
体
の
負
担
又
は
そ
の
職
員
数
の
増
加

を
伴
う
施
策
は
、
厳
に
こ
れ
を
抑
制
す
る
。

⑤

公
共
料
金
、
社
会
保
険
料
等
の
適
正
化
を
図
り
、

公
正
な
費
用
負
担
の
確
保
に
努
め
る
。

2

政
府
関
係
予
算

前
述
の
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
平
成
九

の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の

平
成
九
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
財
政
構
造
改
革

元
年
と
位
置
づ
け
、
歳
出
全
般
に
つ
い
て
聖
域
を
設
け

る
こ
と
な
く
徹
底
し
た
洗
い
直
し
に
取
り
組
み
、
特
に

一
般
歳
出
の
増
加
額
を
極
力
圧
縮
す
る
と
と
も
に
四
･

三
兆
円
の
公
債
減
額

(四
･
五
兆
円
の
特
例
公
債
減

額
)
を
実
現
し
た
。
こ
の
結
果
、
消
費
税
の
国
庫
負
担

分
の
増
加
な
ど
の
特
殊
要
因
増
が
あ
る
な
か
で
対
前
年

度
当
初
予
算
比
一
･
五
%
増
の
四
三
兆
八
、
0
六
七
億

円
と
平
成
元
年
度
以
降
最
も
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
。

②

①
公
共
事
業
関
係
経
費
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
の
到
来
を
目
前
に
控
え
、
社
会
資
本
整
備
を

着
実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
我
が
国
の
極
め

て
深
刻
な
財
政
事
情
の
下
で
、
財
政
改
革
を
取
り
組
む

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
我
が
国
の
財

政
事
情
や
社
会
経
済
情
勢
、
社
会
資
本
の
整
備
水
準
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
た
七
年
ぶ
り
の
実
質

ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
対
前
年
度
一
･
三
%
増

と
抑
制
的
な
も
の
と
し
て
い
る

(表
2
)
。

②
ま
た
、
公
共
事
業
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
平
成

六
年
一
〇
月
の
公
共
投
資
基
本
計
画
等
の
考
え
方
、
本

年
三
一月
一
六
日
に
与
党
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
的
考
え

方
、
更
に
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
国
民
の
ニ
ー
ズ

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
直
結
す

る
分
野
、
次
世
代
の
発
展
基
盤
の
整
備
等
経
済
構
造
改
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表 1 平成 9年度一般会計歳入歳出概算 (単位 :百万円)

区 分
前年度予算額
(当初) (A )

平成 9年度

概算額(B )

比較増△減額
(B - A )

仲 率

歳 入

1.租税及印紙収入

2.その他収入

の国債整理基金特
別会計受入金

(2)その他収入

3.公 債 金
合 計

歳 出
1.国 債 費
2.地方交付税交付金

3,一 般 歳 出
4,産業投資特別会計
へ繰入等

5,緊急金融安定化資
金
合 計

51,345 ,000

2 ,730 ,924

171,541

2,559 ,383

21,029 ,000

75 ,104 ,924

l6 ,375 ,197

13 ,603 ,826

43 ,140 ,901

1,300 ,000

685 ,000

75 ,104,924

57,802 ,000

2,881,004

171,541

2 ,709,463

16 ,707,000

77 ,390,004

16,802 ,329

15,480 ,975

43,806 ,700

上300 ,000

77 ,390 ,004

6 ,457 ,00O

150 ,080

0

150 ,080

△4,322 ,000

2 ,285,080

427,132

1,877,149

665,799

0

△685,00〇

2,285,080

%
12 ,6

5.5

0.0

5.9

△20.6

3.O

2.6

13.8

1.5

0･0

3,O

(注)
1 計数整理の結果、 異動を生ずることがある。
2.｢産業投資特別会計へ繰入等｣ には、 ｢日本

電信電話株式会社の株式の売払収入の活用

による社会資本の整備の促進に関する特別

措置法｣ (昭和62年度法律第86号) (以下｢社

会資本整備特別措置法｣という。)に基づき

平成 3年度まで貸付けを受けて実施されて

いた公共的建設事業のうち、 当面、 当該株

式の売払収入以外の財源をもって行うこと

とした金額

(平成8年度 1,128 459 百万円、平成 9年度

1,128 ,459 百万円)を含んでいる。

表 2 公共事業関係費 (政府案) (単位 ;百万円、 % )

区 分 8 年度
伸 率 シェア

9年度
伸 率 シェア仲 率 シェア 伸 率 シェア

1.治 山 ･ 治 水 1,589 ,252 3.4 1,596 ,483 0.5

治 水

山

海 岸

1,274 ,362 3.4 13 .34 1,280 ,876 0.5 13 .24

201,444 3 2 2.l1 202 ,003 0.3 2 .09

113,446 3 .1 1.19 113 ,604 0･1 1･17

2.道 路 整 備 2,685 ,023 3 .8 28 .12 2 7 06 ,369 0.8 27 .97

3.港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港 724 ,729 2.8 734 ,637 1.4

港 湾

漁 港
空 港

363,822 2 .O 3 .81 363 1 03 ▲0.2 3 .75

219 ,473 1.3 2 .30 217 ,722 ▲0.8 2 .25

141 4 34 7.3 1.48 153 ,812 8 .8 1.59

4.住 宅 ･ 市 街 地 1,216 ,967 5.1 篤237 ,461 1･7

住 宅 対 策
市 街 地 整 備

1,161,288 5.O 12 .16 1,179 ,833 1.6 12 .19

55 ,679 8 .5 0 .58 57,628 3 .5 0 .60

5 .下 水 道 ･ 環 境 衛 星 等 1,710 ,826 6 .1 1,751,095 2 .4

下 水 道

環 境 衛 生

都 市 公 園

自 然 公 園

1ま71,946 5 ,5 12 ,27 1,195 ,432 2 .O 12 .35

361,169 8 .O 3.78 372 ,635 3 .2 3 .85

166 ,069 6 .O 1.74 170 ,221 2 .5 1.76

1上642 13 .1 0.12 12 ,807 10 ･0 0 .13

6 .農 業 農 村 整 備 1,227 ,910 2.6 12.86 L 228 ,156 0 ･0 12 .69

7 ,森林保全 ･都市幹線鉄道等 379,820 5.3 387,867 2 .1

森 林 保 全

森 林 環 境
工 業 用 水

沿 岸 漁 場 整 備

離 島 電 気
都 市 ･ 幹 線 鉄 道
新 幹 線
航 路 標 識

197 ,118 4.8 2.06 198 ,649 0 .8 2.05

26 ,332 6.8 0.28 28 ,952 9 ,9 0 .30

15 ,404 0 ･0 0.16 14,031 ▲8.9 0 .L4

32 ,170 4 .O 0.34 32 ,512 1･1 0 .34

21 0 ･0 0･00 21 0 ･0 0 ･00

70,3l2 5.5 0.74 71,899 2 3 0 .74

30,500 13 .4 0.32 34 ,038 11 ,6 0 .35

7,963 0 .6 0,08 7 ,765 ▲2.5 0 .08

8 ,調 整 費 等 15,617 4 .1 0.16 34 ,917 123 .6 0 .36

一 般 公 共 計 9 ,550,144 4 .1 100･00 9 ,676 ,985 1.3 100･0

災 害 復 旧 等 68,215 0 ･0 67 ,674 ▲0.8

N T T - A 101,541 ▲1･0 10九541 0 ･0

計 9 ,719,900 4.O 9,846,200 1.3

(注) 8年度の計数は 9年度との比較対象のため組み替えである。
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三

建
設
省
関
係
予
算

九
年
度
の
建
設
省
関
係
予
算
案
は
、
国
費
六
兆
七
、
七

八
七
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
○
=
、
事
業
費
二
八
兆

三
、
○
九
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)
と
し
、
こ

の
う
ち
一
般
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
国
費
六
兆
六
、
二

九
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0

一
)
と
国
全
体
の
一
般

公
共
事
業
費
の
伸
率
一
%
と
同
じ
伸
率
を
確
保
し
て
い
る

九 の 三 八
+ > ･ 七 九 = 縮ノ、 フ
億 ち ○ 億 年 一 減
円 一 九 度 と

革
に
資
す
る
分
野
等
へ
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
対
策
の
充
実
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
等
と
い
っ
た

諸
課
題
に
も
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な

お
、
災
害
復
旧
等
を
除
い
た
一
般
公
共
事
業
費
に
つ
い

て
も
同
率
と
な

っ
て
い
る
。

③
公
共
事
業
の
事
業
の
縦
割
り
に
よ
る
弊
害
を
解
消

し
、
経
済
構
造
改
革
に
資
す
る
分
野
等
へ
の
配
分
の
重

点
化
を
図
る
た
め
、
各
省
庁
の
枠
を
超
え
た
事
業
間
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
新
し
い
調
整
費
が
創
設

さ
れ
た

(二
〇
〇
億
円
)
(図
ー
)。

③

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
は
対
前
年

度
比
四
･
五
%
増
の
五
一
兆
三
、
五
七
一
億
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
と
り
わ
け

一
般
財
投
に
つ
い
て
は
、
財
政

投
融
資
の
改
革
を
推
進
す
る
と
の
基
本
方
針
の
下
で
、

民
業
補
完
の
観
点
を
も
踏
ま
え
、
政
策
的
な
資
源
配
分

を
行
う
こ
と
か
ら
そ
の
規
模
の
抑
制
を
図
り
、
対
前
年

比
三
%
マ
イ
ナ
ス
と
財
政
投
融
資
制
度
確
立
後
最
大
の

な
っ
て
い
る

表 3 平成 9年度財政投融資の概要 (単位:億円、% )
, 区 分 平成8年度当初計画 平成9年度計画

[一 般 財 投]
1,住宅関連機関

住宅金融公庫
住宅 ･都市整備公団

2,中小企業関連機関
うち国民金融公庫

中小企業金融公庫
環境衛生金融公庫

3.その他の公庫 ･銀行
うち日本開発銀行

=本輸出入銀行

4,その他の公団 ･事業団等
うち国有林野事業特別会計

年金福祉事業団
社会福祉 ･医療事業団
日本道路公団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
日本国有鉄道清算事業団
海外経済協力基金

5,地 方
地方公共団体
公営企業金融公庫

12,433 ( 1.2)
1oa o98 ( 2.6)
12,335 (△10.3)

55,066 (△12.6)
31,900 (△ 1.8)
18,700 (△27,3)
3,615 (△ 6,3)

32,532 (△20,3)
14,340 (△24,8)
10･700 (△17･1)

92,126 (△ 0,7)
2,800 (△ 2.4)
21,319 (△ 1.1)
4,027 ( 19.4)
l9,260 ( 0,8)
4,148 ( 0,1)
3,645 ( 7,8)
2,512 ( 2,6)
10,047 ( 10,4)
5,540 (△ 8,2)

104,180 ( 21,5)
87,300 ( 20.4)
16,800 ( 27.5)

[115,997 (△ 4
116,323 (△ 4
106,473 (△ 2
9,850 (△20

[ 51,856 (△ 5
52,597 (△ 4
3L 700 (△ 0
16,900 (△ 9
3,410 (△ 5

[ 30,167 (△ 7
30,385 (△ 6
13,550 (△ 5
10,600 (△ 0

[ 72,191 (△21
87,956 (△ 4
2,770 (△ 1
19,699 (△ 7
4,304 ( 6
21,900 ( 13
4,002 (△ 3
4,159 ( 14
3,097 ( 23
9,035 (△10
4,934 (△10

[101,937 (△ 2
106,010 ( 1
86,000 (△ 1
20,010 ( 18

5)]
2)
4)
1)
8)]
5)
6)
6)
7)
3)]
6)
5)
9)
6)]
5)
1)
6)
9)
7)
5)
1)
3)
1)
9)
2)]
8)
5)
5)

計 405,337 ( 0 7)
[372,148 (△ 8
393,271 (△ 3

2)]
0)

[資 金運用 事業]
郵便貯金特別会計
年金福祉事業団
簡易保険福祉事業団

計

50,000 ( 0
18,910 (△ 3
17･000 ( 70
85,910 ( 8

0)
0)
0)
1)

※ 75,000 (50
※ 25,300 (33
※ 20,000 (17

120,300 (40

6)
8)
6)
0)

合 計 491,227 ( 1 9)
[492,448 ( O
513,571 ( 4

2)]
5)

[国 債 引 受] 46,000 ( 皆増) 48,000 ( 4 3)
(注) 1, ( )害は、対前年度仲率である。

2.上段[ ]内の計数は、昭和62年度における政保債の償還方法の変更に係る特殊要
因を控除したものである。
3.※:平成9年度においては、昭和62年度に郵便貯金特別会計の金融自由化対策資金
が創設されて以来最初の償還分(20,000億円)を含む。また、年金福祉事業団につい
ても、償還分 (15,300億円)を、簡易保険福祉事業団についても、償還分 (3,500億円)を含む。

各省庁間の事業連携に関する調整会議 (仮称)
------------ --｢ [3省連絡会議十国土庁その他の関係省庁]

予算編成段階で連携の内 予算編成段階経過後に連携の
容 ･箇所等が明らかになっ
ているプロジェクト

当初予算において各事業毎
の箇所配分で調整

内容 ･箇所等が明らかになっ
たプロジェクト

初年度の立ち上がりについで
r調整費｣で支援 (注)
調整官庁たる国土庁等が各省
で協議の上、予算執行段階で
調整･配分

実施計画協議 (大蔵省)

初年度｢調整費｣を使用したプロジ
------‐‐‐ エクトも2年度目以降は、予算編成

段階で調整し、当初予算でセット

(注)調整費で対応する個々 のプロジェクトは、関係地方公共団体等によっ
て作成された連携計画に基づき、関係省庁間の調整を経たものとする。

図 1 各省庁間の事業連携に対する
制度的支援スキーム図
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ま
た
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
二
八
兆
五
四
八
億
円

(対

前
年
度
比
一
･
0
二
)
を
確
保
す
る
と
と
も
に
財
政
投
融

資
資
金
に
つ
い
て
も
一
五
兆
四
七
九
億
円

(対
前
年
度
比

○
.
九
九
)
を
確
保
し
て
い
る
。

建
設
省
関
係
予
算
の
各
事
業
別
と
国
全
体
の
予
算
の
対

比
に
つ
い
て
は
、
表
4
･
5
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

四

道
路
関
係
予
算
の
概
要

1

道
路
関
係
予
算
の
概
要

道
路
事
業
を
含
む
公
共
事
業
に
つ
い
て

｢公
共
事
業
は

無
駄
が
多
く
効
率
性
が
低
い
｣
と
い
う
批
判
に
応
え
、
事

業
の
重
点
化
に
よ
る
投
資
効
果
の
早
期
発
現
に
努
め
る
ほ

か
、
費
用
効
果
分
析
を
含
め
た
評
価
指
標

(案
)
を
公
表

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
新
規
事
業
の
採
択
を
行
う
こ
と
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、昨
年
八
月
に
建
設
･
農
水
･

運
輸
の
三
省
庁
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
公
共
事
業
の
推
進

の
た
め
の
施
策
･
事
業
間
の
連
携
の
一
層
の
強
化
を
図
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
公
共
事
業
の
コ
ス

ト
問
題
に
つ
い
て
は
資
材
費
の
縮
減
、
生
産
性
の
向
上
、

技
術
開
発
の
積
極
的
推
進
等
の
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
公
共

工
事
コ
ス
ト
縮
減
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
平
成
八
年
度

内
に
お
い
て
コ
ス
ト
削
減
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定

平
成
九
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
え

方
に
沿
っ
て
、
経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
と
と
も
に

活
力
あ
る
地
域
の
発
展
を
導
く
た
め
、
特
に
重
点
化
を
図

す 内
る に
　 　　

と い

と て
し コ
て ス
い ト
る i

表 4 平成 9年度建設省関係予算総括表 (単位 :百万円)

事 項

事 業 費 国 費

9 年 度

(A )

前 年 度

(B )

倍 率

(A /B )

9 年 度

(C )
うち公共投資

重点化枠

前 年 度

(D )
うち公共投資

重点化枠

倍 率

(C /D )
うち公共投資

重点化枠
うち公共投資

重点化枠

道 路 整 備

治 山 治 水

治 水
海 岸
急 斜 面 地 等

都 市 計 画
公 園
下 水 道

住 宅 ･ 市 街 地
住 宅 対 策
宅 地 対 策
市 街 地 整 備

一 般 公 共 事 業 計

8,403,241

2,22l,663

2,057 ,925

68 ,511

95 ,227

2,634,503

412,858

2,221,645

14,795 ,425

13,472 ,936

906,814

460,675

28,054,832

65,455

28,120,287

112 ,918

75 ,767

188 ,685

28,308 ,972

8 ,417,548

2 ,198 ,765

2 ,035,541

68 ,479

94 ,745

2,58幕402

402 ,928

2,178 ,474

14,460 ,748

13,043 ,876

938 ,990

477 ,882

27,658 ,463

64 ,176

27,722 ,639

92 ,599

72 ,928

165 ,527

27 ,888 168

即
馳
凱
則
則
期
膨
駝
祕
鵬
禰
鮴
型
期
馳
瀦
期
朋
期

2 ,706 ,369

1,320 ,160

1,232 ,690

39 ,496

47 ,974

1,365 ,653

170 ,221

L 195 ,432

1,237 ,461

1,179 ,833

0

57 ,628

6 ,629 ,643

116 ,396

57 ,231

53 ,363

1,781

2 ,087

50 ,507

5 7 24

44 ,780

46 ,990

44 ,757

0

2 ,233

271,124

0

271,124

2 ,000

0

2 ,000

273 ,124

2 ,685 ,023

1,313 ,592

1,226 ,488

39 ,439

47 ,665

1,338 ,015

166 ,069

1,171,946

1,216 ,967

1,161,288

0

55 ,679

6 ,553 ,597

48 ,854

6 ,602 ,451

26 ,167

72 ,044

98 211

6 ,700 ,662

75 ,208

37 ,257

34 ,767

L 100

1,390

28 ,455

3 ,535

24 ,920

25 ,830

24 ,770

0

1,060

166 ,750

0

166 ,750

1,000

0

L ooo

167 ,750

則
凱
期
則
皿
勒
鵬
叱
祕
祕
‐
耿
…単
硼
期
鰓
臘
期
誕

災 害 関 係
公 共 事 業 関 係 計

48 ,588

6 ,678 ,231

25 ,619

74 ,892

100 ,511

6 ,778 ,742

官 庁 営 繕
建 設 行 政 経 費

計

合 計

-国全体般公共事蛎十l - - - 1 … - 9,鐇饑 - ⑧,㈱ -9,戦 叫 加 ,㈱ I L o1 -
(注) 1 . 本表は北海道開発庁、 沖縄開発庁、 国土庁計上の建設省関係分を含んだ計数である。

2 . 本表には、 N T T ･ B 型国費 9年度761,997百万円 (前年度同額) を含む。
3 . 事業費には、 公庫、 公団等財投関係事業費、 N T T ･ A 型事業等を含む。
4 , 国費には、 ほかにN T T ･ A 型97,310百万円 (前年度96,426百万円) 及び特別会計国費として揮発油税直入分等がある。
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表 5 国全体と建設省関係予算の比較対照表 (単位 :百万円、 % )

区 分
国 全 体 建 設 省 建設省/国全体

9年度(A ) 前年度(B ) イ中率(A /B) 9 年度(C ) 前年度(D ) f申率(C/D) 9 年度 前年度

一 般 会 計 総 額 (a)

一 般 歳 出
産投 特 会へ 繰 入等
[公共 事業関係費 ]
治 山 治 水

道 路 整 備
港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港

住 宅 ･ 市 街 地

下水道 ･環境衛生等

農 業 農 村 整 備
森林保全･都市幹線鉄道等

調 整 費 等
小計 (通常十N T T ･B )

(新調整費等 除き )
うち公共投資重点化枠

N T T ･ A 型

一 般 公 共 事 業 計 馳)
災 害 復 旧 等

公 共 事 業 関 係 計 (c)

一般公共 / 総額 (b/a)

公共 事業 / 総額 (c/a)

公 債 発 行 額 (d)

うち 財政法公債金

特例法公債金
公 債 依 存 度 (d/a)

うち 財政法 公債金

特例法公債金

77,390,004

43,806 ,700

1,300 ,000

1,596 ,483

2 ,706,369

7,34,637

1,237,461

1,751,095

1,228,156

387,867

34,917

9 ,676,985

(9 ,649,285)

400 ,000

101,541

9 ,778 526

67 ,674

9 ,846 ,200

12 .6

12 .7

16 ,707 ,000

9,237 ,000

7,470 ,000

21.6

11 .9

9 ,7

75,104 ,924

43,140 ,901

1,300 ,00O

1,589 ,252

2,685,023

724,729

1 ,216,967

1,710 ,826

1,227 ,910

379 ,820

15 ,617

9 ,550江44

250 ,000

101,541

9 ,651,685

68 ,215

9 ,719 ,900

12 .9

12 ,9

21,029 ,000

9 ,031,00O

11,998 ,000

28 .O

12 .O

16 .O

3 .O

L 5

0 ･0

0 .5

0 ,8

1.4

1.7

2.4

0.0

2 .1

123 ,6

1 3

( L O)

60 .O

0 .0

1 .3

△0 .8

1.3

△20 .6

2 .3

△37.7

6 ,876 ,052

1,320 ,160

2 ,706 ,369

0

1 ,237 ,461

上365 ,653

0

0

0

6 ,629 ,643

271,124

97 ,310

6,726 ,953

48 ,588

6 ,775,541

97.8

98 .5

6 ,797,088

1 ,313 ,592

2 ,685 ,023

0

主216 ,967

1,338,015

0

0

0

6,553,597

166 ,750

96,426

6 ,650,023

48,54

6 ,698,877

97.8

98,6

1,2

0.5

0.8

1 ･7

2 .1

1.2

62 .6

0 .9

1.2

△0.5

1.1

8 .9

82 .7

100 .0

100 ･0

78 .O

68.5

( 68.7)

67.8

95 .8

68 ,8

71 .8

68 .8

,

0

-

0

“

-

-
‐
…鰯母型
鞠
鯏
鰻
郁
綴

財 政 投 融 資 計 画
う ち 一 般 財 投

51,357 ,100

39,327 ,100

49 ,124,700

40 ,533,700

4.5

△3.O 15 ,047 ,900 15 ,238 ,500 △1.3 38 .3 38 .7

G主) ｢産投持会へ繰入等｣には、 ｢日本電信電話株式会社の株式の売払収入の活用による社会資本の整備の促進に関する特別措置法｣

(昭和62年法律第86号)に基づき平成 3年度まで貸付けを受けて実施されていた公共的建設事業のうち、当面、当該株式の売払収

入以外の財源をもって行うこととした金額 (平成 8年度1,128 ,459百万円、 平成 9年度1,128 459百万円) を含んでいる。

平
成
九
年
度
の
道
路
関
係
予
算
案
は
、
一
般
会
計
繰
入

で
二
兆
七
、
○
六
四
億
円

(対
前
年
度
一
･
○

=

を
確

保

(図
2
)
し
、
揮
発
油
税
収
の
直
入
分
、
道
路
開
発
資

鋭

金
貸
付
金
償
還
金
等
及
び
N
T
T
ー
A
タ
イ
プ
事
業
分
を

セ

加
え
た
道
路
整
備
特
別
会
計
国
費
と
し
て
は
･

三
兆
五
･

断

三
〇
六
億
円

(対
前
年
度
一
.
○
二
)
を
確
保
し
て
い
る

8

　

　　
) ′、

れ
て
い
る

ほ
か
一
般
財
源
四
八
八
億
円
が
道
路
整
備
財
源
に
充
て
ら

る
事
業
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
規
格
道
路
の

整
備
や
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
道
路
整
備
を
推
進
す

る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情

報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
、
I
T
S

(高
度
情
報
交
通
シ
ス

テ
ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い

国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
の
展

開
を
図
る
等
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し
を

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
九

年
度
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
は
、
道
路
整
備
予
算
を

支
え
る
道
路
特
定
財
源
制
度
に
つ
い
て
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
石
油
業
界
か
ら
の
ガ
ソ
リ
ン
税
引
き
下
げ
要

望
等
が
出
さ
れ
た
が
、
受
益
者
負
担
･
損
傷
者
負
担
の
考

え
方
を
基
礎
と
す
る
道
路
特
定
財
源
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
、
現
行
税
率
が
堅
持
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
全
額
が
道

鑿れ
備 現

　　
　　
礬
こ れ

疑
　　

o そ

蝋
　 　　　

の 道



(単位 :億円)

前 年 度 9 年 度

特定財源 国 費 国 費 特定財源

(34 ,583) (35,306)

(注) 1. ( ) 書きは、 N T T - A 及び貸付金償還金等を含む額である。
2,一般会計繰入額には、 旧N T T - B 型 9年度2,981億円、 前年度2,981億円を含む。

図 2 道路整備特別会計国費

ま
た
、
有
料
道
路
事
業
の
財
源
と
な
る
財
政
投
融
資
資

金
に
つ
い
て
は
、
三
兆
三
、
三
七
五
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
=

)
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
民
間
資
金
の
調
達

を
大
幅
に
拡
大
し
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
を
図
る
と

と
も
に
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
抑
制
し
た
経
営
の
効
率
化

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
7
)
。

な
お
、
道
路
関
係
公
団
の
伸
び
率
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
は
、
昭
和
六
二
年
度
に
お
け
る
政
府
保
証
債
の
償
還

方
法
の
変
更
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
整
備
特
別
会
計
全
体
の
事
業
費
は
、

八
兆
四
、
0
三
二
億
円

(対
前
年
度
一
･
0
0
)
と
し
、

う
ち
一
般
道
路
事
業
を
五
兆
一
九
九
億
円

(対
前
年
度

一
･
0
0
)、
有
料
道
路
事
業
三
兆
三
、
八
三
三
億
円
(対

前
年
度
一
･
○
○
)
と
な
っ
た
。

道々テセ 97 ,2 9



表 6 道路関係予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
9 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率(A )/ (B )

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
一 般 国 道
直 轄
補 助

地 方 道

街 路
街 路
区 画 整 理
再 開 発

交 通 安 全

雪 寒
調 査
機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
沿 道 整 備 融 資
(緊急地方道路整備事業)

(電線共同溝整備事業)

5 ,019,901

2 ,128,625

1,582 ,457

546 ,168

1,091,700

1江87,980

845 ,404

287 ,576

55,000

415 ,637

129 ,522

27 ,180

22 ,357

16 ,000

900

(1,252 ,180)

( 150 ,585)

2 ,994 ,798

1,386 ,404

L O90 ,482

295 ,922

589 ,380

621 ,876

442 ,911

150 ,776

28 .180

226 ,260

84 ,131

21 ,037

15 ,237

41,873

8 ,000

600

( 657,000)

( 70,595)

5 ,017 ,245

2,085 ,864

1,532 ,272

553,592

1,122,938

1,199,167

857,923

286,328

54 ,916

408 ,225

129 ,251

20,828

22,172

27 ,900

900

(L 201,520)

( 89 ,959)

2 ,986,734

1,355,347

1,056,893

208 ,454

606 ,534

623 ,730

446 ,021

149 ,605

28 ,104

222 ,879

83,709

17 ,779

15,088

47 ,068

14 ,00O

600

( 630 ,400)

( 49 ,887)

1.00

1.02

1.03

0 .99

0 ,97

0.99

0 .99

1･00

1.00

L 02

1.00

1,30

1.01

0.57

1.00

(L 04)

(1.67)

1,00

1.02

1.03

0.99

0.97

1･00

0 .99

1.01

1.00

L 02

1,01

1.18

1.01

0 .89

0 .57

1.00

(1.04)

(l.60)

有 料 道 路
ロ 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団
本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等
(N T T - A 型事業)

道 路 開 発 資 金

3,383,340

1,892,360

361,727

323,348

313,331

124 767

342 ,219

( 227 ,562)

82 ,928

535 ,828

253 ,861

37 ,998

4L 548

43 ,377

0

117 ,545

( 91 ,864)

41,499

3 ,400,303

1,916 ,025

447 ,822

291,542

271,770

149 ,973

298 ,371

( 208 ,573)

102 ,850

471 ,516

212 ,933

40 ,666

18 ,971

35,604

0

1lo ,892

( 90 ,653)

51,450

1･00

0 .99

0 .81

1,11

1 .15

0 .83

1 .15

(1,09)

0 .81

1,14

1.19

0 .93

2.19

1.19

1.06

(1.01)

0.81

道 路 整 備 計 8 ,403 ,241 3,530 ,626 8 ,417 ,548 3 ,458,250 1 ･00 1.02

〔再 掲〕
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2 ,803 ,842

320 ,451

811 ,341

193 ,680

2,690 ,418

194 ,398

709 ,403

123 ,581

1.04

1.65

主14

1,57

住宅宅地関連幹綿道路整備事業(一般会計) 7,873 4 ,000 8 ,920 4 ,500 0 .88 0 .89

(注) 1 .一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業)及び(電線共同溝整備事業)を含む。 また、
電線共同溝整備事業には、 新設、 改築に伴って整備される電線共同溝の事業費、 国費担当分を含む。

2 .一般道路の各区分の計数には、旧N T T - B 型事業、事業費569,613百万円(前年度569,764百万円)、
国費298,066百万円 (前年度 298,066百万円) を含む。

3 ,住宅宅地関連には、 住宅宅地関連公共施設整備促進事業のみを計上した。
4 .有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T - A 型事業) を含む。
5 .道路開発資金の事業費には、 東京湾横断道路株式会社等への融資予算額 9年度 57,340百万円、 前

年度 78 ,050百万円を含む。
6 ,地方道路公社等は、 地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。

7 .再掲の高規格幹線道路の計数は、 当該道路にかかる額を一括計上している。
8 .再掲の地域高規格道路の計数は、 一般道路にかかる額を計上している。
9 .この他に街並み ･まちづくり総合支援事業 (建設省全体で事業費 402億円、 国費 135億円) がある
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(重
点
事
項
)

･
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

事
業
費
二
八
、
0
三
八
億
円

(倍
率
一
･
0
四
)

･
供
用
予
定

高
速
自
動
車
国
道
の
拡
幅
供
用
九
〇
如

を
含
め

五
八
七
如

･
東
北
横
断
自
動
車
道
い
わ
き
新
潟
線
の
完
成
に
よ

り
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
都
市
が
直
結

･
本
州
四
国
連
絡
道
路

(神
戸
･
鳴
戸
ル
ー
ト
)
の

完
成
に
よ
り
、
近
畿
と
四
国
の
時
間
距
離
が
大
幅

に
短
縮

･
新
規
事
業
着
手

京
奈
和
自
動
車
道
･
紀
北
西
道
路
等

八
箇
所

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進

事
業
費
三
、
二
〇
五
億
円

(倍
率
一
･
六
五
)

･
供
用
予
定

･
東
京
湾
横
断
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
房
総
半
島
と

首
都
圏
西
部
の
時
間
距
離
が
大
幅
に
短
縮

道イテセ 97.2 ZZ

①

新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)

経
済
構
造
改
革
を
進
め
る
上
で
鍵
と
な
る
産
業
空

洞
化
の
防
止
と
新
規
産
業
の
創
出
の
た
め
の
環
境
整

備
を
効
率
的
･
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
地
域
産
業

集
積
活
性
化
法
案

(仮
称
)
に
基
づ
き
、
通
商
産
業

省
と
連
携
し
て
産
業
集
積
の
活
性
化
を
支
援
す
る

｢新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
一を
創
設
す
る
。
こ
の

道
路
整
備
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

の

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援

表 7 平成 9年度財政投融資等総括表 (単位 :百万円)

訳

"
区

財政投融資
会
等

特
癸

路
菫

道

出
民間借入金等 業務収入等 合 計

日本道路公団
㈱
⑬
⑬

雛
粉

9

前
比 “““

礎 獲変物緘榊
首 都 高 速
道 路 公 団

"
⑬
⑬

雛
粉

9

前
比

00

00

00

2

8

粁

卸
韓

国

4

4

△
纖緘 ･緘

4

お

粥

4

6

貰

&

L

a

32

33

△ 鱗
阪 神 高 速

道 路 公 団

の
⑬
⑬

籤謬 ●緘 ㈱聽 "鯛 勾讓 鰡翠
本 州 四 国
連 絡 橋 公 団

色

侶

侶
皸謬

9

前
比 灘 鰡灘 "“㈱

鱗
鱗

効讓
東京湾横断道路
株 式 会 社

@
⑬
⑬

霧
鮒

9

前
比

彌
幼△

nU
八mU
ハU 雛 鱗

戦△
邱
笈

騎

2

3

0

34

62

28

1

1

△

合
㈱
⑬
⑬

鱗
鮒

9

前
比 ㈱“㈱

榊 棘鱗褒
牢蘂
鰡(注) 1 .本州四国連絡橋公団は、 道路分である。

2 .民間借入金等とは、 民間借入金、 縁故債、 外積である。

活
力
あ
る
地
域
経
済
の
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国

的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路

網
に
つ
い
て
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
一
四
、
0
0
0
虹

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
概
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
重
点
投

資
を
行
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
規
格
の
高

い
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
地
域
高
規
格
道

路
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
整
備
す
る
。

の
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
集
中

的
整
備

②
地
域
の
経
済
構
造
改
革
の
支
援



事
業
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
等
の
策
定
す
る
計
画

を
支
援
す
る
た
め
、
関
連
道
路
等
の
社
会
資
本
の
重

点
的
整
備
を
行
う
。

(重
点
事
項
)

･
新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
の
創
設

(新
規
)

新
規
約
二
〇
地
域

②

地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援

地
域
や
民
間
の
活
力
を
誘
導
す
る
効
果
の
高
い
地

域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
支
援
す
る
、
｢21

世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣、
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路

事
業
｣、
｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路
等
の
基

盤
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

(地
方
都
市
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
支
援
等
)

新
規
=
圏
域
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
周
辺
地
域

等

継
続
一
六
圏
域

･
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

(地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
の
重
点
的
整
備
)

｢世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ
｣
(岐
阜
県
)等
一
六
八

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
実
施

･
ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業

Q
道
の
駅
｣
に
お
い
て

地
域
拠
点
整
備
を
支
援
)

新
規
約
二
○
箇
所
、
継
続
三
八
カ
所

関
係
省
庁
連
携
の
下
で
総
合
物
流
施
策
大
綱

(仮
称
)

を
平
成
八
年
度
中
に
策
定
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
規
制
緩

和
等
の
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
の

効
率
化
等
を
図
る
。。

①

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

運
輸
省
と
連
携
し
て
、
国
際
港
湾
･
空
港
、
高
規

格
幹
線
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
広
域
物
流

拠
点
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

(情
報
B
O
X
等
)
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
重
点
的
な
整
備
に
よ
り
、
国
際
交

流
の
促
進
や
広
域
的
な
連
携
、
地
域
活
性
化
の
た
め

の
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
の
創
設

(新
規
)

新
規
一
○
地
域

②

規
制
緩
和
の
推
進
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

重
要
港
湾
、
工
場
団
地
等
の
物
流
拠
点
を
結
ぶ
主

要
な
国
道
な
ど
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
、
橋
梁
の
補

修
･
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
緩
和
政

策
の
一
環
で
あ
る
車
両
の
大
型
化

(総
重
量
二
五
ト

ン
)
に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(約
二
四
、

0
0
o
m
)
を
概
成
す
る
。
こ
の
う
ち
海
上
輸
送
コ

ン
テ
ナ
取
扱
港
か
ら
物
流
拠
点
ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト

等
で
あ
る
約
一
○
、
0
0
0
如
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
上
記
整
備
に
よ
り
、
フ
ル
積
載
し

た
状
態
の
海
上
コ
ン
テ
ナ

(I
S
O
規
格
四
〇
フ
ィ

ー
ト
)
を
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
%(重

点
事
項
)

･
主
要
な
国
道
な
ど
物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て

橋
梁
の
補
修
･
補
修
を
概
成

事
業
費
五
六
五
億
円

(倍
率
一
･
0
七
)

③

物
流
輸
送
効
率
向
上
の
支
援

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
道
路
と
一
体
的
に
広
域
物
流
拠
点
を
整
備
し
、
貨

物
車
の
積
み
替
え
、
積
載
効
率
の
向
上
を
図
る
。
さ

ら
に
、
都
市
内
共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
駐
車

施
設
等
の
整
備
を
推
進
し
、
都
市
内
物
流
効
率
化
を

推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
と
広
域
物
流
拠
点
と
の
一
体
的
整
備

秋
田
市
等

新
規
五
箇
所
、
継
続
五
箇
所

各
地
で
提
唱
さ
れ
て
い
る

｢新
し
い
国
土
軸
｣、
｢多
様

な
地
域
連
携
軸
｣
の
形
成
に
向
け
た
構
想
に
関
連
す
る
海

峡
横
断
道
路
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
本
州
四
国

連
絡
道
路
等
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
、
新

た
な
技
術
開
発
を
一
層
推
進
す
る
。
ま
た
、
事
業
効
果
等

の
評
価
効
果
を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
事
業
手
法
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

ノ2 道行セ 97.2

③
物
流
の
効
率
化
の
た
め
の
環
境
整
備



(重
点
事
項
)

･
新
交
通
軸
調
査

事
業
費
五
･
五
億
円

(倍
率
一
･
一
五
)

の
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備

③
技
術
開
発
の
重
点
的
実
施

に
整
備
す
る
。

ま
た
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上

等
に
資
す
る
た
め
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
強
力
に

推
進
し
、
第
三
期
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
を
大

幅
に
前
倒
し
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
都
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
収
容
空
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
、
共
同
溝
整
備
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

･
情
報
の
整
備

約
一
、
九
〇
〇
如

･
電
線
共
同
溝
の
整
備
推
進

約
七
五
〇
如

上
記
を
含
む
収
容
空
間
整
備
事
業
の
事
業
費
二
、

四
五
〇
億
円

(倍
率
一
･
五
七
)

②

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

地
震
や
大
規
模
災
害
時
の
即
応
体
制
の
整
備
や
管

理
の
高
度
化
、
I
T
S
の
実
現
等
を
図
る
た
め
、
道

路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
、
平
成
七
年
度
か
ら
の

五
年
間
で
概
ね
一
○
、
0
0
0
畑
を
整
備
し
、
平
成

一
一
年
度
末
に
は
一
六
、
0
0
0
如
と
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
推
進

事
業
費
八
九
億
円

(倍
率
三
･
0
五
)

渋
滞
･
交
通
事
故
等
の
道
路
交
通
問
題
解
決
の
切
り
札

で
あ
り
、
か
つ
、
新
産
業
創
出
の
有
望
分
野
で
あ
る
I
T

S
に
つ
い
て
、
欧
米
に
お
け
る
積
極
的
な
研
究
開
発
や
国

際
標
準
化
活
動
の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
｢I
T
S
推
進
に

関
す
る
全
体
構
想
｣
(平
成
八
年
七
月
策
定
)
等
に
基
づ

き
、
研
究
開
発
及
び
実
用
化
を
推
進
す
る
。

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
を
は
じ
め
と
す

る
I
T
S
の
研
究
開
発
や
国
際
標
準
化
活
動
の
支
援
を
推

進
す
る
。

ま
た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム

(E

T
C
)
の
試
験
運
用
の
拡
充
や
V
I
C
S

(道
路
交
通
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
高
速
道
路
で
の
全
国
展

開
な
ど
、
I
T
S
の
実
用
化
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
研
究
開
発
等
総
合
的
な
推
進
事
業
費
(研
究
開
発
費
)

七
八
億
円

(倍
率
一
･
0
九
)

･
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
(A
H
S
)
の
研
究
開
発

･
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究

･
国
際
標
準
化
活
動
の
支
援

･
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運

用
の
拡
充

事
業
費
七
億
円

(倍
率
一
･
四
=

･
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
高
速
道
路
で
の
全
国
展
開
と

一
般
国
道
の
通
行
規
制
区
間
等
で
の
ビ
ー
コ
ン
等
イ

ン
フ
ラ
整
備事

業
費
三
九
八
億
円

(倍
率
一
･
0
三
)
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新
た
な
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
基
礎
的
･
先
端

的
分
野
を
中
心
に
提
案
さ
れ
た
研
究
開
発
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
共
同
研
究
や
委
託
研
究
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
先
端
的
･
独
創
的
研
究
開
発
テ
ー
マ
の
予
備
的

調
査
(
一
般
会
計
)
と
し
て
、
｢次
世
代
海
上
横
断
構
造
物

の
建
設
技
術
開
発
｣
に
着
手
す
る
。

特
に
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
や
G
I

S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
な
ど
、
開
発

ニ
ー
ズ
が
高
く
、

新
た
な
産
業
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
先
端
分
野
･
境
界
分

野
に
お
け
る
技
術
開
発
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
研
究
開
発
の
推
進
及
び
関
連
事
業
の
拡
充

事
業
費
一
七
五
億
円

(倍
率
一
･
一
三
)

の

高
度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
を
支
援

①

光
フ
ァ
イ
バ
ー
基
幹
網
の
整
備
支
援

道
路
空
間
に
民
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
可
能
な

空
間
と
し
て
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

と
併
せ
て
情
報
B
O
X
を
整
備
す
る
。
二
一
世
紀
初

頭

(二
〇
一
〇
年
)
ま
で
に
概
ね
一
五
万
如
を
目
標

②
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究

開
発
･
整
備



畑

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し
を
支
援

①

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
の
推
進

｢阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
に
向
け
て
の
取
り

組
み
方
針
｣
(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
策
定
)に

基
づ
き
、
被
災
地
域
の
生
活
再
建
、
経
済
の
復
興
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
道
路
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
等
を
推
進
す
る
。

②

道
路
防
災
･
震
災
対
策
の
推
進

道
路
橋
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
緊
急
度

の
高
い
橋
梁
に
つ
い
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
三
箇
年

計
画
で
実
施
し
て
い
る
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事

業
の
概
成
を
図
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
抗
ロ
部
等
の

緊
急
点
検
の
結
果
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所
に

つ
い
て
法
面
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
道

路
上
部
斜
面
に
つ
い
て
治
山
事
業
と
連
携
し
た
落
石

対
策
を
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業

約
八
、
0
0
0
基
に
つ
い
て
対
策
を
実
施
し
、

約
二
九
、
四
〇
〇
基
の
対
策
を
概
成

･
法
面
防
災
対
策
の
実
施

緊
急
点
検
結
果
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
た
八
三

箇
所
の
う
ち
、
約
九
割
に
つ
い
て
対
策
工
完
了

･
治
山
事
業
と
連
携
し
た
落
石
対
策

(新
規
)

新
規
約
三
五
箇
所

夜
間
騒
音
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
区
間
の
う
ち
、

四
車
線
以
上
で
沿
道
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
緊
急
に
対
策

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
区
間
を
対
象
と
し
て
、
遮
音
壁

の
設
置
な
ど
の
道
路
構
造
対
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
沿

道
整
備
道
路
の
指
定
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
道
路
交
通
遮
音
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

(窒
素
酸
化
物
、
二
酸
化
炭

素
)
の
削
減
を
図
る
た
め
、
窒
素
酸
化
物
総
量
削
減
計
画

等
に
基
づ
き
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
、
マ
ル
チ

モ
ー
ダ
ル
施
策
、交
通
需
要
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)

施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
低
公
害
車
の
普
及
に
向
け
た

調
査
検
討
を
進
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
道
路
環
境
技
術
三
年

計
画

(平
成
八
年
!
一
〇
年
度
)
に
基
づ
き
技
術
開
発
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

･
道
路
交
通
騒
音
低
減
の
た
め
の
道
路
構
造
対
策

事
業
費
二
、
0
九
六
億
円

(倍
率
一
･
一
五
)

･
沿
道
整
備
道
路
の
指
定

一
般
国
道
二
四
六
号
、
二
〇
号
、
環
状
八
号
線
等

･
低
公
害
車
普
及
に
向
け
た
調
査
研
究

神
奈
川
県
小
田
原
市

①

総
合
的
な
交
通
安
全
施
策
の
推
進

交
通
事
故
死
者
数
は
、
九
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
下

回
っ
た
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
鑑
み
、

平
成
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢第
6
次
特
定
交
通

安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
｣
等
に
基
づ
く

整
備
を
推
進
し
、
特
に
全
国
平
均
に
比
べ
事
故
発
生

率
の
高
い
都
市
に
お
い
て
面
的
な
事
故
削
減
策
を
集

中
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
面
的
な
事
故
削
減
等
の
実
施

(新
規
)

静
岡
県
焼
津
市
等

新
規
一
五
都
市

･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

新
規
約
六
〇
〇
箇
所
、
継
続
約
四
〇
〇
箇
所

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

東
京
都
杉

並
区
等
新
規

約
六
○
箇
所

継
続
約
二
三
箇
所

②

福
祉
空
間
形
成
の
た
め
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備

高
齢
者
･
障
害
者
等
が
安
全
に
安
心
し
て
社
会
参

加
で
き
る
福
祉
の
生
活
空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
高

齢
者
･
障
害
者
等
の
参
加
の
下
に
中
心
市
街
地
等
に

お
い
て
幅
の
広
い
歩
道
や
段
差
の
切
り
下
げ
等
に
よ

"

る
バ
リ
ァ
フ
リ
i
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

旅

備
を
図
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
等
周
辺
に
お
い
て
は
、
道

歩
行
環
境
の
整
備
に
併
せ
て
施
設
利
用
の
た
め
の
ア

タ

ク
セ
ス
道
路
を
整
備
す
る
な
ど
道
路
交
通
環
境
の
面

の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
及
び
道
路
防

災
･
震
災
対
策
の
推
進

②
良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施

策
の
推
進

③
交
通
の
安
全
の
確
保



的
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
総
合
設
計
制
度
等
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
公
開
空
地
を
建
築
敷
地
と
し
た
ま
ま
で
道
路
区

域
と
し
、
歩
道
等
を
整
備
す
る
環
境
道
路
制
度
の
活

用
を
図
る
。

(重
点
道
路
)

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
中
央
地
区

(宇
都
宮
市
)
等
継
続
約
二
〇
地
区

･
福
祉
施
設
等
周
辺
の
道
路
交
通
環
境
整
備

小
倉
地
区

(北
九
州
市
)
等
継
続
約
三
〇
地
区

･
総
合
設
計
制
度
と
の
組
み
合
せ
に
よ
る
環
境
道
路

制
度
の
創
設

(新
規
)

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
バ
イ
パ
ス
･

環
状
道
路
、
交
差
点
立
体
化
等
の
交
通
容
量
の
拡
大
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
輸
送
効
率
の
向
上
や
交
通
量
の

時
間
的
平
準
化
を
図
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D

M
)
施
策
を
本
格
的
に
実
現
す
る
。

ま
た
、
従
来
の
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
及
び
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に
バ
ス
路
線
の
整
備
等
の
公
共
交
通

機
関
の
再
編
成
な
ど
を
行
う
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組

み
合
わ
せ
た

｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
策
定

し
、
事
業
を
計
画
的
･
重
点
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

℃

･
渋
滞
が
解
消
又
は
緩
和
さ
れ
る
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

新
た
に
約
三
一○
箇
所

･
連
続
立
体
交
差
事
業

新
規
三
箇
所
、
J
R
中
央
線

(東
京
都
三
鷹
市
-
立

川
市
)
等

継
続
六
三
箇
所

･
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
(仮
想
実
験
)
の
実
施

(新
規
)神

奈
川
県
鎌
倉
市

･
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
策
定
(新
規
)
数

都
市
圏

･
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策

･
路
線
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業
の
創
設

(新
規
)

愛
知
県
豊
橋
市

･
路
上
工
事
の
削
減

･
非
開
削
工
法
･
共
同
施
工
を
占
用
工
事
の
許
可
条

件
に
す
る
な
ど
基
準
の
見
直
し

(新
規
)

･
埋
没
物
件
の
浅
層
化
に
よ
る
路
上
工
事
期
間
の
短

縮
化

(新
規
)

大
都
市
圏
に
お
け
る
危
険
市
街
地
の
解
消
や
地
方
圏
に

お
け
る
中
心
市
街
地
の
活
力
低
下
等
に
適
切
に
対
処
す
る

た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
市
街
地
再
開
発
事
業
に

よ
る
防
災
上
危
険
な
市
街
地
の
解
消
や
低
未
利
用
地
を
活

用
し
た
都
市
拠
点
の
形
成
、
空
き
店
舗
等
の
集
約
に
よ
る

街
区
の
再
編
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
ア

ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

･
新
た
な
都
市
拠
点
の
整
備

新
規
四
箇
所

錦
糸
町
駅
北
ロ
(東
京
都
墨
田
区
)、
姫
路
駅
周
辺

(兵
庫
県
姫
路
市
)、
さ
い
た
ま
新
都
心
地
区

(埼

玉
県
大
宮
市
等
)
等

継
続
六
七
箇
所
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3

道
路
事
業
の
進
め
方
の
改
革

①

高
規
格
幹
線
道
路
な
ど
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
道
路
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
を
促
進

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
た
道
路
整
備
な
ど
を

中
心
と
し
て
重
点
的
な
投
資
を
行
う
。
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
も
、
重

点
配
分
を
行
う
。

へ例
〉
地
方
道
･
街
路
事
業
の
一
箇
所
当
た
り
の
事

業
費
を
平
成
七
年
度
の
一
･
五
倍
程
度
と
す
る
。

②

横
断
的
な
政
策
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
省
庁
間
で
連

携
し
効
率
的
な
事
業
を
推
進
す
る
。

①

海
外
建
設
資
材
の
積
極
的
な
活
用
や
道
路
関
係
公

団
の
道
路
構
造
物
に
つ
い
て
の
V
E
制
度
の
試
行
な

ど
の
建
設
コ
ス
ト
縮
減
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
縮
減
施
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

④
円
滑
な
都
市
交
通
対
策
の
実
施

⑤
既
成
市
街
地
の
再
生
･
再
構
築

②
道
路
事
業
の
効
率
化



取
り
組
む
。

②

都
市
内
道
路
の
整
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
買

い
取
り
要
求
へ
の
対
応
や
代
替
地
の
確
保
を
図
る
。

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
期
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
調
査
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
遅
延

コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
。

①

事
業
着
手
及
び
供
用
目
標
年
度
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣を
策
定
･
公

表
す
る
。

②

費
用
便
益
分
析

(B
/
C
)
を
含
め
た
評
価
指
標

(案
)
を
踏
ま
え
、
新
規
事
業
の
採
択
を
行
う
。

イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
と
い
う
国
民
の
意
見
が
計
画
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
な
手
法
を
と
っ
て
お
り
、
道
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
･
ご
提
案
を
積
極
的
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
引
き
続
き
道
路
整
備
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
る
。

(道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官
)

五

お
わ
り
に

昨
年
末
に
は
、
お
よ
そ
五
年
ぶ
り
に
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
建
設
審
議
会

(国
幹
審
)
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に

高
速
道
路
整
備
計
画
が
三
六
区
間
九
八
二
m
が
追
加
さ
れ

国
土
の
骨
格
を
形
成
す
る
高
速
自
動
車
交
通
網
の
整
備
に

向
け
て
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
年
は
二
一
世
紀
に
届
く
新
た
な
道
路
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
く
重
要
な
年
で
あ
り
、
最
近
の
経
済
社
会
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
世
代
が
豊
か
な
生
活
を
享
受

で
き
る
よ
う
将
来
を
十
分
に
見
据
え
た
道
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

･

③
道
路
事
業
の
客
観
性
の
向
上

メ6 道イテセ 97,2



嬢
鹸
淺
溺
特
集
/
平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
逡
訟淺
諾
糞
鬘詫
溝
洋

一般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

下
保

修
“

山

田

篤

司
幾

重
点
的
に
進
め
る
ほ
か
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

援
す
る
地
方
都
市
の
活
性
化
の
た
め
の
生
活
･
生
産
基
盤

整
備
に
重
点
を
置
き
計
画
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
に
強
い
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
良
好
な
交
通
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
バ
イ

パ
ス
、
環
状
道
路
等
に
よ
る
交
通
拠
点
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
、
交
差
点
改
良
、
立
体
交
差
等
に
よ
る
渋
滞
対
策
を

推
進
す
る
ほ
か
、
県
際
･
峠
越
え
に
お
け
る
交
通
不
能
区

間
等
の
解
消
等
に
重
点
を
お
い
て
整
備
を
進
め
る
。
さ
ら

に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
、
I
T
S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)

の
整
備
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
く
ら
し
の
快
適
性
向
上
、

良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設

置
、
道
路
の
緑
化
等
を
推
進
す
る
。

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
三
、

0
0
0
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と
一

体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的

な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援

等
の
機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹

的
交
通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
、
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
陷
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以
上

で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
四
〇
九
如

(
一

○
･
一
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良
済
み

区
間
四
六
、
六
〇
一
如

(八
七
･
四
%
)
で
あ
っ
て
も
交

通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間

(混
雑
度
一
･

○
以
上
の
区
間
)
が
二
四
、
一
七
〇
畑

(四
五
･
三
%
)

に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
最
終
年
と
し
て

｢ゆ
と
り
社
会
｣
に
向
け
た
道
づ

く
り
を
基
本
方
針
と
し
、
特
に
、
経
済
構
造
の
改
革
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
の
発
展
を
導
く
た
め
、

新
し
い
国
土
構
造
の
実
現
に
向
け
た
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
の
た
め
の
高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般

国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を

道行セ 97.2 ! 7



表 1 平成 9年度高規格幹線道路新規事業箇所

路 線 名 箇 所 名
長

誠

延

は
事業主体 県 名

路

仲廷
伺

路

延

酪
路
謙

膊

[
(

路勢…此れ孵艇総鰤計
轉
“灘
路
計

道匙拙◆職歴“楼繊剛,‘
蹴
蘇凝験嫉ん一穣,

鰯亢歎劾肌解鮒鰐牀弱栩小
物
諸肌縦聯繋拂
小

鍔
【糊
鰐副朝愕

繊
瀞協国勿二写

4
24
48
3
49

郁
鬱
遡
鰯

道

道

道

道

道

路

国
国
国
同
国

る

国
国
国

専

道
車

車
動

道

直

射｣

用

,

珪
額
随
萓

車
互
菟
動
瀘
麺

薊
執
繊
躯

自
職
醐
剛
回
幌

地
湖
高
繊

濶
蹴
稲
縦
雌
畑

鰐
鰯
酬
噛

癇
縱
藤
獅
執
動

議｣碗
鰤
幽

6

12

M

m
蜷

邱

10

7

8

第

轄

轄

轄

轄

轄

轄
轄
轄

直
直
直
直
直

直
直
直

川

山

庫

島

崎

道

道

嬢

長

毎
毎

歌

児

･

石
和
兵
鹿
頤

北
北
愛

合 83

以
下
に
平
成
九
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
る
。

一
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
○
○
○
蝋
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
蝿

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
京
奈
和
自
動
車
道

(国
道
二
四

号

紀
北
西
道
路
)、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
(国
道
三

号

出
水
阿
久
根
道
路
)
等
五
八
蝋
の
区
間
の
事
業
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
の
整

備
を
促
進
し
当
面
活
用
す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
横
断
自

動
車
道
(国
道
三
九
号

北
見
道
路
)、
四
国
横
断
自
動
車

道

(国
道
五
六
号

宇
和
島
道
路

(延
伸
)
等
二
五
如
の

区
間
の
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る

(表
1
参
照
)。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
等
の
事

業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

二

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
た
め
、

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
期
間
内
に
二
、
○
○
○

如
程
度
の
整
備
に
着
手
し
、
長
期
的
に
は
六
、
○
○
○
如

ー
八
、
○
○
○
如
の
整
備
を
目
標
に
重
点
的
な
整
備
に
努

め
る
。

地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
六
年

三
一月
に

｢候
補
路

線
｣
と
し
て
一
〇
七
路
線
、
｢計
画
路
線
｣
と
し
て
一
三
八

路
線
が
指
定
さ
れ
、
平
成
八
年
八
月
三
〇
日
付
け
で

｢整

備
区
間
｣
二
六
八
畑
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
%な

お
、
平
成
九
年
度
の
主
な
新
規
事
業
は
直
轄
事
業
と

し
て
、
会
津
縦
貫
北
道
路

(国
道
一
二
一
号

会
津
縦
貫

北
道
路
)
等
六
四
如
、
補
助
事
業
と
し
て
、
西
関
東
連
絡

道
路

(国
道
一
四
〇
号

甲
府
山
梨
道
路
)
等
八
九
如
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る

(表
2
参
照
)。

三

一般
道
路
の
整
備

1

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
陷
区
間
の
解
消
、
冬
季
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
、
地
方
都
市
と

周
辺
農
山
漁
村
と
の
一
体
化
、
過
疎
対
策
の
推
進
等
に
極

め
て
大
き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及

び
権
限
代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ

以
外
の
区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整

備
を
進
め
て
い
る
o

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、
長
野

一
四
八
号

(小
谷
道
路
)、
高
知
･
愛
媛
一
九
四
号
(寒
風
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山
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
埼
玉
･
山
梨
一
四
〇
号
(雁
坂
道
路
)、
宮
崎
･

大
分
三
二
六
号

(三
国
峠
道
路
)
等
に
つ
い
て
供
用
を
図

る
ほ
か
、
新
た
に
岐
阜
三
六
〇
号
の
宮
川
細
入
道
路

(□

期
)
の
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
区

間
で
は
北
海
道
二
二
九
号
(沼
前
道
路
)、
三
宝
ハ
号
(上

杵
臼
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
。

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
冬
季
交
通
不
能
区
間
の
解
消
を

図
る
べ
く
岩
手
三
四
三
号

(鳶
ヶ
森
道
路
)
の
供
用
を
図

る
ほ
か
、
福
島
三
四
九
号
、
新
潟
三
五
二
号
、
奈
良
一
六

八
号
、
高
知
四
三
九
号
、
宮
崎
三
八
八
号
等
の
整
備
を
促

進
す
る
。

2

二
次
改
築

表 2 平成 9年度地域高規格道路新規事業箇所

路 線 名 箇 所 名 延長(km) 県 名

繊

嬉

鱗

聯

鰓

･

道

磁鱈も靜鰡忽野壽…路繕

聯
路
麒
路
鑓
纖
“
伸

饑

C
路
路
道
域
道
動
連
タ
延
路
路
路
路

は浜

横鞠噸癜期理一蛾~㈱総鯛
蠣鞠附酪

ル閉路鰓
纜
酪
誌ホ鑓
默
舶"臘鰤
◇まげ鯵囃
し鱈縄は群…明を鼬
酪
襟岬
酪

轄寂叶濕彌霧熟知鵜燃臓器む桐窓擬一決凧.鞠

鋤諦隅難関晦娚
腕城端洲沸惣蠕機淋癇
席勤鱗端衆職纖綱総蜻轢糺桝華鮎彰猪桝

く
れ演舞
蝸計部勒鍵
盤製
割
れ畿親裁粥癬鍋鸚鰍怨鍬娚

黛轢箏拗蝸贓神殿瀰酵蝦捷
錺欲瀞*斜螂
酷繋駕蓼鷺蚕疵節鬱靴割*硼總悌捌蜥蜴鰯

期

回

路

期
蜘

路

鷲

鯉

路

路
路
路
道
路

*
山

路

路

路

ス

メめ繊織繭
籤縦檄鰍粃痴
遂
路
計
え嬉
酔う鰯群鰐開舞糊
默る諸
各を彩各し踏娘各駒随
う髄
各
饌
計

熱縦霧糊総鱒鰊貎織機熱誠一蹴慈封瀦
、
纖覗減納…蝦鍬鮴蹴鰈鱈檄鸚檄帆海綿*鮴群礎難捻総猿蟻鯖猟鰺澱難鰺群癖終ぞ-

輔を鷁概繊協繍溺躍搦城跡壺菟難*な鰺彌“
診
“
““‘““
ロ.
‘!““
･“
“
“
“““
翫
“
““
“
足
“
“
“11
‘
“
“
‘
1“
“

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

国
国
国
国
国
国
国
国
国

国
国
国
回
国
回
国
回
国
回
国
国
国
国
国
国
国

お

6

惚

4

7

6

3

4

7

64

3

8

6

5

9

5

5

7

7

7

4

3

5

3

7

2

3

拶

道
手
島
潟
山
島
島
本
縄

県

県

県

県

県

県

県

県

県

府

県

県

県

県

県

県

県

海

森

田

葉

梨

潟

川

阜

岡

重

阪

取

取

山

鳥

ロ
媛

崎

北
岩
福
新
富
広
徳
熊
沖

青

秋

千

山

新

石

岐

静

三

大

鳥

鳥

間

広

山

愛

長

合 153

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

解
消
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交
通
拠
点
へ

の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
等
の

観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第
11
次
五
箇
年
計
画
期
間
内
の

供
用
箇
所
等
早
期
に
整
備
効
果
が
発
現
で
き
る
箇
所
等
を

中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
沿
道
環
境
の
改
善
と
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
確
保
を
目
指
す
緑

化
･
環
境
対
策
等
を
推
進
す
る
。

◎

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
既
着
工
事
業
箇
所
を
中
心
に
交
通
混

雑
や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
お

く
と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道

路
事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が

期
待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等

へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に

整
備
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
埼
玉
一
六
号

(大
宮
バ
イ
パ
ス
)、
岡
山
二
号

(岡
山
バ
イ
パ
ス
)
等
の

供
用
を
図
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
茨
城

三
一四
号
(波
崎
-
神
栖
拡
幅
)、
高
知
一
九
五
号
(南
国

バ
イ
パ
ス
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。
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②

渋
滞
対
策

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音
･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
平
成

五
年
度
に
策
定
さ
れ
た

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に

基
づ
き
、
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環

状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化

に
よ
る
幅
の
確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に

お
い
て
は
、
群
馬
一
八
号
(高
崎
安
中
拡
幅
)、
鹿
児
島
一

〇
号

(姶
良
バ
イ
パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、

茨
城
三
四
九
号

(常
陸
太
田
南
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を

図
る
。

砲

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
現
道
拡
幅
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

④

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信

頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し
て
、
平

成
二
年
度
実
施
の
｢落
石
等
危
険
箇
所
の
点
検

(防
災
点

検
)｣
や
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
の
法
面
･
斜
面
の
緊
急
点
検

結
果

(平
成
八
年
六
月
)
に
基
づ
き
、
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
法
面
防
護
工

(植
生
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
、
ブ

ロ
ッ
ク
張
り
)、
落
石
防
護
工
(柵
工
、
細
工
、
落
石
覆
工
)

等
を
施
す
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
線
形
改
良
等
の
改

築
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

平
成
三
年
度
に
実
施
し
た
震
災
点
検
に
基
づ
き
、
被
災
の

危
険
性
の
あ
る
構
造
物
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
橋
梁
の
架
替
等
の
道
路
の
耐
震
性
向
上
の
た
め
の
事

業
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

㈱

沿
道
環
境
対
策

自
動
車
交
通
の
集
中
や
そ
れ
に
伴
う
渋
滞
の
た
め
、
騒

音
･
大
気
汚
染
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
良

好
な
沿
道
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
既
設
及
び
新
設
の
道

路
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設

置
等
を
進
め
る
ほ
か
、
沿
道
地
域
に
お
い
て
良
好
な
環
境

を
形
成
す
る
た
め
、
植
樹
帯
の
設
置
等
の
道
路
環
境
整
備

を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利

用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

の

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
振
興
対
策
道

路

(昭
和
六
三
年
一
二
月
三
日
官
報
告
示
)
等
の
整
備
促

進
を
図
る
。

四

住
宅
宅
地
関
連
幹
線
道
路
整
備

住
宅
宅
地
の
提
供
に
関
連
す
る
道
路
整
備
は
欠
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
団
地
内
道
路
や
幹
線
道
路
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促

進
事
業
と
し
て
別
枠
の
予
算
に
よ
り
整
備
を
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
取
り
付
く
一
般
国
道
等
の
幹

線
道
路
に
つ
い
て
も
整
備
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
住
宅
宅
地
開
発
に
追
い
つ
か
ず
混
雑
が
発
生

し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
た
め
、
住
宅
宅
地
開
発
に
関
連
す
る
幹
線
道
路
の

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
住
宅
宅
地
開
発
地
域
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
取
り
付
く
補
助
国
道
を
住
宅
宅
地

関
連
幹
線
道
路
事
業

(幹
線
関
公
事
業
)
に
よ
り
整
備
の

促
進
を
図
る
。

五

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
没
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･
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管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
八
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
三
九
〇
如
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
仙
台

･
東
京

･
川
崎

･
横
浜
･
静

岡
･
名
古
屋
･
京
都
･
大
坂
･
神
戸
･
岡
山
･
広
島
･
福

岡
･
熊
本
の
各
都
市
及
び
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
地
域
に
お

い
て
整
備
を
推
進
し
、
さ
ら
に
約
二
〇
如
の
延
伸
を
図
る

予
定
で
あ
る
o

六

電
線
共
同
溝

(C

･
C

･
B
O
X
)

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
社
会
の
早
期
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光
フ
ァ

イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
ま
と
め
て
収
容
す
る
空
間

｢電
線

共
同
溝
(C
･
C
･
B
O
×
)｣
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

す
′る
。

平
成
九
年
度
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
第
三
期

電
線
類
地
中
化
五
箇
計
画
を
大
幅
に
前
倒
し
す
る
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
住
宅
地
な
ど
で
新
た

に
整
備
す
る
。

,:
-

:
罰
斗川
=]
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主
事
“事
;【羊
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川
川
==]"
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七

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
と
と
も
に
沿
道
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
経

常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は
必
要
不
可
欠
な
重
要

業
務
で
あ
る
o

一
般
国
道
の
う
ち
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業
に

よ
り
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
補
修

な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
、
通
常
の
維
持
及
び
小
規

模
な
補
修
は
地
方
単
独
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
‘

平
成
九
年
度
は
、
新
た
な
指
定
区
間
編
入
、
バ
イ
パ
ス

完
成
に
伴
う
延
長
の
補
正
な
ど
に
よ
り
、
全
国
で
国
が
直

轄
管
理
す
る
指
定
区
間
が
、
一
五
一
路
線
一
九
、
八
四
一

如
に
な
る
。
こ
の
う
ち
維
持
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、

路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、

補
修
等
の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的

作
業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用

地
の
処
理
を
行
う
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
歩
道
、

ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等
の
修
繕
の
ほ
か
、
特
に
震
災
対
策
と

し
て
の
橋
脚
補
強
や
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の

補
修
･
補
強
等
を
行
う
。
ま
た
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
震
災
対
策
事

業
と
し
て
平
成
二
年
度
防
災
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等

緊
急
点
検
、
平
成
三
年
度
震
災
点
検
に
基
づ
き
対
策
が
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
o

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
、
舗

装
の
補
修
、
平
成
三
年
度
震
災
点
検
に
基
づ
く
震
災
対
策

及
び
橋
脚
補
強
、
車
両
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
修

補
強
、
並
び
に
平
成
二
年
度
防
災
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
坑
口

部
等
緊
急
点
検
に
基
づ
く
災
害
防
除
事
業
を
実
施
す
る
。

八

雪

寒

第
十
次
雪
寒
五
箇
年
計
画

(平
成
五
-
平
成
九
年
)
に

基
づ
き
、
雪
寒
地
域
に
お
け
る
冬
期
間
の
安
全
か
つ
円
滑

な
道
路
交
通
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
生
活
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
除
雪
･
防
雪
･
凍
雪
書
防
止
の
整
備

を
行
う
。
こ
の
う
ち
、
防
雪
事
業
に
つ
い
て
は
ス
ノ
ー
シ

ェ
ッ
ド
、
な
だ
れ
防
止
柵
、
消
雪
パ
イ
プ
、
チ
ェ
ー
ン
着

脱
場
等
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
凍
雪
書
防
止
事
業
に

つ
い
て
は
、
流
雪
溝
･
堆
雪
幅
確
保
等
の
整
備
を
推
進
す

る
%

九

交
通
安
全

平
成
九
年
度
は
、
第
六
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
の
二
年
度
と
し
て
、
交
通
事
故
の
削
減

と
道
路
交
通
環
境
の
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
故
多
発
地
点

に
お
い
て
、
交
差
点
改
良
や
歩
道
等
の
整
備
を
二
種
事
業

と
あ
わ
せ
て
集
中
的
に
実
施
し
、
｢事
故
多
発
地
点
緊
急
対

策
事
業
｣
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
利

用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩
道
や
使
い
や
す
い
立
体
横
断

施
設

(昇
降
機
付
)
を
整
備
す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て

は
、
道
路
照
明
･
道
路
標
識
及
び
V
I
C
S

(道
路
交
通

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
等
道
路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を

推
進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
も
整
備

を
促
進
す
る
。
ま
た
、
疲
労
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
一
般
道
路
の
休
憩
施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を

推
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び

補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道

路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や

危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て

大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
今
後
と
も
努
め
て
い
き

(
※
道
路
局
国
道
課
建
設
専
門
官
)
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ミ
ギ
バ
特
集
/
平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算

いき
さ
き
く
き~
≦
ミ

高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
の
概
要

奥

谷

正

金
)
を
社
会
資
本
整
備
事
業
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

平
成
八
年
度
は
、
中
国
横
断
自
動
車
道

･
岡
山
総
社

-
北
房
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
四
0
･
六
蝿
に
よ
り
瀬
戸
大

橋
を
介
し
て
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
が
高
速
道
路
で
直
結

さ
れ
、
地
域
連
携
軸
が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
関
越
自
動

車
道
上
越
線
の
小
諸
-
更
埴
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
三
六
･

八
虹
他
の
供
用
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
延
長
が

六
、
0
0
0
樋
を
達
成
す
る
等
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
図
り
、
ま
た
、
渋
滞
対
策
と
し
て
名
神
高
速
道
路
、

東
北
縦
貫
自
動
車
道
等
の
改
築
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
束
名
･
名
神
高

速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
五
年
施
行
命
令
区
間
に
つ

い
て
も
重
点
的
に
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、
東
九

州
自
動
車
道
等
の
建
設
を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

名
神
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
等
の
改
築
事
業
を
推
進

一

概

要

高
速
自
動
車
国
道
は
、
地
域
間
の
交
流
を
支
え
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に

=
、
五
二
〇
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
を
目
標

と
し
て
い
る
。

平
成
九
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
は
、
一
兆

一
、
七
四
四
億
円

(う
ち
社
会
資
本
整
備
事
業
費
六
四
億

円
)
の
建
設
費
を
は
じ
め
、
維
持
改
良
費
、
調
査
費
、
建

設
利
息
か
ら
な
る
事
業
費
一
兆
六
、
八
九
七
億
円
で
政
府

案
が
決
定
さ
れ
た
。

一
方
、
国
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
料
金
水

準
の
も
と
採
算
性
を
確
保
し
つ
つ
、
高
速
自
動
車
国
道
の

積
極
的
な
整
備
及
び
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
を
推

進
す
る
た
め
二
、
四
五
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
九
%
の

伸
び
)
の
国
費
助
成
の
拡
充
が
決
定
さ
れ
た
。

資
金
計
画
と
し
て
は
、
財
政
投
融
資
が
一
兆
七
、
七
四

九
億
円
で
全
体
資
金
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
縁
故
債
一
、
一
三
四
億
円
、
外
債
八
五
九
億

円
、
民
間
借
入
金
四
、
○
七
〇
億
円
、
業
務
収
入
等
一
兆

九
、
六
六
七
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
す
る
と
と
も
に
、
政

府
出
資
金
等
二
、
四
五
六
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

以
下
、
項
目
別
に
予
算
の
概
要
を
延
べ
る
と
と
も
に
、

昨
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
第
三
〇
回
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
審
議
会
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す

る
%

一
一
建
設
費

平
成
九
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
は
、
一
兆
｢

七
四
四
億
円
で
、
こ
の
う
ち
、
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
N
T
T
-
A
型
事
業
と
し
て
整
備
す
る
た
め
六
四
億
円

(五
二
･
五
%
N
T
T
資
金
、
四
七
･
五
%
開
発
者
負
担
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す
る
。
ま
た
、
東
北
横
断
自
動
車
道
い
わ
き
新
潟
線
の
完

成
に
よ
り
東
北
と
近
畿
以
西
を
結
ぶ
ル
ー
ト
、
山
陽
自
動

車
道
と
中
国
縦
貫
自
動
車
道
と
の
直
結
に
よ
り
近
畿
と
中

国
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
複
数
化
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
一
〇
道

一
五
区
間
二
八
0
･
六
虹
の
新
規
供
用
を
図
る
と
と
も
に
、

名
神
高
速
道
路
京
都
南
-
吹
田
間
二
七
･
四
虹
の
六
車
線

改
築
事
業
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
あ
わ
せ
て
三
七
一
･
○

如
の
完
成
･
供
用
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
九
年
度

末
に
お
け
る
供
用
延
長
は
約
六
、
三
九
五
如

(法
定
予
定

路
線
=
、
五
二
〇
如
の
約
五
六
%
)
に
達
す
る
予
定
で

あ
る
。

表 1 平成 9年度高速自動車国道供用予定区間

道 路 名 区 間 延長(km)

道

道

道

道

道
道
道

道

道
道

庫
1

鱗臟
鰔轆騨
蠣霊
“

鴛
臟
“

目
窪

自

′
目
貫
断

離

越
癇
沫
陸
陽

畿
讓

小

北
東

関
東

第

北

山

近

四

円

見

部

北

田

田
川
郷

月
鳥

海

田
東
木

束

馬

野

方

田

閼
鱗
言

長
秋
湯
酒
滓
中

一
白

束

新
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表 2 平成 9年度高速自動車国道の予算内訳
(単位 :百万円)

三

維
持
改
良
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○
○
如
程
度
伸
び
、
さ
ら
に
東
名
･
名
神
高
速
道
路
を
は

じ
め
と
し
て
、
供
用
後
の
経
過
年
数
も
年
々
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
車
両
の
大
型
化
に
よ
る
老
朽
化
対
策
等
、
維
持

管
理
関
係
費
の
所
要
額
が
増
加
す
る
傾
向
の
中
で
、
よ
り

一
層
の
経
費
節
減
と
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
o

平
成
九
年
度
は
、
依
然
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
交
通

事
故
の
発
生
状
況
に
鑑
み
、
｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け

る
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画

(第

二
次
)｣
(平
成
八
年
度
-
平
成
三
一年
度
)
に
基
づ
き
、

昨
年
に
引
き
続
き
総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
先
の

｢阪
神
･
淡
路
大

震
災
｣
を
踏
ま
え
、
緊
急
的
に
既
設
橋
梁
の
耐
震
性
向
上

を
図
る
た
め

｢震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
｣
に
よ
り
、

橋
梁
の
補
強
を
計
画
的
に
進
め
る
ほ
か
、
沿
道
環
境
の
一

層
の
改
善
を
図
る
た
め
遮
音
壁
の
整
備
等
に
よ
る
総
合
的

な
環
境
対
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
と
し
て
、
道
路
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
V
I
C
S

サ
ー
ビ
ス

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
全
国
展

開
を
図
る
と
と
も
に
渋
滞
対
策
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
九
年
度
の
維
持
改
良
費
と
し

て
は
、
改
良
費
、
防
災
対
策
費
及
び
維
持
管
理
費
の
合
計

三
、
五
三
七
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
良
費
で
は
、
交
通
安
全
施
設
整
備
等
の
交
通
安
全
対

策
を
実
施
す
る
他
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
渋

滞
対
策
、
舗
装
改
良
、
橋
梁
に
お
け
る
荷
重
の
二
五
ト
ン



化
等
に
対
応
し
た
補
強
、
道
路
情
報
提
供
設
備
の
拡
充
及

び
遮
音
壁
設
置
等
の
環
境
対
策
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て

い
る
。

防
災
対
策
費
で
は
、
災
害
の
予
防
の
た
め
の
法
面
の
補

強
、
異
常
気
象
時
及
び
地
震
等
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
対

策
を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
は
特
に
、

｢震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
｣
の
最
終
年
と
し
て
橋
梁

の
震
災
対
策
予
定
箇
所
に
お
け
る
補
強
等
を
完
成
さ
せ
る
。

維
持
管
理
費
で
は
、
道
路
の
点
検
、
清
掃
、
雪
氷
作
業
、

事
故
復
旧
工
事
、
施
設
の
保
守
･
更
新
、
小
修
繕
工
事
等

を
実
施
し
、
道
路
の
機
能
を
正
常
、
良
好
に
維
持
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四

調
査
費

平
成
九
年
度
の
調
査
費
は
、
五
八
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
内
容
は
、
測
量
･
地
質
･
設
計
調
査
等
の
事
業
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
技
術
調
査
、
高
速
自
動
車
国
道
の
経

営
計
画
や
採
算
性
確
保
の
検
討
及
び
交
通
量
の
調
査
等
を

行
う
経
済
調
査
、
事
業
区
域
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
等
を
行
う
特
別
調
査
等
で
あ
る
。

五

第
三
〇
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設

審
議
会

平
成
八
年
三
一月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
国

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会

(国
幹
審
)
に
お
い

て
新
た
に
三
六
区
間
九
八
二
畑
の
整
備
計
画
と
二
五
区
間

八
八
六
蹴
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
追
加
二
六
箇
所
等
を
決

定
し
た
。

今
回
の
国
幹
審
は
、
平
成
七
年
一
一
月
に
提
言
さ
れ
た

道
路
審
議
会
中
間
答
申
を
踏
ま
え
、
国
幹
審
に
先
だ
ち
高

速
自
動
車
国
道
整
備
の
基
本
的
考
え
方
を
公
表
し
、
広
く

利
用
者
等
よ
り
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
、
透
明
性
･
客
観

性
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
き
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、

整
備
計
画
の
規
模
に
一
定
の
限
度
を
設
け
、
さ
ら
に
全
国

プ
ー
ル
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
国
幹
道
に
並
行
す
る
一

般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
に
よ
る
代
替
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
従
来
の
国
幹
審
と
は
異
な
る

様
々
な
工
夫
や
新
し
い
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
た
。

国
幹
審
の
場
に
お
い
て
は
新
た
な
整
備
計
画
を
編
入
し

た
場
合
の
料
金
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
審
議
を
行
っ
た
が
、
特
に
、
様
々
な
工
夫
･
努
力
を
行

い
近
年
の
低
い
金
利
や
物
価
の
安
定
を
前
提
と
し
、
基
本

的
に
は
料
金
を
上
げ
な
い
で
プ
ー
ル
全
体
の
採
算
性
を
確

保
す
る
試
算
を
う
ち
だ
し
た
。

六

お
わ
り
に

高
速
自
動
車
国
道
事
業
の
平
成
九
年
度
政
府
予
算
は
、

事
業
費
一
兆
六
、
八
九
七
億
円
、
政
府
出
資
金
等
国
費
の

大
幅
増
額
と
、
さ
ら
に
資
金
コ
ス
ト
三
%
路
線
に
日
本
海

沿
岸
東
北
自
動
車
道
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
追
加
が
決

定
さ
れ
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
最
終
年
度
と

し
て
、
計
画
的
な
事
業
進
捗
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　

高
速
自
動
車
国
道
は
、
人
や
物
の
輸
送
の
大
動
脈
と
し

2

て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
我
が
国
の
産
業
経

2

済
及
び
国
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
社
会
資
本

9セ

で
あ
り
、
国
民
各
層
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
断

そ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

有
料
道
路
と
し
て
整
備
を
早
急
に
推
進
し
て
い
く
上
で
、

長
期
的
な
採
算
性
は
、
将
来
に
亘
っ
て
必
ず
し
も
楽
観
は

許
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。
今
後
と
も
合
理
化
に
関
す
る

事
業
総
点
検
等
に
基
づ
き
、
よ
り
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識

を
念
頭
に
お
い
た
経
営
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
･

公
的
助
成
の
拡
充
を
行
い
、
適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
で
、

採
算
性
を
確
保
し
つ
つ
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
を
進

め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に
は
、

設
計
協
議
、
用
地
買
収
、
文
化
財
調
査
等
の
支
援
･
協
力

と
地
域
住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
積
極
的
か
つ
重
点
的
な
整
備
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐
)



高規格幹線道路網図

高速自動草国道の開通予定区間

　　 　 　　 　 　　
長万部~虻田洞爺湖槌.3km

東 北 横 断 自 動 車 道
北上 西 ~ 湯 田 21.6km

東 北 横 断 自 動 車 道
秋田南 ~ 秋田北 16.御

東 北 横 断 目.動 車 道
村田JCT~笹谷 (4車線化) 17-5細

東 北 横 断 自 動 車 道
期 日 ~ 酒 田 31.3km

凡 例
高速自動車国道
薑幸当 供 用 区 間
ニニニ 整備計画区間
Do。oo 基本計画区間
ニニニ== 予定路線区間

巨ニヨ 供 用 区 間
こニコ 事 業 区 間
こ:=コ 計 画 区 間

淺鞭 供 用 区 間
言望難 事 業 区 間

東 海 北 陸 自 動 車 道
北 陸 自 動 車 道
新潟東~ 新潟亀田 6‐0細部上八幡 ~ 白鳥 16.6km

る
＼

東 北 横 断 自 動 車 道
西会 津 ~ 愛川 22.4km

近 畿 自 動 車 道
舞曲西 ~ 製紙東 9.8km

四 国 縦 貫 自 動 車 道
脇 町 ~ 拠 罵 11.5km 山 陽 自 動 車 道

九 州 縦 貫 自 動 車 道
三木小野~山陽姫路東 21 5km

鳥栖JCT~久留米 (6車線化) 93撫

蘭 越 自 動 車 道
信州中野 ~ 中部 38.0細

名 神 高 速 道 路
京都南~吹田 (6車線化) " .4km

九 州 横 断 自 動 車 道
東そのき~趨野 (4車娘化) 9.1km

第 二 東 海 自 動 車 道
名 四 葉 ~ 東 海 5.1km

九 州 縦 貫 自 動 車 道 四 国 横 断 自 動 車 道 ‐ 山 陽 自 動 車 道 東 海 北 陸 自 動 車 道
八代~人吉 (4車椴化) “.ーkm 南 国 ~ 伊 野 17.9km 三木 J C T ~ 木見 9.6km 尾西~ 一宮木曽川 3、8km



(k m )
国土開発幹線自動車道整備の経緯

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 元 3 5 7 &定)
(年度末)

初供用 S 38,7.16
t oookm 共用 S 48. 9,6
2,oo ok m 共用 S 5 1.12.19
3,o oo k m 共用 S 57,3 .30
4,o oo k m 共用 S 62.10.8
5,ooo k m 共用 H 3,12,7
6,oook m 共用 H 8.11 14 関越自動車道小諸~更埴JCT等

道行セ 97.2 2 7



き
き淺
讓
沁特
集
/
平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
緘
さ遮
巽
※
淺
さき

有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

増

田

博
行

2

一
般
有
料
道
路
の
建
設

前
年
度
に
引
き
続
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
環
を
形

成
す
る
道
路
、
大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
、
渋
滞
対

策
と
し
て
の
道
路
、
地
方
都
市
の
バ
イ
パ
ス
等
五
〇
路
線

の
建
設
を
推
進
し
、
う
ち

｢伊
勢
湾
岸
道
路
｣
等
一
六
道

路
一
三
ニ
･
六
m
を
供
用
し
、
｢神
戸
西
バ
イ
パ
ス
｣
(五
･

六
畑
)
の
明
石
海
峡
大
橋
に
あ
わ
せ
た
完
成
を
図
る

(表

3
)0ま

た
、
新
規
路
線
と
し
て

｢今
治
小
松
自
動
車
道

(今

治
小
松
道
路
)｣
(
一
三
･
0
如
)
の
建
設
に
着
手
す
る
(表

4
)
0

銘

さ
ら
に
、
日
本
道
路
公
団
と
東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会

セ行

社
と
の
間
で
建
設
協
定
を
締
結
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い

道

る
｢東
京
湾
横
断
道
路
｣
(
一
五
･
一
如
)を
供
用
さ
せ
る
。

8つ
ム

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
有
料
道
路
建

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の

借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
極
め
て
少
な
い
国
費
で
事
業
を
推
進
で
き
る
と

い
う
特
色
が
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で

は
、
有
料
道
路
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と

な

っ
て
い
る
。

平
成
九
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
額
は
、
五
箇
年
計
画

対
象
事
業
費
で
、
三
兆
三
、
八
三
三
億
円
で
あ
り
、
有
料

道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め
る
割
合
は
、
四

0
%
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)
。

あ
わ
せ
て
、
有
料
道
路
事
業
の
事
業
基
盤
の
強
化
を
図

る
た
め
、
各
公
団
等
に
お
け
る
よ
り
徹
底
し
た
建
設
･
管

理
費
の
節
減
等
事
業
の
一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
償
還
期
間
の
見
直
し
等
と
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
助
成
措
置
の
拡
充
を
図
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

日
本
道
路
公
団

1

概

要

平
成
九
年
度
予
算
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
五
兆

三
、
二
八
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
八
倍
)
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆
五
、九
九
九
億
円
(対

前
年
度
比
一
･
一
八
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
七
、
二
八
六

億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
±
ニ
倍
)
と
な
っ
て
い
る

(表

2
)0



表 1 平成 9年度道路関係予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
9 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率(A )/ (B )

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路 5,019 ,901 2 ,994,798 5,017,245 2 ,986,734 1･00 1.00

有 料 道 路
月 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等
(N T T - A 型事業)

道 路 開 発 資 金

3,383 ,340

1,892 ,360

36上727

323,348

313,331

124,767

342 ,219

( 227,562)

82 ,928

535,828

253 ,861

37 ,998

41,548

43 ,377

0

117,545

( 91,864)

41,499

3 ,400,303

上916,025

447,822

291,542

271,770

149 ,973

298 ,371

( 208 ,573)

l02 ,850

471,516

212,933

40,666

18,971

36 ,604

0

110,892

( 90,653)

51,450

1･00

0 ,99

0 .8l

1･11

1.15

0 .83

1 1 5

(1.09)

0.81

l 1 4

1.19

0 .93

2 .19

1 .19

1.06

(1.01)

0 ,81

道 路 整 備 計 8 ,403 2 41 3 ,530 ,626 8 ,417 ,548 3,458,250 1.00 L 02

〔再 掲〕
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2 ,803 ,842

320 4 51

811,341

193 ,680

2 ,690 ,418

194,398

709 ,403

123 ,581

1,04

1.65

1.14

1.57

(注) 1.有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T - A 型事業) を含む。
2.道路開発資金の事業費には、東京湾横断道路株式会社等への融資予定額 9年度57,340百万円、前年度78,050
百万円を含む。

3.地方道路公社等は、 地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。
4.再掲の高規格幹線道路の計数は、 当該道路にかかる額を一括計上している。
5.再掲の地域高規格道路の計数は、 一般道路にかかる額を計上している。
6.この他に街並み ･まちづく 嫌総合支援事業 (建設省全体で事業費402億円、 国費136億円) がある。

表 2 平成 9年度日本道路公団予算総括表 (高速 ･一般別) (単位 :百万円)

区 分
9 年 度 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率(A ) / (B )

高 速 一 般 計 高 速 - 般 計 高速 ー般 計

(事 業 計 画)
建 設 費
(うち社会資本
整備事業費)
維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息

小 計
業務管理費等
業務外支出等

1,174 ,360

( 6 ,360)

353,660

5,783

155,867

1,689 ,670

254,688

2 ,655 ,510

113,000

( 0)

41,360

1,080

47 ,250

202,690

48,463

477,430

1,287,360

( 6,360)

395,020

6 ,863

203 ,117

1,892 ,360

303 ,151

3,132,940

1話40,200

( 6 ,200)

347 ,450

5 ,068

168 ,009

1 ,666 ,727

243 ,098

2 ,009,437

165,300

( 0)

37 ,850

990

51,158

255,298

45,696

293 ,741

1,305 ,500

( 6,200)

385 ,300

6,058

219,167

上916,025

288,794

2 ,303,178

1.03

(1.03)

1 .02

1,14

0 .93

1.02

1.05

1,32

RU

、′

QJ
QJ
ソ̂O
Gゾ
ハb
Q]

6

一

〇

〇

9

7

0

β

nY

/、

1ム
ー上

Û

Û
14
1上

0.99

(1.03)

1.03

l.l3

0 .93

0 .99

1.05

1,36

合 計 4,599,868 728 ,583 5,328 ,451 3 ,913,262 594 ,735 4 ,507,997 l,18 1.23 1.18

(資 金 計 画)
政府出資金等
社会資本整備
事 業 収 入

政府借入金
開発者負担金

財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金

業 務 収 入 等

245,600

6,360

3,339

3,021

1,774,900

113,400

85,900

407,000

1,966 ,708

4 ,922

0

0

0

415,100

15 ,600

9 ,100

43 ,000

240,861

250 ,522

6 ,360

3 ,339

3 ,021

2,190 ,000

129 ,000

95,000

450 ,00O

2 ,207 ,569

206,655

6 ,200

3 ,255

2 ,945

1,586 ,000

80 ,600

78 ,900

132 ,700

1,822 ,207

3 ,023

0

0

0

340 ,000

19 ,400

11,100

12 ,400

208 ,812

209 ,678

6 ,200

3 ,255

2 ,945

1,926,000

100,000

90 ,000

145 ,100

2 ,03L O19

1.19

1.03

1 .03

1.03

1.12

1.41

1,09

3 .07

1.08

1.63

1.22

0.80

0,82

3 .47

1,15

1,19

1,03

1.03

1.03

1.14

1,29

L 06

3 .10

1.09

合 計 4 ,599,868 728 ,583 5,328 ,451 3 ,913 ,262 594,735 4 ,507,997 1.18 1,23 1,18

(注) 社会資本整備事業収入中の政府借入金は、 N T T - A 型資金である。
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3 繕設
費
等
と
し
て
二
、
0
二
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
七

一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
、
大
型
車
の
多
い
道
路
等
の

　 　

　の し

莞 て
し、
る

表 3 平成 9年度日本道路公団一般有料道路完成予定路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(km)

深川留萌自動車道

(深川i沼田道路)
一般国道233号

北海道深川市音江町字向陽

~ 北海道深川市深川町字芽生
4.6

H 高自動車道

(苫東道路)
一般国道235号

北海道苫小牧市植苗
~ 北海道苫小牧市沼の端

4.O

三陸縦貫自動車道

(矢本石巻道路)
一般国道45号

宮城県桃生郡鳴瀬町川下

~ 宮城県石巻市蛇田
12.4

秋田外環状道路 一般国道 7号
秋田県秋田市上新城道川

~ 秋田県南秋田郡昭和町大久保
9.5

米沢南陽道路 一般国道13号
山形県米沢市窪田町

~ 山形県東置賜郡高畠町大字深沼
8.8

湯沢横手道路 一般国道13号
秋田県湯沢市沖鶴

~ 秋田県平鹿郡十文字町梨木羽場
7･7

千葉東金道路(二期) 一般国道126号
千葉県山武郡横芝町遠山

~ 千葉県東金市山田
16.1

東京湾横断道路 一般国道409号
神奈川県川崎市川崎区浮島町地先

~千葉県木更津市中島
15 .1

東京湾横断道路連絡道 一般国道409号
千葉県木更津市中島

~ 千葉県袖ヶ浦市村l納
3,9

伊勢湾岸道路 一般国道302号
愛知県東海市新宝町

~ 愛知県名古屋市港区金城ふ頭一丁目
4,1

中部縦貫自動車道

(安房峠道路)
一般国道158号

岐阜県吉城郡上宝村大字平湯

~ 長野県南安曇郡安曇村中 希易
5.7

米子道路 一般国道 9号
鳥取県西伯郡大山町安原

~ 鳥取県米子市尾高
5.2

安来道路 一般国道 9号
鳥取県米子市陰田町

~ 鳥取県安来市佐久保町
6.6

高松束道路 一般国道11号
香川県大川郡津田町鶴羽

~ 香川県木田郡三木町井上
13.3

西九州自動車道
gを世保道路)

一般国道497号
長崎県f整世保市干尽町

~ 長崎県佐世保市大塔町
4.9

南九州西回り自動車道

(八代H 奈久道路)
一般国道 3号

熊本県八代市東方町

~ 熊本県八代市平山新町
6,6

南九州西回り自動車道

(鹿児島道路)
一般国道 3号

鹿児島県 H置郡伊集院町下谷口

~ 鹿児島県鹿児島市田上八丁目
10,2

神戸西バイパス 一般国道 2号
兵庫県神戸市垂水区名谷町

~ 兵庫県神戸市西区伊川谷伊吹
5.6

わ
だ
ち
掘
れ
等
の
対
策
と
し
て
舗
装
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
、

橋
梁
床
版
等
の
補
強
対
策
、
防
護
柵
等
の
整
備
、
道
路
情

報
提
供
施
設
の
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
震
災
対
策

緊
急
橋
梁
補
強
事
業
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度
に
概
成
を

ま
た
、
救
急
体
制
の
強
化
並
び
に
維
持
管
理
の
充
実
を

行
い
、
道
路
管
理
の
強
化
を
図
る
。

図 緊 艮 橋 わ
る 急 提 梁 だ
0 橋 供 床 ち

表 4 平成 9年度日本道路公団一般有料道路新規着手路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長 (km)

今治小松自動車道

(今治小松道路)
一般国道196号

愛媛県今治市長沢

~ 愛媛県周桑郡小松町妙ロ
13.O

3 0 道行セ 97.2



二

首
都
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線

第
一
二
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。
特
に
、

①

都
心
部
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
板
橋
足
立

線
･中
央
環
状
新
宿
線

②

東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速
湾
岸
線

(五
期
)

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る
高
速

大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線

の
整
備
に
努
め
る
。

ま
た
、

④

東
京
湾
横
断
道
路
と
連
結
し
、
京
浜
地
域
と
房
総

地
域
を
結
ぶ
高
速
川
崎
縦
貫
線
の
浮
島
J
C
T
及
び

浮
島
出
入
ロ
を
完
成
し
、
開
通
を
図
る
。

⑤

埼
玉
県
中
枢
都
市
と
東
京
都
心
部
を
結
び
、
新
大

宮
バ
イ
パ
ス
等
の
混
雑
緩
和
を
図
る
高
速
大
宮
線
の

一
部
区
間

(美
女
木
-
円
阿
弥
八
･
0
虹
)
の
完
成

を
図
り
、
平
成
一
○
年
度
早
期
の
開
通
を
目
指
す
。

⑥

高
速
道
路
の
よ
り
一
層
の
安
全
を
図
る
た
め
、
震

災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
、
支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震

性
向
上
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

地
盤
流
動
対
策
に
つ
い
て
も
着
手
す
る
。
こ
の
う
ち

震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度

に
概
成
を
図
る
。

⑦

道
路
交
通
騒
音
低
減
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
環
境
施
設
帯
等
の
設

置
を
推
進
す
る
。

⑧

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
出
口
等
の
増
設
、

滋

車
線
拡
幅
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
改
良
等
を
継
続
実

2

施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
有
明
J
C
T
付
近
改
良

9

に
着
手
す
る
o

踰

⑨

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
所
要
時

間
情
報
提
供
等
の
交
通
管
制
施
設
等
の
改
善
･
充
実

を
継
続
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成
八
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
る
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム

(V
I
C
S
)
に
つ
い
て
は
情
報
提
供
端
末
装
置

(ビ
ー
コ
ン
)
の
増
設
を
完
了
し
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事

業
費
等
と
し
て
三
、
六
一
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八

一
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
5
)。

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
大
阪
池
田
線

(延
伸
部
)
等

一
八
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。
特
に
、

①

明
石
海
峡
大
橋
関
連
事
業
に
最
重
点
を
お
い
て
、

関
連
路
線

(湾
岸
線

(七
期
)、
北
神
戸
線
等
)

表 5 首都高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分 籤
"

〕̂“
/･

度
)

年
B

前
(

率
助/

/

借
問

等
費
費
金
費
費
息

等
計

費

費
業
業
旦

薬
事
事
主

審

事
祚
應
分

妾
利

匡

)
設
翫
嬉
各
墜
修

理

画
建
増
紀
屏
至
衡

等

言
路
弱
端
街

ゑ

設

待

業
道
資
道
巨

持

事

速

会

速

遵

月、
業

(
高
社
高
関
調
維
建

事

伽
…
177
600

214

860

176

727

927

94

30

04

1

1

48

税

61

42

900

纐
075

加
須
751

321

822

撹

142

44

132

2

1

館

"
“
333

“
秘
拗
ね
卸

02

05

組

総

･

･

.

･

･

.

･

･

･

=̂〕
n̂V
nU
ハU
14
1具
1上
ハV
1上

合 計

鰊繊 邸
000

…
⑭
*
郷
那
200
500

500

458

脚
%
お
25

乾
物

00

25

第
“

200

100

則
132

縣
弼
鱒
脚
000
404

46

犯
器
節
耳

“

14

6

6

73

能
僻
鵤
翹

74

74

%
18

25

01

鰊毅 邸

社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金
地方公共団体借入金

府

体

入

金

金

金

借

金

等

②

第
二
環
状
線
を
形
成
す
る
淀
川
左
岸
線
.
大
和
川

　　
　
　

　　
　
　

方
蘇
府
於
投

間
務

合

ま
た
･

政

地

会

政

地

財
緑
民
業

③

高
速
道
路
の
よ
り
一
層
の
安
全
を
因
る
た
め
、
霞



災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
、
支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震

一
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
6
)。

事
等
を
継
続
し
完
成
を
図
る
。
さ
ら
に
、
関
連
区
間
全
体

性
向
上
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

の
道
路
照
明
等
の
交
通
管
理
設
備
工
事
、
舗
装
工
事
等
を

表 6 阪神高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分
度
)

年
毯

度
)

年
B

前
(

率

助ノ
ノ

倍

斌

費
費
資
金
費
費
息

等
-扇

費

嚢

弛
繕
利
露

蹴鵜鯛
逓
籟

(

高

社

高

関

調

維

建

業

00

94

M

偽
第
視

鋸
第
“

106

6

142

30

36

323

394

500

僻
975

60
臨
戦
613

542

瀦

鯲
1
73

26

51

291

270

忍

危
難
硴
卸
聡

れ

虹

鱒

合 計

啼鰤 脇
金

府

体

入

金

金

金

債

金

等

局
淑
入
似

岡
資

鱗
借
増

故
檄

計

方
鮴
府
矮
投

間
務

金資

政
地

会

政

地

(
出

社

財

緑

民

業

800

400

劉
郡
粥
粥
畑
…
⑧
681

78

39

39

4

2

2

15

33

9

76

細
則
400

142

571

571
即
100

…
鵺

笂
邱
既
1

鰍
硯
a

粥

畝

韓

国

齢

死

花

14

鮪
の
れ

合 計

銘鞠 脇

地
盤
流
動
対
策
に
つ
い
て
も
着
手
す
る
。
こ
の
う
ち

震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度

に
概
成
を
図
る
。

④

沿
道
地
域
に
対
す
る
道
路
環
境
対
策
の
一
層
の
改

善
を
図
る
た
め
、
緊
急
環
境
対
策

(新
型
遮
音
壁
及

び
高
遮
音
壁
、裏
面
吸
音
板
、環
境
施
設
帯
の
設
置
)

等
を
継
続
実
施
す
る
。

⑤

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
情
報
提

供
施
設
整
備
及
び
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
設
置
等
を
継

続
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事

業
費
等
と
し
て
三
、
一
ニ
ニ
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一

表 7 本州四国連絡橋公団 (単位 ;百万円)

区 分

度年
毯

度年
侶

前 率
侶/

倍
毯

全 体
分

ち

路

う

道
全 体

分

ち

路

う

道
全 体

分

ち

路

う

道

費
費
費
等

等
等

)

理
息

計

費

出

画計
設
査
管
利

鰹

業

特

設

小

務

務

事(
建

調

維

建

業
業

籍
臨
端
曲
‐
697
592

20

1

9

1

48

儀
靭
隣
競
蜘
348

似

凝

8
襲
細
野
瀬

077

609

鴉
戦
‐
印
税

201

8

62

20

356

04

59

29

83

"

“

51

201

7

62

加
盟
284

44
ハU
QU
14
一
TL
AU

n"U
nラ
リム
にじ

QJ
ろくJ

TL
ハU
1▲
1上

ハU
14

月性
Û
ワ‘
1驫
に〉
八U
召せ

nV
QJ
1上
ヒリ
ー上
。ラ
ハリ

ー上
〔U
TIム
ー上
14
ハU
1上

計 818
,
213

砺鰄彫 鯵 燃
金

府

体

金

金

金

債

金

等

画)

団

資
ヒ

ヘ

ヘ

｣

共
｣
蓬
資
:
ツ
ノ

言
資

公
助
醇

故

借

収

方

澗
投

昂
努

資

政
地

路

罷
矛

金(
出

補

道

財

緑

民

業

饑
翔
㈱
28

220

700

400

即
299

65

43

れ

309

260

17

165

066

377

689

‐
220
伽
畑
脚
瀰

鯨
獲
れ

鰡
加
謠
睨

卸
卸
30

3

25

卸

80

00

館

54

36

18

1

251

202

10

130

郷
鰍
靴
‐
250
200

800

000

419

54

部
路

1

51

02

10

55

的

ゆ

ゆ

潴
聡

器
28

万
"

19

19

19

‐
粥

器

28

75

04

計 818
,
213

移鰄鞠 燧 燃

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
春
の

完
成
を
図
る
。

明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間
の
海
峡
部
に
つ
い
て
は
、
明

石
海
峡
大
橋
の
補
剛
桁
工
事
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
上
屋
工
事
、

ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
等
を
継
続
し
完
成
を
図
る
。
ま
た
、

陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
西
神
地
区
工
事
、
神
戸
側
の
ト
ン

ネ
ル
･
高
架
橋
工
事
、
淡
路
島
内
の
土
工
工
事
･
橋
梁
工

の
道
路
照
明
等
の
交
通
管
理
設
備
工
事
、
舗
装
工
事
等
を

完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
造
園
･
標
識
工
事
等
を
実
施
す

る
%大

鳴
門
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
暫
定
二
車
線
で
供

用
し
て
い
る
区
間
の
四
車
線
化
の
た
め
の
橋
梁
工
事
、
交

通
管
理
施
設
工
事
、
舗
装
工
事
等
を
継
続
し
完
成
さ
せ
る
。

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
尾
道
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て

は
、
新
尾
道
大
橋
上
･
下
部
工
工
事
及
び
陸
上
部
の
土
工

工
事
･
橋
梁
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理
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多
々
羅
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
多
々
羅
大
橋
の

上
部
工
工
事
及
び
陸
上
部
の
土
工
工
事
･
橋
梁
工
事
等
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理
施
設
工
事
、
舗
装
工
事

等
に
着
手
す
る
。

来
島
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
来
島
大
橋
の
ケ
ー

ブ
ル
工
事
、
補
剛
桁
工
事
及
び
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
上
屋
工
事

並
び
に
陸
上
部
の
土
工
工
事
･
橋
梁
上
部
工
工
事
等
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
来
島
大
橋
の
ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
、

交
通
管
理
施
設
工
事
、
舗
装
工
事
等
に
着
手
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
費
と
し
て
二
、

施
設
工
事
等
に
着
手
す
る
。

生
ロ
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
陸
上
部
の
土
工
工

事
･
橋
梁
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理
施
設

工
事
、
舗
装
工
事
等
に
着
手
し
、
平
成
一
〇
年
春
の
完
成

交 続 並 ブ 等 継 上 を 工 事
こ 通 す び ル 来 に 続 部 多 図 事 ･ 生

管 る に 工 島 着 す 工 々 る 、 橋 口
ら 理 と 陸 事 大 手 る 工 羅 o 青 泳

。

表 8 東京湾横断道路株式会社

区 分
9 年度

(A )

前年度
(B )

倍 率
(A)/ (B)

(事業計画)
建 設 費
建 設 利 息

小 計
その他経費等

104,695

20 ,072

124 ,767

9 ,501

114,028

35,945

149,973

12,351

0 ,92

0 .56

0 .83

0 ･77

合 計 134 ,268 162,324 0 ,83

(資金計画)
道路開発資金

財 投 資 金
外 債
民間借入金等

57 4 20

21,700

2九400

34 ,048

76,800

51,400

19,400

14 ,724

0 .74

0 4 2

1.10

2.31

合 計 134 ,268 162 ,324 0 ,83

四

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

平
成
九
年
度
内
の
供
用
に
向
け
、
ト
ン
ネ
ル
部
の
二
次

覆
工
、
舗
装
及
び
内
装
板
の
施
工
、
川
崎
人
工
島
等
の
換

気
塔
、
木
更
津
人
工
島
の
休
憩
施
設
等
を
完
成
さ
せ
る
。

四 る

表
7

○
九
四
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
四
倍
)
を
計
上
し
て

表 9 有料道路融資事業予算 (単位 :百万円)

平成 9年度 (A ) 平成 8年度 (B ) 倍率(A ) / (B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

342 ,219 117 ,545 298 ,371 110 ,892 1,15 1.06

表10 平成 9年度一般有料道路新規着手事業

地
方
道
路
公
社
等
が
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
、
一般

会
社
の
平
成
九
年
度
に
お
け
る
建
設
費
と
し
て
一
、
0

四
七
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
二
倍
)
を
計
上
し
て
い

1
五 ゑ四

概
有

表 億

要 W"
↓ 円

五

有
料
道
路
融
資
事
業

道 路 名 事業主体 ･路 線 名 区 間 延長(km)

高岡砺波道路 2期

(能越自動車道)
富山県(公) (国)470号

富山県高岡市池田~

富山県西礪波郡福岡町
6.8

磐梯吾妻有料道路
(不動沢橋)

福島県(公)
(主)福島吾妻

裏磐梯線
福島県福島市町庭坂
字神ノ森地内

0 .5

狭山環状有料道路
(延伸)

埼玉県(公) (県)堀兼根岸線
埼玉県狭山市大字入間川 ~

埼玉県狭山市大字柏原
0,4

長良川右岸有料道路
岐阜県(公) (主)岐阜美濃線

岐阜県岐阜市古滓~
岐阜県岐阜市加野

1 .3

*
南阪奈有料道路 大阪府(公) (主)美原太子線

大阪府美原町丹上~

大阪府羽曳野市蔵之内
4.7

*
安芸灘大橋有料道路 広島県(公) (主)下蒲刈川尻線

広島県安芸郡下蒲刈町~

広島県豊田郡川尻町
2.9

*
山ロ宇部有料道路
(拡幅)

山ロ県(公) (主)山□宇部線
山ロ県山ロ市江崎 ~

山口県宇部市東岐波
7.6

N T T - A 型事業
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表= 平成 9年度一般有料道路完成予定路線

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 延長(km)

修善寺道路 2期

(伊豆縦貫自動車道)
静岡県(公) (国)136号

静岡県田方郡修善寺町~

静岡県田方郡大仁町
2,6

田鶴浜道路

(能越自動車道)
石川県(公) (国)470号

石川県羽咋郡志賀町 ~

石川県鹿島郡田鶴浜町
4.8

綾部宮津道路
(京都縦貫自動車道)

京都府(公) (国)478号
京都府舞鶴市地頭~

京都府綾部市七百石町
12.1

* ※
福岡前原道路 2期
(西九州自動車道)

福岡県(公) (国)497号
福岡市西区拾六町字高崎 ~

福岡市西区大字飯氏
4.6

六中北有料道路

(拡幅)
神戸市(公) (主)灘三田線

神戸市北区有野町~

神戸市北区八多町吉尾
3.6

西海パールライン 長崎県(公) (国)202号
佐世保市江上町釜~

佐世保市針尾東町高畑
2.2

雁坂トンネル
有料道路 山梨県(公) (国)140号

埼玉県秩父郡大滝村~

山梨県東山梨郡三富村
6.8

水海道有料道路 茨城県(公) (国)354号
水海道市豊岡~

水海道市小山戸
2,7

東金九十九里
有料道路

千葉県(公) (主)東金豊海線
千葉県東金市合方~

千葉県山武郡九十九里町
10 ･0

*
清里高原有料道路 山梨県(公)

(主)須玉八ヶ岳

公園線
山梨県北巨摩郡大泉村~

山梨県北巨摩郡高根町
31

米良有料道路(拡幅) 大分県(公) (主)中判田下部線
大分県大字片島~

大分市大字羽田
2,O

指宿有料道路 3期

(拡幅)
鹿児島県(公)

(主)指宿鹿児島

インター線

鹿児島市山田町 ~

鹿児島市田上町
3,3

有
料
道
路
及
び
駐
車
場
に
つ
い
て
は

事
、

用

金
貸
付
金
制
度

(無
利
子
貸
付
制
度
)
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
N
T
T
-
A
型
資
金
を
活
用
し
て
、
有
料
道
路
と

こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
公
共
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す

る
総
合
有
料
道
路
事
業
な
ど
に
よ
り
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
九
年
度
の
有
料
道
路
融
資
事
業
の
予
算
額
は
、
事

有
料

　
　
業
費
三
、
四
二
二
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
五
倍
)
で

あ
る

(表
9
)
。

る 2 あ
ー る

2

一
般
有
料
道
路
･
駐
車
場

一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域
高
規
格
道
路
で
あ

る
播
但
連
絡
道

(兵
庫
県
道
路
公
社
)
等
継
続
二
六
路
線

* : N T T - A 型事業、 ※ :一部区間の暫定供用

表12 平成 9年度有料道路融資事業 (駐車場) 新規着手事業

道 路 名 事業主体 路 線 名 事 業 箇 所 台 数

岐阜駅西駐車場 岐阜市 (市)橋本町 2丁目線 岐阜県岐阜市橋本町 2丁目 641台

*
山形駅西ロ公共
駐車場

山形県(公) (市)城南50号線 山形県山形市城南 1丁目 350台

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
能
越
自
動
車
道

高
岡
砺
波
道
路
二
期

(富
山
県
道
路
公
社
)
等
七
路
線
の

整
備
に
着
手
し
、
こ
の
う
ち
京
都
縦
貫
自
動
車
道
綾
部
宮

津
道
路

(京
都
府
道
路
公
社
)
等
三
一路
線
の
完
成
を
図

* : N T T - A 型事業 る 津 整 高 の

表13 平成 9年度有料道路融資事業 (駐車場) 完成予定箇所
駐 ( 道 備 岡 整
車 表 路 に 礪 備
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、郡
山
駅
西
ロ
駐
車
場
(郡
山
市
)

道 路 名 事業主体 路 線 名 事 業 箇 所 台 数

土浦駅西ロ駐車場 土浦市
(市)桜町 1丁目13

号線
茨城県土浦市有明町3363‐3 467台

城社第二地下駐車場 高崎市 (市)A 846号線 群馬県高崎市高松町 391台

松本市営中央西
駐車場

松本市 (市)2805号線 長野県松本市中央 2丁目 206台

勝川駅前地下駐車場 春日井市 (市)120号味美線
愛知県春日井市松新町 1丁目 ･

6 丁目
221台

浜大津公共駐車場 大津市 (市)中3301号線 滋賀県大津市浜大津 1丁目 247台

*
大倉山駐車場 神戸市(公) (市)長田楠日尾線 兵庫県神戸市中央区楠町 4丁目 279台

10 ( 着
･ 京 手
11 都 し

* : N T T - A 型事業
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等
継
続
一
八
箇
所
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
岐
阜
駅
西
駐
車
場

(岐
阜
市
)
等
二
箇
所
の
整
備
に
着

手
し
、
こ
の
う
ち
、
土
浦
駅
西
ロ
駐
車
場

(土
浦
市
)
等

六
箇
所
の
完
成
を
図
る

(表
酸
･
博
)。

表14 平成 9年度指定都市高速道路新規着手事業

道 路 名 事業主体 区 間 延長(回

名古屋高速 3 号

(南部区間)
名古屋高速

道路公社
名古屋市中川区山王 3 丁目

~愛知県東海市新宝町 鈎
福岡高速4号線
(延伸)

福岡北九州
高速道路公社

福岡県粕屋郡粕屋町大字戸原

~福岡市東区大字蒲田 蜷
北九州高速 1 号線

(延伸) 社

州

公

九

路
北
道

岡

速
福
高

目

目

丁

丁

野

町

長

北離
鮴

倉小

南
怖
倉

第

ノ
軌
~ 粥

安芸府中道路

(延伸) 鵡総
俄

鵜
紐 木

~
一馬
▼

繃
彪

駆
麟

鰤
菰

広
加

*
広島西風新都線 藤謎

俄
鵜
紐 町田

~
沼

町
区

広
南

国
難市謎EEF

鵜
広 笏

N T T - A 型事業

3

指
定
都
市
高
速
道
路

の

名
古
屋
高
速
道
路

名
古
屋
高
速
一
号
等
継
続
五
路
線
の
事
業
及
び
震
災
対

策
緊
急
補
強
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
高
速

三
号
(南
部
区
間
)
延
長
三
一如
の
整
備
に
着
手
す
る
(表

国
)
。の

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
道
路
は
、
福
岡
高
速
一
号
等
継
続
三
路
線
の

事
業
を
推
進
し
、
新
た
に
高
速
四
号
延
伸

(戸
原
-
福
岡

I
C
)

-
･
九
如
の
整
備
に
着
手
す
る
。
ま
た
、
北
九
州

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
高
速
一
号
延
伸

(横
代

-
長
野
)
一
･
五
畑
の
整
備
に
着
手
す
る
。
さ
ら
に
、
両

道
路
の
震
災
対
策
緊
急
補
強
事
業
を
推
進
す
る
。

③

広
島
高
速
道
路

(新
規
)

平
成
九
年
度
よ
り
、
新
た
に
広
島
高
速
道
路
と
し
て
、

安
芸
府
中
道
路
延
伸

(広
島
東
I
C
-
馬
木
)
二
如
及
び

広
島
西
風
新
都
線
四
･
九
如
の
整
備
に
着
手
す
る
。

(道
路
局
有
料
道
路
課
課
長
補
佐
)

ば
、
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表 1 地方道の整備状況(平成 7年 4月現在) (km)

実 延長
改 良 済 舗 装 済

延 長 % 延 長 %

都道府県道

市町村道

125,512

957,792

74 ,967

134 ,421

(457,658)

59 .7

14 .O

(47 .8)

64,991

152,529

(664 ,719)

51.8

15.9

(69.4)

国 道 53,327 46 ,601 87.4 46,230 86 .7

(注) L 改良済延長は幅員5.5m 以上の延長。
2 ,市町村道の ( ) 書きは一車線改良及び簡易舗装を含んだ

延長と比率である。

表 2 平成 9年度地方道事業費 (単位 :億円)

建設省 仲 率 北海道 伸 率 沖 縄 仲 率

地方道l聡襄
4 ,370

8 ,459

0,97

0.97

746

1,326

0 .94

0 .95

419

513

0 .99

0 .99

地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

瀦
鬘
癩
特
集
/
平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
鷲
壤
藁
壤
絲孃
蝋を

福 尾
井 藤

孝 勇
※ ※

離 島 伸 率 奄 美 仲 率 合 計 仲 率

地方道I聡穣
275

484

1.02

L O1

85

136

1.03

L 03

5 ,894

10 ,917

0.97

0,97

(注げ也方道路整備臨時交付金を含む。
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一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
方
知
、
市
町

村
道
約
九
六
万
如
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
表

ー
の
と
お
り
ま
だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期

待
と
要
望
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
平
成
九
年
度
は
、
広
域

的
な
生
活
圏
の
形
成
に
必
要
な
都
道
府
県
道
及
び
日
常
生

活
の
基
盤
と
な
る
市
町
村
道
の
整
備
に
要
す
る
事
業
費
を

表
2
の
と
お
り
計
上
し
て
い
る
。

一
一
地
方
道
の
整
備
方
針

都
道
府
県
道
及
び
幹
線
的
な
市
町
村
道
は
、
高
速
自
動



車
国
道
や
一
般
国
道
等
を
補
完
し
て
地
方
の
幹
線
道
路
網

の
一
部
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
各
種
地
域
振
興
施
策
の

推
進
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
う
え
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
改
良

率
は
都
道
府
県
道
で
六
0
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一

四
%

(
一
車
線
改
良
含
み
四
八
%
)
と
、
質
的
な
面
で
大

幅
に
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早
急
な

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

重
点
的
~な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

地
方
道
補
助
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
上
位
道
路

の
計
画
と
の
整
合
や
、
地
域
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の

連
携
を
と
っ
た
重
点
的
な
事
業
執
行
に
よ
り
早
期
に
整
備

効
果
を
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
昨
今
の

｢国
と
地
方
｣
の
議
論
の
中
で
国
と
地
方

の
明
確
な
役
割
分
担
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

と
し
て
の
支
援
の
観
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
次
の
四

つ
の
観
点
を
中
心
に
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て

重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

[地
方
道
整
備
の
観
点
]

①

広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

地
域
高
規
格
道
路
等
の
地
域
間
を
連
絡
す
る
広
域

的
な
幹
線
道
路
や
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
･
空
港
･
港
湾
等
の
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
や
、
都
市
の
主
要
な
放
射
環
状
道
路
等
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
資
す
る
道
路
整
備

②

特
別
立
法
等
の
法
律
に
よ
る
地
域
の
支
援

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
、
半
島

振
興
法
、
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
等
の
特
別

立
法
や
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
法
、
総
合
保
養

地
域
整
備
法
等
地
域
振
興
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
国

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
道
路
整
備

③

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
支
援

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
国
際
空
港
等
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
に
不
可
欠
な
道
路
整
備
や
、
交
流
ふ

れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
等
自
治
体
の
財

政
力
の
観
点
か
ら
単
独
事
業
の
み
で
は
整
備
が
著
し

く
困
難
な
大
規
模
事
業
の
支
援

④

特
定
の
施
策
や
新
技
術
の
促
進

橋
梁
補
強
等
の
震
災
対
策
、
環
境
対
策
、
渋
滞
対

策
、
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等
の
法
面
防
災
対
策
、
住
宅

宅
地
の
整
備
促
進
や
電
線
類
地
中
化
等
の
緊
急
課
題

に
対
応
し
た
道
路
整
備

四

計
画
的
な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

地
方
道
補
助
事
業
を
含
め
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
く
、
透
明
性
･
計
画
性
の
高
い
地
方
道
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
が

｢地
方
道
路
計
画
｣

を
策
定
し
、
中
期
的
･
具
体
的
な
地
方
道
の
整
備
計
画
を

地
域
に
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
｢地
方
道
路
計
画
｣は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
高
速

道
路
や
国
道
の
整
備
計
画
と
の
整
合
を
と
り
つ
つ
、

都
道
府
県
道
や
主
要
な
市
町
村
道
に
関
す
る
中
期

的
･
具
体
的
な
整
備
計
画
と
し
て
策
定
･
公
表
さ
れ

た
計
画
で
あ
る
o

･
特
に
、
農
道
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
で
農
道
担

当
部
局
と
協
同
で
、
｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
を
策

定

･
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
方
道
補
助
事
業
の
採
択
･
事
業
展
開
は
、
基
本
的
に

こ
の

｢地
方
道
路
計
画
｣
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
地
方
道
路
計
画
に
定
め
た
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
地
元
調
整
状
況
、
用
地
買
収
状
況
等
と
整
合
を
と
り

な
が
ら
、
各
年
度
の
事
業
費
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。平

成
八
年

一
〇
月
末
現
在
に
お
け
る
地
方
道
路
計
画
の
策
定
状
況

は
、
全
都
道
府
県
と
政
令
市
及
び
一
、
八
三
一
市
町
村
で
策
定
済
み
と

な
っ
て
い
る
。

五

効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進

公
共
事
業
の
投
資
の
質
の
向
上
を
図
り
、
効
率
的
な
地

方
道
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
省
庁
間
連
携
等
に
よ
り
道

路
等
の
整
備
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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｢中
山
間
活
性
化
･
都
市
交
流
促
進
モ
デ
ル
事
業
｣

自
然
的
、
経
済
的
に
不
利
な
条
件
下
に
置
か
れ
、



過
疎
化
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
山
間
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
活
用
の
も
と
、
活
力

あ
る
農
業
振
興
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地

域
と
近
隣
都
市
と
の
相
互
補
完
的
か
つ
広
域
的
な
連

携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
等
が
策
定
す
る
総
合
的

な
地
域
振
興
計
画
等
を
踏
ま
え
、
道
路
と
農
道
が
一

体
と
な
っ
た
整
備
の
計
画
を
策
定
し
、
道
路
事
業
と

農
道
事
業
を
連
携
･
調
整
し
実
施
す
る

｢中
山
間
活

性
化
･
都
市
交
流
促
進
モ
デ
ル
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

本
連
携
事
業
の
実
施
に
よ
り
中
山
間
地
域
の
活
性

化
や
都
市
と
中
山
間
地
域
の
交
流
拡
大
を
計
画
的
、

効
率
的
に
促
進
す
る
。

｢緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付

金
)｣

一
定
の
地
域
に
お
い
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の

安
全
性
、
利
便
性
及
び
快
適
性
を
確
保
し
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
町
づ
く
り
や
地
域
の
振

興
を
図
り
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、

学
校
、
公
園
等
の
公
共
施
設
整
備
、
住
宅
市
街
地
、

農
村
地
域
の
居
住
環
境
整
備
等
の
地
域
の
課
題
に
緊

急
に
応
じ
、
複
数
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
都
道
府

県
道
及
び
市
町
村
道
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
、

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
)
を
実
施
す
る
。

平
成
九
年
度
は
、
事
業
費
で
一
兆
二
、
五
二
二
億

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

円
(対
前
年
度
一
･
0
四
倍
)、
国
費
で
六
、
五
七
〇

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
と
も
-

億
円

(対
前
年
度
一
･
0
四
倍
)
を
実
施
す
る

(地

方
道
、
街
路
の
合
計
で
あ
る
。)。

｢地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
｣

地
域
の
緊
急
な
課
題
に
応
え
て
早
急
に
整
備
の
必

要
が
あ
る
道
路
に
つ
い
て
、
自
治
省
と
協
調
し
、
補

助
事
業
と
あ
わ
せ
て
単
独
事
業
を
活
用
し
て
促
進
を

図
る
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
に
お
け
る
事
業

(道
路
事
業

(街
路
事
業
を
含
む
。)
及
び
道
路
事
業

と
一
体
的
に
整
備
す
る
必
要
の
あ
る
施
設
の
整
備
)

を
平
成
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
八
年

度
以
降
も
平
成
三
一年
ま
で
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
の
単
独
事
業
費
の
総
枠

(地
方
道
事

業
と
街
路
事
業
等
の
合
計
)
は
約
一
兆
円

(対
前
年

同
額
)
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
と
も
調
和
し
た
道
路
整
備
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
施
策
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
o

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(※
道
路
局
地
方
道
課
建
設
専
門
官
)

會
※
道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室
建
設
専
門
官
)

六

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
延
べ
た
四
つ
の
観
点
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

38 道行セ 97.2



第
三
〇
回

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
に
つ
い
て

踰

長
谷
川
朋
弘

以
下
、
第
三
〇
回
国
幹
審
の
特
徴
、
そ
の
審
議
内
容
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

第
三
〇
回
国
幹
審
の
特
徴

=

計
画
策
定
に
あ
た
り
透
明
性
･
客
観
性
を
確
保
す
る

た
め
の
手
続
き
等
の
追
加

社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･

多
様
化
を
背
景
に
、
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
行
政
が
求

め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
民
の
公
共
料
金
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
を
背
景
に
、
高
速
道
路
料
金
と
建
設
計
画
の
関

係
に
つ
い
て
情
報
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

今
回
の
国
幹
審
に
お
け
る
整
備
計
画
の
議
決
に
あ
た
り
、

新
た
に
次
の
よ
う
な
手
続
き
等
を
追
加
し
た
。

①

建
設
省
の

｢大
規
模
公
共
事
業
に
関
す
る
総
合
的

な
評
価
方
策
検
討
委
員
会
報
告
書

(平
成
七
年
一
〇

一

は
じ
め
に

昨
年
一
二
月
二
七
日
、
第
三
〇
回
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
審
議
会

(以
下
｢国
幹
審
｣)
が
開
催
さ
れ
、
新

た
な
整
備
計
画
、
基
本
計
画
等
が
議
決
さ
れ
た
。

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
は
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち

枢
要
部
分
を
構
成
し
、

①

地
域
の
連
携
と
交
流
を
促
進
し
、
地
域
の
発
展
を

支
え
る
基
本
的
な
施
設
と
し
て
多
極
分
散
型
国
土
を

形
成
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

②

空
港
、
港
湾
と
有
機
的
に
連
携
し
、
人
、
物
、
情

報
の
流
れ
を
効
率
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
化
に

対
応
し
た
我
が
国
の
経
済
構
造
の
改
革
を
進
め
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
。

で
あ
る
が
、
そ
の
供
用
延
長
は
六
、
0
四
六
師

(平
成
八

年
一
二
月
末
現
在
)
と
全
体
計
画
一
一
、
五
二
〇
畑
の
半

分
を
超
え
た
程
度
で
あ
り
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
は

未
だ
途
半
ば
で
あ
る
。

ま
た
、
前
回
国
幹
審

(平
成
三
年
三
一月
三
日
開
催
)

か
ら
五
年
を
経
過
し
、
そ
の
間
に
一
、
0
三
〇
如
が
供
用

す
る
な
ど
、
二
一
世
紀
初
頭
を
展
望
し
た
計
画
的
整
備
を

図
る
た
め
、
各
地
方
か
ら
国
幹
審
の
早
期
開
催
が
待
た
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
今
回
の
国
幹
審
は
、
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況

や
、
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
官
と
民
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
や
情
報
開
示
の
要
請
と
い
っ
た
情
勢
の
中
で
の
開
催
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
要
請
等
に
も
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
平
成

七
年
三

月
の

｢道
路
審
議
会
中
間
答
申
｣
を
踏
ま
え
、

従
来
の
国
幹
審
と
は
異
な
る
様
々
な
工
夫
や
新
し
い
取
り

組
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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朧
　
　

　
　

3 44

殴
　
　

月
)｣
に
基
づ
き
、
調
査
計
画
段
階
で
第
三
者
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に

先
立
ち
、
事
業
の
目
的
･
内
容
に
関
し
て
、
学
識
経

験
者
等
か
ら
な
る
委
員
会
の
検
討
を
踏
ま
え
た
都
道

府
県
知
事
か
ら
の
意
見
を
頂
い
た
。

②

多
方
面
の
意
見
を
把
握
し
、
建
設
の
進
め
方
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
国
幹
審
の
開
催
に
先
立
ち

｢高
速

自
動
車
国
道
の
整
備
の
基
本
的
進
め
方
に
つ
い
て
｣

を
公
表
し
、
利
用
者
等
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け

た
ほ
か
、
事
業
主
体
と
な
る
日
本
道
路
公
団
か
ら
も

意
見
を
求
め
、
そ
の
結
果
を
整
備
計
画
の
検
討
･
国

幹
審
の
審
議
に
反
映
し
た
。

③

新
規
整
備
計
画
区
間
を
高
速
プ
ー
ル
に
編
入
し
た

場
合
の
料
金
水
準
見
通
し
を
国
幹
審
に
お
い
て
説
明

し
、
審
議
を
行
っ
た
。

②

平
成
七
年
一
一
月
の
道
路
審
議
会
中
間
答
申
を
踏
ま

え
た
計
画
内
容

道
路
審
議
会
中
間
答
申
で
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
つ

い
て
料
金
上
昇
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、
採
算
性
を
確
保
し

な
が
ら
着
実
な
整
備
を
進
め
る
た
め
の
諸
方
策
が
提
言
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
た
様
々
な
取

り
組
み
を
行
い
、
計
画
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

①

公
団
の
建
設
費
･
管
理
費
の
節
減
、
公
的
助
成
の

強
化
、
償
還
期
間
の
延
長
な
ど
様
々
な
工
夫
･
努
力

を
行
い
近
年
の
低
い
金
利
や
物
価
の
安
定
を
前
提
と

し
、
基
本
的
に
は
料
金
を
上
げ
な
い
で
プ
ー
ル
全
体

4 0 道行セ 97.2

(平成 8年12月27日現在)

国土開発幹線自動車道建設法 (国幹道法)

に基づく高規格幹線道路
国土開発幹線自動車道 :約11 ,520km

建設大臣の指定に基づく高規格幹線道路
一般国道の自動車専用道路 :約2,480km

うち、 本州四国連絡道路 :約180km

図 1 高規格幹線道路の整備体系

高規格幹線道路
(四全総閣議決定)

売い14 00okm



三

第
三
〇
回
国
幹
審
の
審
議
内
容
等

“

0

基
本
計
画
に
つ
い
て

①

基
本
計
画
と
は
、
国
幹
道
法
第
五
条
第
一
項
の
規

9セ

定
に
よ
り
･

国
幹
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
建
設
を
開

漸

始
す
べ
き
路
線
と
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
決
定
後
、
具
体
的
な
路
線
調
査
、
環
境
調
査
、

環
境
影
響
評
価
手
続
き
等
の
調
査
･
調
整
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

②

道
路
審
議
会
中
間
答
申

(平
成
七
年
一
一
月
三
〇

日
)
に
お
い
て
も
、

1

大
都
市
部
に
お
け
る
混
雑
解
消
、

　過要経
必

点
な
他

終
要

の

起
重
そ

　

　

　

　

　
　

　

　

町
間
区
ぴ
る
な

　

　
　
　

　　
　
　
　
　

　　　　　　
　

経
車
設
連
工
そ

注 1 ) 基本計画については、 内閣総理大臣が審議会の議を経て決定し、 これを国の
関係行政機関の長に送付するとともに、 官報で公表。

2 ) 整備計画については、 運輸大臣及び建設大臣が審議会の議を経て決定。

図 3 国土開発幹線自動車道の整備の流れ

4,連結位置及び連結予定施設
5.工事に要する費用の概算額

、

保
、

3

都
市
相
互
又
は
都
市
と
地
域
が
連
携
･
交
流
す

る
相
互
補
完
型
地
域
構
造
の
形
成
、

4

地
域
の
発
展
基
盤
、

な
ど
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
実
現
の
必
要
性

は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

③

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
定
め
た
以
下
の

選
定
要
件
に
よ
り
、
新
た
に
八
八
六
面
の
基
本
計
画

が
議
決
さ
れ
た

(表
ー
参
照
)。

④

新
た
な
基
本
計
画
区
間
に
つ
い
て
は
、

1

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
を
図
る
一
方

で
高
速
自
動
車
国
道
の
採
算
性
確
保
を
図
る
必
要

ミ

る
写
し
--と
、

面

縦

地

る

結

計
闇
た

運

区
主
数

の

本
の
の
線
度
と

線
線
車
速
等
主

基
設
設
準
計
略
≦

建
建
標
設
道
建

2.建設線の主たる経過地

の
採
算
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

②

こ
の
た
め
、
新
規
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
区
間

一
、
二
六
〇
如
の
う
ち
か

ら
九
八
二
楓
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
整
備
計
画
の

規
模
に
一
定
の
限
度
を
設
け
た
。

③

国
幹
道
に
併
行
す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路

に
よ
る
代
替
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
プ
ー

ル
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
重
複
投
資
を
避

け
た
効
率
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

国土開発幹線自動車道建設法第3条
(路線名、 起終点、 主たる経過地)



2

重
複
投
資
を
避
け
て
道
路
整
備
の
効
率
的
･
効

○
基
本
計
画
選
定
要
件

果
的
実
施
を
図
る
こ
と
、

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
国
幹
道
に
並
行
し
て
一
般
国

道
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
場
合
に
、
両
者
の
性
格
を

あ
わ
せ
も
っ
た
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
を
建
設

し
、
そ
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
を
含
め
、
整
備
手

法
に
関
す
る
幅
広
い
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

②

整
備
計
画
に
つ
い
て

①

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
基
本
計
画
区
間
一
、
七
六
五
如
の
う
ち
、

環
境
影
響
評
価
手
続
き
が
完
了
し
た
区
間
一
、
二
六

〇
如
の
中
か
ら
新
た
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
有
料
道
路
制
度
の
下
で
料
金
上
昇

を
極
力
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
当
面
、
事
業
着
手
可

能
な
範
囲
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
。

②

こ
の
た
め
、
近
年
の
、
物
価
上
昇
も
な
く
、
金
利

も
低
い
経
済
状
況
を
前
提
と
し
、
様
々
な
工
夫
･
努

力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
料
金
を
上
げ

な
い
で
プ
ー
ル
全
体
の
採
算
性
が
確
保
さ
れ
る
見
通

し
が
あ
る
三
六
区
間
九
八
二
懸
が
以
下
の
選
定
要
件

に
基
づ
く
新
た
な
整
備
計
画
区
間
と
し
て
議
決
さ
れ

た
。な

お
、
こ
の
ほ
か
高
速
自
動
車
国
道
と
一
体
と
な

っ
て
機
能
し
て
い
る
供
用
済
み
の
一
般
国
道
自
動
車

専
用
道
路
二
区
間
一
六
如
を
高
速
自
動
車
国
道
と
し

て
位
置
づ
け
る
た
め
の
整
備
計
画
も
あ
わ
せ
て
議
決

さ
れ
た

(表
2
参
照
)。

③

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
と
の
連
結
を
図
る
た

め
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

館

追
加
二
六
箇
所
も
議
決
さ
れ
た

(表
3
参
照
)。

セ道　

i

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
観
点

･
大
都
市
部
の
交
通
混
雑
や
災
害
時
等
の
代
替
性
に
対

応
し
た
信
頼
性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

こ
}と

.
地
域
間
の
交
流
、
連
携
強
化
を
図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
こ
と

=

道
路
整
備
効
果
の
観
点

･
交
通
需
要
や
投
資
効
果
が
大
き
い
こ
と

･
沿
線
の
地
域
開
発
の
進
展
な
ど
、
地
域
の
発
展
基
盤

と
し
て
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

表 1 基本計画区間一覧表

路 線 名
基 本 計 画

区 間 延長(km)

轆

道

動

萓

道

道

道

道

瞬
轆
麟
舶

恥

道

道

車

車

車

車

道

自

動

動

東

〃

〃

動

〃

道

車

車

動

軌

道

〃

〃

道

〃

〃

動

〃

動

車

〃

〃

繃
難
離
縦

地

蠣
鋤
蹴
繍
岬
轆

嚇

離

断

自

道

縦

横

海

中

白

東

東

東

横

自

白

機

構

州

全ズ

ーi

海

北

北

本

北

磐

開

聞

二

部

畿

彰

ー

九

東

北

東

東

日

東

常

東

北

第

中

近

山

四

壽
鰍

市

淋籤
め町

カ

市

卓
甫

難
瀞鱗
暮
鱒
巍
繊
麗
湾難
聴
締聯鰤鷺

猟騨
靴
羸鷺
蹴
難
難
絲群
費
嘉
賞
幟

42

27

盟

約

28

74

41

お

的

第

12

4

40

お

3

42

鋭

力

35

16

39

捲

的

“

“

合 計 瀦 886



表 3 ジャ ンク ショ ン、 イ ンターチェ ンジの一 覧表

変更内容 件 数 内 訳

1.ジャンクション又はインター

チェンジ
25箇所

①渋滞対策
例) 関越自動車道上越線の佐

久ジャンクションから分岐

して佐久南インターチェン
ジを設置し、 交通の分散を

図る。

3箇所
佐久南、 三郷南、
名四束

②高規格幹線道路 (一般国道

自動車専用道路) との接続

例) 北海道縦貫自動車道と黒

松内道路 (一般国道の自動

車専用道路) とのジャンク

ションの設置

4箇所
黒松内、 富谷、
久喜白岡、 大和郡山

③地域高規格道路との接続

例) 金沢市月満において北陸

自動車道と金沢外環状道路

(地域高規格道路)とのイン

ターチェンジの設置

18箇所

月浦、 仙台南、 日進、
小牧、一宮、上社、楠、
清洲、 美原、 瀬戸、
広島東、五日市、小郡、
小倉束、福岡、太宰府、
国総、 西宮山口

2.開発インターチェンジ

開発者負担による追加インタ

ーチェンジ
1箇所 富山西

表 2 整備計画区間一覧表

路 線 名
整 備 計 画

区 間 延長(km)

北海道横断自動車道

東北横断自動車道

"

日本海沿岸東北自動車道

“
東北中央自動車道

常磐自動車道

"

東関東自動車道

北関東自動車道

第二東海自動車道

中部横断自動車道

近畿自動車道

“
中国横断自動車道

“
山陰自動車道

四国横断自動車道

“
九州横断自動車道

東九州自動車道

夕張市~ 清水町
みやもりむら とうわちよう
宮守村~ 東和町
かわさきまち やまがた
(川崎町 ~ 山形市)

なかじようまちかみばやしから
中条町~神林村
あつるまち つるおが
温海町~ 鶴岡市

はんじよう いわきまち
本荘市 ~ 岩城町
おおだて こさかまち
大館市 ~ 小坂町
ふくしま よねぎわ
福島市~ 米沢市
ひがしね むらやま
東根市~ 村山市
とみおかまち そうま
富岡町~ 相馬市

やまもとちよう わたりちよう
山元町~ 亘理町
まつど いちかわ
松戸市~ 市川市
ほこたまち いばらさまら
鉾田町~ 茨城町
いせざき いわふねまち
伊勢崎市~ 岩舟町
かるのかわまち ともべまち
上三川町~ 友部町
えぴな Iまだの
海老名市 ~ 秦野市
ごてんば なけいずみちよう
御殿場市~ 長泉町
しみず ますほらょう
清水市~ 増穂町
よつかいち こものちよう
四日市市~ 菰野町

じようよう たかっき
城陽市 ~ 高槻市
"のお こうべ
箕面市~ 神戸市
かいなん さびちょう
(海南市~ 吉備町)

るなべちよう しらはまちよう
南部町 ~ 白浜町
おわせ させいちょう
尾鷲市~ 紀勢町
おおいちょう つるが
大飯町~ 敦賀市
ちずちょう とっとり
智頭町~ 鳥取市
おのみち みよし
尾道市~ 三次市
るよし みとやらょう
三次市~ 三刀屋町
しんじちよう いずも
宍道町 ~ 出雲市
こまっしま なると
小松島市~ 鳴門市
すきさ なかときちよう
須崎市~ 中土佐町
うわじま うわちよう
宇和島市~ 宇和町
みふねまち やべまち
御船町 ~ 矢部町
さたき9うしゅう とよっまち
北九州市~ 豊津町
つくみ かまえちよう
津久見市~ 蒲江町
“どかわちよう さいと
門川町~ 西都市
零よたけちょうさいごうちよう
清武町~ 北郷町
しぷしちょう ずえよしちよう
志布志町~ 末吉町

79

23

(6)

20

25

21

13

28

8

46

11

10

17

39

40

21

12

57

11

13

22

(10)

19

30

49

24

49

60

17

20

7

11

22

16

32

45

18

47

合 計
36区間

( 2区間)

982

(16)

※カッコ書きは、 既に供用済みの一般国道自動車専用道路を

高速自動車国道に位置づける区間であり、 外書き。

道行セ 97,2 43



○
整
備
計
画
区
間
の
選
定
要
件

③

整
備
計
画
区
間
を
高
速
プ
ー
ル
に
編
入
し
た
場
合
の

三
%
路
線
の
二
道
追
加
を
含
め
、
道
路
整
備
特
別

料
金
水
準
の
見
通
し
に
つ
い
て

云
十
か
ら
の
玉

功

頁

w

び
リ

南

①

整
備
計
画
区
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日
本
道
路

公
団
が
詳
細
な
調
査
･
設
計
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

施
行
命
令
の
段
階
で
高
速
プ
ー
ル
に
編
入
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
現
時
点
で
の
経
費
節
減
の
工
夫
等
を
勘

案
し
た
料
金
水
準
の
見
通
し
は
次
の
と
お
り
。

②

経
費
節
減
の
工
夫

1

供
用
時
の
利
用
交
通
量
に
応
じ
た
暫
定
施
工
の

大
幅
な
採
用
に
よ
り
建
設
コ
ス
ト
の
一
四
%
を
節

減

(四
車
線
↓
暫
定
二
重
線
な
ど
)

2

日
本
道
路
公
団
に
よ
る

イ

建
設
コ
ス
ト
の
一
○
%
節
減

(新
技
術
の
開

発
、
工
事
実
施
方
法
効
率
化
、
技
術
基
準
の
見

直
し
等
)

口

管
理
費
の
五
%
節
減

(管
理
水
準
の
見
直
し
、

委
託
費
の
節
減
、機
械
化
･省
人
化
の
推
進
等
)

3

一
般
道
路
事
業
の
活
用
を
通
じ
た
地
方
か
ら
の

支
援
の
拡
大
に
よ
り
建
設
コ
ス
ト
の
三
%
を
節
減

(イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
取
付
道
路
、
工
事
用
道

路
、
側
道
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
で
の
実
施
)

以
上
の
工
夫
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
整
備
計
画
区

間
の
事
業
費
は
約
八
兆
六
千
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。

③

高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
仕
組
み
の
改
善

1

公
的
助
成
の
強
化

平
成
九
年
度
政
府
予
算
内
示
で
は
資
金
コ
ス
ト

会
計
か
ら
の
国
費
助
成
額

(出
資
金
及
び
利
子
補

給
金
)
二
、
四
五
六
億
円
が
認
め
ら
れ
た
。

2

高
速
自
動
車
国
道
の
耐
用
年
数
及
び
有
償
資
金

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
償
還
期
間
、

(料
金
徴
収
期
間
)
を
四
五
年
に
延
長
。

料金水準上昇率の試算結果 料　　
議表

四

お
わ
り
に

籍行還
現
償

還
合

籟
搦

第
し

準水
率

金
昇

料
上

%に･〉 %nU

注) 物価 ･金利等の推移により上記

試算結果は変わり得る。

今
後
、
高
速
道
路
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
そ
の

着
実
な
整
備
や
良
好
な
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
事
業
の
実
施

に
際
し
て
も
様
々
な
課
題
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

関
係
機
関
と
十
分
連
携
し
て
一
つ
一
つ
課
題
を
克
服
し
て

ま
い
り
た
い
。

最
後
に
、
今
回
の
国
幹
審
に
向
け
て
都
市
計
画
決
定
を

実
施
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
や
、
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組

ん
だ
日
本
道
路
公
団
な
ど
関
係
者
の
皆
様
の
御
努
力
、
力

強
い
ご
支
援
や
ご
協
力
に
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

(道
路
局
高
速
国
道
課
)
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整
備
の
緊
急
性
の
観
点

①

災
害
時
に
お
け
る
代
替
･
迂
回
機
能
や
大
都
市

部
の
交
通
混
雑
の
解
消
な
ど
、
信
頼
性
の
高
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

②

空
港
、
港
湾
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
等
、
高
速

自
動
車
国
道
と
密
接
に
関
連
す
る
物
流
拠
点
や
交

通
施
設
の
整
備
状
況
か
ら
整
備
の
緊
急
性
が
高
い

こ
、"と
0

③

高
規
格
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況
を
勘
案

し
、
地
域
間
の
連
携
強
化
や
地
域
の
発
展
の
核
と

な
る
地
方
拠
点
都
市
地
域
及
び
地
方
中
心
都
市
の

連
絡
な
ど
、
効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
が

図
ら
れ
る
こ
と
o

2

投
資
効
果
の
観
点

①

交
通
需
要
が
多
く
、
投
資
効
果
の
高
い
こ
と
。

②

こ
れ
に
加
え
、
地
域
開
発
法
の
指
定
状
況
等
を

踏
ま
え
、
地
域
開
発
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

採
算
性
の
観
点

日
本
道
路
公
団
に
お
け
る
建
設
費
･
管
理
費
の
コ

ス
ト
削
減
、
地
方
協
力
の
充
実
、
さ
ら
に
は
公
的
助

成
の
強
化
、
償
還
期
間
の
延
長
等
、
様
々
な
工
夫
･

努
力
や
、近
年
の
、低
い
金
利
と
物
価
の
安
定
を
前
提

と
し
、
基
本
的
に
は
料
金
を
上
げ
な
い
で
プ
ー
ル
全

体
の
採
算
性
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
が
あ
る
こ
と
。



今
後
の
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
中
間
答
申

拗
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(都
市
高
速
道
路
･
本
州
四
国
連
絡
道
路
･
岬
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
)道

路
局
有
料
道
路
課

一
は
じ
め
に

平
成
六
年
三

月
一
〇
日
、
建
設
大
臣
か
ら
道
路
審
議

会
に
対
し
、
今
後
の
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

諮
問
さ
れ
、
高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
平

成
七
年
一
一
月
に
中
間
答
申
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
道

路
審
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
有
料
道
路
部
会
を
中
心
に
、

道
路
利
用
者
や
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
意
見
を
幅
広
く
聴

取
し
て
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
九
年
一
月
二
四
日
に
都
市

高
速
道
路
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
及
び
一
般
有
料
道
路
に

係
る
課
題
に
つ
い
て
中
間
答
申
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
答

申
に
お
い
て
は
、
有
料
道
路
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
国
民
や
利
用
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
事
業
の
進

め
方
と
適
正
な
負
担
の
あ
り
方
を
中
心
に
、
新
た
な
政
策

的
課
題
へ
の
対
応
も
含
め
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、

答
申
内
容
を
具
体
的
施
策
に
反
映
す
る
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
広
範
か
つ
多
様
な
意
見
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
、
今
回
の
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

三

中
･間
答
申
の
ポ
イ
ン
ト

ー

有
料
道
路
制
度
の
現
状
と
課
題

=

有
料
道
路
制
度
の
意
義
･
役
割

平
成
八
年
四
月
現
在
、
高
速
自
動
車
国
道
五
、
九
三
〇

虹
、
都
市
高
速
道
路
五
五
二
如
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
一

〇
八
如
、
一
般
有
料
道
路
一
、
九
七
〇
如
、
合
計
八
、
五

六
〇
蝿
の
有
料
道
路
が
供
用
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
道

以
上
の
延
長
の
五
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
路
線
を

利
用
す
る
交
通
量
は
一
日
約
八
七
〇
万
台
に
の
ぼ
り
、
都

道
府
県
道
以
上
に
お
け
る
総
走
行
台
キ
ロ
の
一
七
%
を
分

道路審議会長から建設政務次官へ答申

　
　

＼
ゞ
こ

　　

　

　　
　　　



担
し
て
い
る
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
や
地
域
の
活
性
化

等
を
実
現
す
る
上
で
、
我
が
国
の
道
路
整
備
の
現
状
は
不

十
分
で
あ
り
、
全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
や

大
都
市
圏
等
に
集
中
す
る
交
通
需
要
へ
の
対
応
等
、
有
料

道
路
制
度
を
活
用
し
た
幹
線
道
路
網
の
拡
充
は
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
有
料
道
路
は
、
高
速
性
、
快

適
性
な
ど
一
般
の
道
路
に
比
べ
て
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
ほ
か
、
特
に
大
規
模
な
事
業
の
場
合
に
は
大
き
な

国
土
･
地
域
開
発
効
果
を
も
た
ら
す
な
ど
、
国
民
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
上
で
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

の

都
市
高
速
道
路
･
本
州
四
国
連
絡
道
路
･
一
般
有
料

道
路
の
今
日
的
課
題

①

大
都
市
圏
に
お
け
る
自
動
車
専
用
道
路
網
の
整
備

大
都
市
圏
に
お
け
る
慢
性
的
渋
滞
の
緩
和
等
の
た

め
早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
整
備
に
要
す

る
費
用
が
多
額
で
、
現
行
制
度
の
ま
ま
で
は
、
現
在

の
利
用
者
に
大
き
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
。

②

概
成
す
る
本
州
四
国
連
絡
道
路

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
新
た
な
交
通
動
脈
と
し
て
地

域
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
業
費
が
多

額
で
あ
る
一
方
、
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
十
分
な

利
用
交
通
量
に
至
ら
ず
、
採
算
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
%

③

一
般
有
料
道
路
事
業
に
よ
る
道
路
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
を
は
じ
め
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
路
線
の
整
備
に
寄
与
し
て
お
り
、
事
業
が
大

規
模
化
し
、
一
般
道
路
事
業
の
財
政
的
制
約
の
中
で

早
期
整
備
の
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

④

利
用
者
等
の
意
見

料
金
に
つ
い
て
の
厳
し
い
意
見
や
計
画
や
料
金
を

決
定
す
る
過
程
が
透
明
性
に
欠
け
る
と
の
指
摘
が
あ

る
。
ま
た
、
事
業
の
効
率
化
へ
向
け
た
努
力
、
管
理

に
関
す
る
契
約
で
の
競
争
性
が
不
足
と
の
意
見
が
あ

　　
　

⑤

自
動
車
交
通
政
策
の
一
環
と
し
て
の
有
料
道
路
制

度
の
考
え
方

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含
め
、
交
通
誘
導
を

有料道路の推移 (単位 :km)

和
度年

昭

節
和
度年

昭

蟻
和
饑

成
度年

平
2

成

度年
平
7 捻㈱

の
数
)

り

日

た
台
/

当
日
台

日
j

千

1
利
(

随
路

団
漉
随

路

舶
賄

布
商
魂

日
一

345 廓 繊 蹴 硼 181
,
980 5

,
640

高速自動車国道 nU 649 紳 ㈱ 彌 螂
3
,
792

一般有料道路 345 744 765 660 634 18
,
030 1

,
848

首都高速道路公団 nU 90 139 220 248 20
,
228 1

,
152

阪神高速道路公団 nU 濯 103 153 200 鰍 708

本州四国連絡橋公団 nU nU ヴ‘ 107 108 郷 れ

躍
道

速

高

臨
肺
胡

錢
名

指 nU nU れ 92 104 蝋 325

名古屋高速 nU nU は 即 総 廓 脇
福岡北九州高速 nU nU m 62 “ 鮑 197

燃蹴
地 QU 583 鰡 纖 跳 獅 810

地方道路公社 =̂〕 nv 870 無 廓地方公共団体 RU 583 770 404 178

合 計 353 劉 緘 勧 緘 幼 総-一般都道府県道以上の合

鰺 練一般都道府県道以上における有料延長と走行台キロの比率 挑4 眺端
(注) 1 . 数値は年又 値。

2 . 四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。
3 . 一般有料道路については償還満了にある無料解放等により延長増減がある。
4 . 走行台キロは平成 6年度道路交通センサスによる。
5 . 利用台数は、 平成 7年度の実績台数である。
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検討の基本的な視点

国民や利用者の理解を得ながら、適正な負担のもとでの着実な整備とニーズへの対応

i効率化に向けた事業者の努力 } :利用者と国 ,地方公共団 ! !料金体系、割引制度 :

l意思決定の透明化、情報公開 ー !体分担、償還制度 ! 脳を滞 .環境対策 :

目
的
と
し
た
料
金
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
今
後
、

幅
広
い
議
論
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

2

効
率
的
で
開
か
れ
た
事
業
の
実
施

事
業
の
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
と

と
も
に
、
国
民
や
利
用
者
に
開
か
れ
た
形
で
、
理
解
を
得

な
が
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の

建
設
費
、
管
理
費
等
の
節
減

事
業
期
間
短
縮
、
廉
価
な
資
材
調
達
等
、
建
設
費
、
管

理
費
等
の
一
層
の
節
減
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
管

理
業
務
に
関
し
て
も
契
約
の
競
争
性
、
透
明
性
を
一
層
高

め
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

公
団
等
に
よ
る
具
体
的
目
標
を
明
確
に
し
た
節
減
計
画

の
策
定
と
公
表
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
建
設
、
管
理
の

各
段
階
に
応
じ
た
組
織
の
効
率
化
が
必
要
で
あ
る
。

②

事
業
者
の
自
主
性
の
発
揮

公
団
等
が
計
画
段
階
か
ら
参
画
し
、
事
業
費
節
減
を
図

る
と
と
も
に
、
有
利
な
民
間
資
金
の
活
用
な
ど
効
率
的
資

金
調
達
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
促
進
の
た

め
の
多
様
な
料
金
設
定
な
ど
利
用
促
進
と
増
収
の
た
め
の

努
力
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③

事
業
の
効
率
化
を
促
す
措
置

効
率
性
を
客
観
的
に
計
測
す
る
業
績
評
価
指
標
を
設
定

し
、
事
業
者
間
で
相
互
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
化

に
向
け
た
競
争
を
促
す
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

印

開
か
れ
た
事
業
の
実
施

計
画
、
建
設
、
料
金
の
各
意
思
決
定
過
程
の
透
明
化
と

と
も
に
、
建
設
の
進
め
方
に
関
す
る
意
思
決
定
時
に
は
料

金
の
見
通
し
等
を
示
し
た
上
で
十
分
な
議
論
が
行
わ
れ
て

国
民
や
利
用
者
の
意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
公
団
等
は
、
事
業
及
び
経
営
状
況
に
関
す
る

情
報
提
供
に
努
め
、
国
民
や
利
用
者
の
理
解
と
信
頼
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

3

適
正
な
負
担
の
あ
り
方

整
備
に
要
す
る
費
用
が
多
額
と
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

直
接
の
利
用
者
の
便
益
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
社
会
経
済

効
果
も
適
切
に
評
価
し
、
利
用
者
と
国
･
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
適
切
な
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

の

償
還
制
度
の
あ
り
方

世
代
間
負
担
の
公
平
に
鑑
み
、
適
切
な
範
囲
で
償
還
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

用
地
費
元
本
に
つ
い
て
は
償
還
対
象
経
費
か
ら
除
外
す
る

方
策
が
認
容
さ
れ
う
る
。

の

国
･
地
方
公
共
団
体
の
役
割

適
正
水
準
の
出
資
と
併
せ
て
、
建
設
･
償
還
期
間
全
体

に
わ
た
っ
て
資
金
コ
ス
ト
を
一
定
の
水
準
以
下
に
抑
え
る

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

都
市
高
速
道
路
に
お
い
て
、
-用
地
の
公
共
取
得
や
ラ
ン

プ
等
の
事
業
区
分
見
直
し
な
ど
一
般
道
路
事
業
と
連
携
し

て
整
備
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

管
理
段
階
の
有
料
道
路
は
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
下
で

の
良
好
な
維
持
管
理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
出
資
や
低
利
融

資
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

③

将
来
の
良
好
な
維
持
管
理

高
度
な
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
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社
会
.
国
民
経
済

国

都市高速道路の便益と負担の関係

環境改善等の
外部便益

地方公共団体

4

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
制
度
と
運
用
の
改
善

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
料
金
に
関
す
る

　

　　　

･制
度
や
運
用
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
料
金
制
度
を
活
用

し
た
渋
滞
対
策
や
環
境
対
策
と
し
て
の
各
種
施
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

料
金
体
系
の
あ
り
方

都
市
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
E
T
C
導
入
と
併
せ
均
一

料
金
制
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
四
道
路
に

つ
い
て
は
五
車
種
区
分
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

る
%②

割
引
制
度
の
活
用
と
規
制
緩
和

一
定
の
範
囲
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
規
制
緩
和
の
観
点

か
ら
、
許
可
ま
た
は
認
可
で
は
な
く
、
届
出
と
す
る
な
ど

制
度
･
運
用
の
改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
供

用
直
後
の
利
用
促
進
の
た
め
前
売
り
割
引
の
導
入
等
が
考

え
れ
る
。

③

総
合
的
な
渋
滞
対
策
の
推
進

E
T
C
の
早
期
本
格
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
渋
滞

を
緩
和
す
る
方
策
と
し
て
、
都
市
高
速
道
路
の
時
間
帯
別

料
金
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

@

環
境
対
策
の
た
め
の
有
料
道
路
の
活
用

割
引
等
の
通
行
料
金
の
係
る
施
策
に
よ
る
交
通
誘
導
に

"

つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

セ行

◎

高
速
道
路
情
報
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

道

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
渋
滞
緩
和
、
事
故
削
減
の
観
点
か
ら

8　　

V
I
C
S
を
高
規
格
幹
線
道
路
、
都
市
高
速
道
路
等
に
展

開発利益の受益者･

開発利益の環元



関
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
繰
り
返
し
料
金
所
で

停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
料
金
の

一
体
的
徴
収
等
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

③

一
般
有
料
道
路
事
業
の
多
様
な
活
用

高
速
道
路
の
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
ア
ク
セ
ス
道

路
と
と
も
に
一
般
有
料
道
路
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
、
一

般
有
料
道
路
の
特
性
を
活
か
し
た
多
様
な
活
用
方
策
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

　

ジ

　　
　
　　　　
　

　

　

ゞ

穀

のC

、'

T

･

　
　

　

車載器
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は
じ
め
に

政
府
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
、
橋
本
内
閣

発
足
を
機
に
本
格
化
し
、
様
々
な
分
野
で
広
範
な
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
平
成
八
年
に
は
い
わ

ば
行
革
の
両
輪
で
あ
る
行
政
改
革
委
員
会
と
地
方
分

権
推
進
委
員
会
が
そ
の
審
議
を
さ
ら
に
進
め
る
一
方
、

総
理
直
属
の
行
政
改
革
会
議
も
発
足

(平
成
八
年
一

一
月
二
一
日
設
置
)、橋
本
内
閣
の
掲
げ
る
六
大
改
革

の

一
翼
を
担

っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
記
の
内
容
を
包
含
し
た
行
政
改
革
の
全

体
像
を
国
民
に
示
す
べ
く
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
い

わ
ゆ
る
行
政
改
革
大
綱
『
当
面
の
行
政
改
革
の
推
進

方
策
に
つ
い
て
｣)
の
年
次
改
定
に
代
わ
り
、
二
一
世

紀
ま
で
の
四
年
を
一
つ
の
目
途
と
し
て

｢行
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
最
近
の
行

革
の
議
論
の
主
な
状
況
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

(※
の
部
分
は
筆
者
の
注
釈
で
あ
り
、
行
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
)

二

｢行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
趣
旨

平
成
八
年
一
二
月
二
五
日
閣
議
決
定
。
①
新
時
代

に
対
応
可
能
な
簡
素
･
効
率
的
な
行
政
、
②
国
民
の

主
体
性
を
尊
重
す
る
行
政
、
③
国
民
に
開
か
れ
た
信

頼
さ
れ
る
行
政
、
④
国
民
に
対
す
る
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
今
世
紀
中
に

取
り
組
む
行
政
改
革
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
当
面
講
ず
べ
き
諸
改
革
の
目
標
年
限
を
明
示
し

た
も
の
で
あ
る
o

三

｢行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
主
な

内
容

印

新
時
代
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

の
実
現

①

中
央
省
庁
改
革

･
行
革
会
議
発
足
後
一
年
以
内
に
成
案
。
平
成
一

〇
年
の
通
常
国
会
に
所
要
の
法
律
案
を
提
出
。

法
案
成
立
後
、
遅
く
と
も
五
年
以
内
に
新
体
制

へ
の
移
行
を
開
始
す
べ
く
準
備

(二
〇
〇
一
年

一
月
一
日
移
行
開
始
を
目
指
す
。)

･
金
融
行
政
機
構

･
厚
生
省
の
医
薬
行
政
機
構

②

行
政
組
織
等
の
合
理
化
等

･
行
政
組
織
･
定
員
、
審
議
会
の
見
直
し

･
現
業
等
の
経
営
合
理
化

･
財
政
投
融
資
の
運
用
の
見
直
し

③

特
殊
法
人
等
の
整
理
合
理
化

･
特
殊
法
人
等
の
統
廃
合
、
民
営
化

(※
既
に
以

前
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
改
革
の
着
実
な
推

進
が
そ
の
内
容
。
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
つ

い
て
も
、
従
前
の
行
政
改
革
大
綱
と
同
様
の
改
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革
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。)

度
末
ま
で
に
再
改
定
。)

･
公
益
法
人
の
実
態
の
透
明
化
等
の
適
正
化

･
｢経
済
構
造
の
変
革
と

④

行
政
監
察

ラ
ム

濫

八

一

･
平
成
八
年
度
中
に
中
期
的
な
行
政
監
察
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定

⑤

人
事
管
理

･
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

･
省
庁
間
人
事
交
流

･
公
務
部
門
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用

等

⑥

補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

･
平
成
六
年
一
二
月
二
五
日
閣
議
決
定

｢地
方
分

権
の
推
進
に
関
す
る
大
綱
方
針
｣
等
に
示
さ
れ

た
具
体
的
な
改
革
方
策
に
基
づ
き
一
層
徹
底
し

た
見
直
し
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
地
方
公
共

団
体
の
事
務
と
し
て
同
化
、
定
着
又
は
定
型
化

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
一
般
財
源
化
、
統

合
･
メ
ニ
ュ
ー
化
、
補
助
対
象
の
重
点
化
、
終

期
設
定
の
徹
底
等
の
整
理
合
理
化
や
補
助
金
等

事
務
手
続
き
の
簡
素
合
理
化
の
観
点
等
か
ら
早

急
な
点
検
･
改
善

の

国
民
の
主
体
性
の
尊
重
す
る
行
政
の
実
現

①

規
制
緩
和
の
推
進

･
平
成
八
年
三
一月
一
六
日
の
行
政
改
革
委
員
会

｢規
制
緩
和
の
推
進
に
関
す
る
意
見

(第
二

次
)
ー
創
意
で
造
る
新
た
な
日
本
I
｣
を
最
大

限
尊
重
し
、
規
制
緩
和
推
進
計
画
を
平
成
八
年

･
｢経
済
構
造
の
変
革
と
創
造
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
(平
成
八
年
一
二
月
一
七
日
閣
議
決
定
)

に
基
づ
き
経
済
構
造
改
革
に
資
す
る
規
制
緩
和

措
置
を
着
実
に
実
施

等

②

地
方
分
権
の
推
進

･
平
成
八
年
一
二
月
二
〇
日
の

｢地
方
分
権
推
進

委
員
会
第
一
次
勧
告
i
分
権
型
社
会
の
創
造

ー
｣
を
最
大
限
尊
重
し
、
地
方
分
権
推
進
計
画

の
作
成
に
必
要
な
作
業
に
着
手

･
地
方
行
革
の
推
進

等

③

公
約
部
門
と
民
間
部
門
の
活
動
領
域
の
見
直

!
)

･
各
省
庁
は
平
成
八
年
一
二
月
一
六
日
の
行
政
改

革
委
員
会

｢行
政
関
与
の
在
り
方
に
関
す
る
基

準
｣
を
最
大
限
尊
重

③

国
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
行
政
の
実
現

①

行
政
情
報
公
開
の
推
進
等

･
行
政
情
報
公
開
法
案
の
平
成
九
年
度
内
の
国
会

提
出

･
審
議
会
等
の
透
明
化
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

･
特
殊
法
人
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

(財
務
内

容
等
の
公
開
)
推
進
。
所
要
の
法
律
案
を
次
期

通
常
国
会
に
提
出

(※
現
在
、特
殊
法
人
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

一
括
処
理
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
べ
く
総
務

庁
が
取
り
ま
と
め
中
。
道
路
関
係
四
公
団
も
対

象
。)

②

行
政
及
び
公
務
員
に
対
す
る
信
頼
回
復

･
公
務
員
の
綱
紀
粛
正
、
体
制
確
立

④

国
民
に
対
す
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
①

申
請
等
に
伴
う
国
民
負
担
の
軽
減

②

行
政
の
情
報
化

･
申
請
･
提
出
手
続
の
電
子
化
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
実
現
へ
の
検
討
等

等

⑧

そ
の
他

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
後
、
逐
次
、
見
直
し
、

改
定
。
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四

お
わ
り
に

｢行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
は
行
政
改
革
委
員
会
等

の
政
府
内
の
様
々
な
組
織
に
よ
る
行
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
の
い
わ
ば
総
計
画
表
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

例
え
ば
地
方
分
権
に
つ
い
て
は
今
年
前
半
を
目
途
に

第
二
次
勧
告
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
行
政
情
報

公
開
法
案
づ
く
り
を
具
体
化
し
て
く
る
な
ど
、
省
庁

再
編
成
と
い
っ
た
議
論
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
行
政

改
革
の
動
き
が
数
多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
議

論
の
行
方
に
つ
い
て
今
後
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。



麓委員会
　　　　

　　
　
　

華
M
淀
“さ

　
　
　　　　

　
　　　

　　　　　　
　　

　　　　　

　
　　　　

　　　
　
　

　　　　
　　

　
　　
　　　　　

　　
　　　　

　　　　　
　　　

　　　　　　　

　　　
　　

↑
‐
'℃

　
　　　　

　　
　　
　
　

　
　　　　
　

　　
　　　　

　　　
　

　
　　　　　　

.･
･
'‐
･

　　　
　　　　

.･
･･
‘

　　　　
　　　　

　

.
'‐
‐
‐

　　　　
　
　

　　
　　　　

　　　　　　　　

　　

　　

　
　　
　　　

　
　　　　
　

　
　
　　　　　
　

　　　　　　　　　

　
　　　　
　

　　　　　　　　　

　
　
　

　　　　　　　　　　

　　　
　
.
'
'‐‐

　　　　　　　　　

　
　
　

　　　　　　　
　

　　
　　　

　　　　　
　　

　　　
　　　　　　　

.
･

'
℃
℃

　　　　　　
　　　
　　　　　　
　

℃‐℃
‐
‐
'

　　　　　　　　

　
　　
　　
　　　

　
　
　　　　　　　　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　

　
　
　

　
　

　
　
　
　

亀
.
･‘‐･
･

　
　　
　
　
　
　
　

　
　　　　　　
　

　

　
　　　　　　　

　　　　
　

　
　

　　　　　　　　
　
　

　
　　　　　　　　　　
　　

　　　
　
　

　
　

　　　　　　　　　　

　
　
　　　　　　　　
　

　
　
　
　

　　

･-‐
.‘‐･･.･'‐
'

　
　
　
　　　　　　　　

　　　
　　
　

　　

.
･･.･･･'‐‘‐
･

　
　
　　　　　　　　　　　

.
'
'
、
.
‘‐‘

　　　　　　　　
　　　

　
　
　　　　　　　　　　

.･℃‐･,.
･℃‐'↑‐･℃‐‘℃

･‘‐･
･.･
･.･'

　
　
　
　　　　　　　

　　　　　　　
　
　
　

　
　　　　　　　
　
　
　

　　
　　　　　　　　
　　　　　

　
　
　
　　　　　　　　
　　

　
　
　　　　　　

‘‐･･･‘‐‘‐･･.･'

　
　

　
　　　　　　　　　

'‐'‐
'
'
‐

℃

　　　　　　　　　　　　
　
　　

　
　

　
　
　　　
　　

･
'
'‐
‐
、

.

･‘‐･･
‘‐
.
'‐'
'･

　　
　　　　
　　　　
　　　　　

　

　
　
　　
　
　　　　　　

.

''
･′‐'
‐‘
℃
℃℃‐
℃

℃
‘
'
‘'
'･、.･'
‘･
･
･
･

　

　
　　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

　
　
　
　
　　　　　　　　　

　

　
　
　

.･･･‘'‘‐･
･.
･
'

℃
℃
℃
℃
･･･.･････

℃‐.‘‐‘‐

･
'‐
‐
'

　　

　　　　　　
　　　　　　
　
　　

　　　　　　　

　

　
　　　　
　　　

　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　
　
　
　

.･℃‐‐‘‐･･‘′･↑‐'↑‐,
,℃'‘‐‘‐℃‐℃'℃‐
‐‘‐‘℃‐

‘‘･･℃‐
･‘‐･
･･‘‐
･
･.･･
.
･

　　

　
　

　
　
　
　　　　　　
　　

　　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　
　

℃
↑‐‐･‘‐‘‐
･･.･‘‐.‘‐･･
,
.
････
,

.･･.･‘‐･･.･･･.
･℃‐･･‘‐'℃'‐‐‐
･‘‐･‘‐･･･‘‘･

℃
℃‘‐‘‐‘‐
･･･′‐‘‐･･･.･‘‐･‐‐･･
･

℃‐‐‐.･ゞ‐‐‐･･‘‐
･･.ゞ
‐'‘'‐･‐‐℃‘'℃‘%‐
-‐℃‐‘‐

、
亀

℃‐.‘‐‘‐℃‐
･･.･℃‐･℃‘･･･‘、.･･･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　
　　　
　　　

℃
‐
℃‐℃‐
･
･･‘‐‘‐･･.･‘‐
'

　
　
　

　

　
　
　　　
　
　　
　

･.･‘‐‘‐
･
･
.
･

'
‐

、

℃

℃
‐
.‘℃
･･･
.･‘‐･
･
.
･
'‐‘‐
'

　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　

一
は
じ
め
に

平
成
八
年
一
二
月
二
〇
日
に
地
方
分
権
推
進
会
員

会

(諸
井
虔
委
員
長
)
か
ら
橋
本
龍
太
郎
内
閣
総
理

大
臣
に
対
し
て
第
一
次
勧
告
が
提
出
さ
れ
た
。

改
め
て
そ
の
位
置
付
け
を
確
認
し
て
お
く
と
、
平

成
七
年
五
月
一
九
日
に
公
布
さ
れ
た

｢地
方
分
権
推

進
法
｣
(同
年
七
月
三
日
施
行
)
第

一
〇
条
に
お
い

て
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会

｢第
八
条
に
定
め
る
地

方
分
権
推
進
計
画

(政
府
が
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
講
ず
べ
き
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
定
め
た
も
の
･'!
･･筆
者
注
)
の
作

成
の
た
め
の
具
体
的
な
指
針
を
内
閣
総
理
大
臣
に
勧

告
す
る
｣
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
第
一
次
勧
告
は
、

ま
さ
に
そ
の
具
体
的
な
指
針
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

中
間
報
告

(平
成
八
年
三
月
二
九
日
)
が

｢地
方

分
権
推
進
に
関
す
る
委
員
会
の
基
本
姿
勢
と
検
討
の

方
向
を
明
ら
か
に
し
て
、
広
く
各
界
各
層
の
人
々
の

理
解
と
賛
同
を
求
め
る
趣
旨
の
も
の
｣
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
今
回
の
第
一
次
勧
告
は
、
新
た
な
事
務
区

分
･
新
た
な
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
道
路
も
含
め
た
具

体
の
事
務
の
取
扱
い
を
検
討
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

二

新
左
な
事
務
区
分
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
新
た
な
考
え
方
と
し
て
、

事
務
を
自
治
事
務

(仮
称
)
と
法
定
受
託
事
務

(仮

称
)
に
区
分
す
る
と
い
う
点
は
、
中
間
報
告
と
同
じ

で
あ
る
が
、
法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
の
定
義
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年

一
〇
月
三
日
の

公
表
資
料
に
お
い
て
、
『現
行
の
機
関
委
任
事
務
の
中

に
は
、
国
の
守
備
範
囲
に
属
す
る
も
の
と
し
て
行
わ

52 道行セ 97.2

(中
間
報
告
)

･
専
ら
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
事
務
で
あ
る

が
、
国
民
の
利
便
性
又
は
事
務
処
理
の
効
率

性
の
観
点
か
ら
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
受
託

す
べ
き
も
の

(第
一
次
勧
告
)

･
事
務
の
性
質
上
、
そ
の
実
施
が
国
の
義
務
に

属
し
、
国
の
行
政
機
関
が
直
接
執
行
し
て
も

お
か
し
く
な
い
事
務
で
あ
る
が
、
国
民
の
利

便
性
又
は
事
務
処
理
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
、

法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
が
受
託
し
て
行
う
こ
と
と

さ
れ
る
も
の

道路局路政課



れ
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

(地

方
公
共
団
体
の
存
立
に
係
る
事
務
、
国
が
設
置
し
た

公
物
の
管
理
に
関
す
る
事
務
等
)
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
側
に
も
一
定
の

利
害
が
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
た
め
、
｢専
ら
国
の
利

害
に
関
係
の
あ
る
事
務
｣
で
は
、
こ
う
し
た
事
務
を

取
り
込
め
な
い
』
等
の
問
題
点
が
あ
り
、
定
義
を
変

更
し
た
旨
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
は
、
次
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
該
当
す
る
事
務
と
す
る
と
の
整
理

が
な
さ
れ
て
い
る
。

の

国
家
の
統
治
の
基
本
に
密
接
な
関
連
を
有

す
る
事
務

②

根
幹
的
部
分
を
国
が
直
接
執
行
し
て
い
る

事
務
で
以
下
に
掲
げ
る
も
の

①

国
が
設
置
し
た
公
物
の
管
理
に
関
す
る

事
務

②

広
域
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す

治
山
･
治
水
及
び
天
然
資
源
の
適
正
管
理

に
関
す
る
事
務

③

信
用
秩
序
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
金

融
機
関
等
の
監
督
等
に
関
す
る
事
務

④

医
薬
品
等
の
製
造
の
規
制
に
関
す
る
事

務
⑤

麻
薬
等
の
取
締
り
に
関
す
る
事
務

③

全
国
単
一
の
制
度
又
は
全
国
一
律
の
基
準

に
よ
り
行
う
給
付
金
の
支
給
等
に
関
す
る
事

務
で
以
下
に
掲
げ
る
も
の

①

生
存
に
か
か
わ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
･
ミ
ニ

マ
ム
を
確
保
す
る
た
め
、
全
国
一
律
に
公

平
･
平
等
に
行
う
給
付
金
の
支
給
等
に
関

す
る
事
務

②

全
国
単
一
の
制
度
と
し
て
、
国
が
拠
出

を
求
め
運
営
す
る
保
険
及
び
給
付
金
の
支

給
等
に
関
す
る
事
務

③

国
が
行
う
国
家
補
償
給
付
等
に
関
す
る

事
務

④

法
定
の
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る

事
務

⑤

精
神
障
害
者
等
に
対
す
る
本
人
の
同
意
に

よ
ら
な
い
入
院
措
置
に
関
す
る
事
務

@

国
が
行
う
災
害
救
助
に
関
す
る
事
務

の

国
が
直
接
執
行
す
る
事
務
の
前
提
と
な
る

手
続
の
一
部
の
み
を
地
方
公
共
団
体
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で
、
当
該
事

務
の
み
で
は
行
政
目
的
を
達
成
し
得
な
い
も

の
⑧

国
際
協
定
等
と
の
関
連
に
加
え
、
制
度
全

体
に
わ
た
る
見
直
し
が
近
く
予
定
さ
れ
て
い

る
事
務
で
以
下
に
掲
げ
る
も
の

(掲
げ
ら
れ

-
旁

事
務
き

て
は
省
略
)

-逍　

各
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
該
当
し

9セ

法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
と
す
る
と
の
結
論
が
得
ら

断

れ
た
事
務
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
指
定
区
間
外
国
道

の
管
理
事
務
に
つ
い
て
は
、
②
①
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
検
討
の
俎
上
に
上
が
り
な
が
ら
結
論
を
先

送
り
し
た
も
の
や
未
だ
精
査
さ
れ
て
い
な
い
事
務
に

つ
い
て
、
関
係
省
庁
の
側
か
ら
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
該

当
す
る
と
の
主
張
や
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
変
更
又
は
追

加
し
て
で
も
法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
と
す
べ
き
と

の
主
張
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
つ
ど
委
員
会

に
お
い
て
検
討
の
上
、
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。

三

国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
に
つ
い

て
の
新
左
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て

国
の
関
与
の
一
般
の
原
則
と
し
て
、
①
法
定
主
義

の
原
則
、
②
一
般
法
主
義
の
原
則
及
び
、
③
公
正
･

透
明
の
原
則
の
三
点
が
掲
げ
ら
れ
、
自
治
事
務

(仮

称
)
･
法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
そ
れ
ぞ
れ
に
係
る

関
与
の
類
型
は
、
次
の
と
お
り
と
さ
れ
て
い
る
。



ま
た
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
に
紛
争
が
生

じ
た
場
合
に
簡
易
･
迅
速
･
公
正
･
透
明
を
旨
と
し

た
判
断
を
す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
も

の
と
す
る
と
さ
れ
、
当
該
第
三
者
機
関
に
つ
い
て
は
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
事

案
ご
と
に
任
命
さ
れ
る
国
地
方
関
係
調
整
委
員

(仮

称
)
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

(国
地
方
関
係
調
整
委
員

(仮
称
)
を
任
命
す
る
た
め
の
委
員
会
を
置
く
)
も
の

と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
第
一
次
勧
告
に

お
い
て
は
、
第
三
者
機
関
の
法
的
性
格
、
処
理
ル
ー

ル
等
が
未
だ
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
、
違
法
性
が
問

題
と
な
る
事
件
に
つ
き
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
お
検
討
す
る

と
第
一
次
勧
告
の
中
で
も
延
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、

訴
訟
と
の
関
係
も
未
整
理
と
な
っ
て
い
る
。

四

個
別
分
野
別
課
題
の
検
討
結
果
に
つ

い
て

道
路
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

0
の
国
道
に
つ
い
て
は
、
前
記

｢二

新
た
な
事

務
区
分
に
つ
い
て
｣
で
延
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

②
①
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
道
路
法
第
七
四
条
第

一
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
道
の
路
線
の
認
定
･
変

更
･
廃
止
に
係
る
建
設
大
臣
の
認
可
の
取
扱
い
で
あ

る
。
現
行
の
規
定
は
、
都
道
府
県
道
が
高
速
自
動
車

国
道
及
び
一
般
国
道
と
極
め
て
密
接
に
関
連
し
あ
う

も
の
で
あ
り
、
両
者
相
模
っ
て
そ
の
機
能
を
発
揮
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
配
慮
す
る
趣

旨
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。
変
更
後
は
、
自
治
事
務
(仮

称
)
に
関
す
る
国
の
関
与
と
し
て
の
事
前
協
議
を
行

う
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
い
う
協
議
と
は
、
双
方

が
意
思
の
合
致
を
目
指
し
て
誠
実
に
努
力
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

②
②
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
道
路
法
第
七
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
法
令
違
反
等
に
関
す
る
建
設
大
臣

の
監
督
の
取
扱
い
で
あ
る
。
現
行
の
規
定
は
、
地
方

自
治
法
第
二
四
六
条
の
二
の
規
定
の
特
則
と
し
て
、

法
令
等
に
対
す
る
違
反
又
は
事
務
の
過
怠
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
や
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は

交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
請

求
手
続
を
経
ず
に
、
直
接
地
方
公
共
団
体
に
是
正
措

置
命
令
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
変
更
後

は
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
交
通
の
危
険
を
防
止
す

る
た
め
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
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D

自
治
事
務

(仮
称
)

①

技
術
的
助
言
･
勧
告
、
報
告
徴
収

②

事
前
協
議
、
合
意

(又
は
同
意
)

③

是
正
措
置
要
求
、
指
示

②

法
定
受
託
事
務

(仮
称
)

①

技
術
的
助
言
･
勧
告
、
報
告
徴
収

②

事
前
協
議

③

許
可
･
認
可
･
承
認

④

指
示

⑤

代
執
行

※
技
術
的
助
言
･
勧
告
、
報
告
徴
収
、
是
正

措
置
要
求
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
一
般
ル
ー

ル
法
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

の

国
道

指
定
区
間
外
の
一
般
国
道
の
管
理
に
関
す

る
事
務
は
、
法
定
受
託
事
務

(仮
称
)
と
す

る
%

②

地
方
道

①

都
道
府
県
道
の
路
線
の
認
定
に
関
す
る

国
の
認
可
は
廃
止
し
、
都
道
府
県
は
国
と

事
前
協
議
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

②

地
方
道
に
関
す
る
是
正
措
置
命
令
は
廃

止
し
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
交
通
の
危

険
を
防
止
す
る
た
め
に
緊
急
の
必
要
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
は
必
要
な
指
示

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。



自
治
事
務

(仮
称
)
に
関
す
る
国
の
関
与
と
し
て
の

指
示
を
行
う
こ
と
と
な
る
o

五

国
庫
補
助
負
担
金
･
税
財
源
に
つ
い

て
国
庫
補
助
負
担
金
･
税
財
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
審
議
の
状
況
を
踏
ま
え
、
改
革
に
向
け

て
の
主
な
論
点
と
検
討
の
方
向
に
関
す
る
中
間
と
り

ま
と
め
と
し
て
、
勧
告
と
は
切
り
離
し
て
公
表
が
な

さ
れ
た
。

六

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

今
後
の
調
査
審
議
の
課
題
と
し
て
、
財
政
問
題
、

地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
、
必
置
規
制
の
整
理
合

理
化
、
地
方
事
務
官
制
度
や
国
の
地
方
出
先
機
関
の

見
直
し
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
、
平
成
九
年
前
半
を
目
途
に
第
二
次
勧
告
を
行
う

こ
と
と
し
、
今
回
の
勧
告
と
あ
わ
せ
て
、
地
方
分
権

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
指
針
を
提

言
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
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一
は
じ
め
に

静
岡
県
は
、
伊
豆
、
駿
河
、
遠
江
と
呼
ば
れ
た
三

つ
の
国
か
ら
な
り
、
気
候
の
よ
い
と
こ
ろ
か
ら
早
く

よ
り
人
が
住
み
つ
い
て
、
文
化
も
開
け
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
伊
豆

(東
部
)
は
海
岸
ま
で
山
が
迫
り
、
変

化
に
富
ん
だ
景
色
と
、
い
た
る
所
に
温
泉
が
わ
き
出

る
と
こ
ろ
か
ら
保
養
地
、
観
光
地
と
し
て
、
全
国
的

に
有
名
で
あ
る
o

駿
河

(中
部
)
は
、
富
士
山
を
仰
い
で
富
士
川
、

安
倍
川
、
大
井
川
の
沖
積
平
野
が
広
が
り
、
静
岡
市

に
あ
る
登
呂
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
千
年
も

前
か
ら
農
耕
文
化
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

遠
江

(西
部
)
は
、
北
に
南
ア
ル
プ
ス
山
岳
が
連

な
り
林
産
物
に
富
み
、
天
竜
川
、
太
田
川
の
下
流
に

は
肥
沃
な
平
野
が
発
達
し
て
い
る
。

県
土
は
東
西
一
五
五
蝿
、
南
北
一
一
八
如
、
面
積

は
七
、
七
七
九
姉
で
全
国
一
三
位
の
広
さ
で
あ
る
。

二

静
…同
県
の
道
路
の
現
況

本
件
の
道
路
網
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
で

東
名
高
速
道
路
一
八
六
如
、
一
般
国
道
一
八
路
線
一
、

二
二
三
如
、
主
要
地
方
道
七
四
路
線
一
、
四
二
八
麺
、

一
般
県
道
二
二
六
路
線
一
、
六
八
七
如
で
構
成
さ
れ
、

合
計
三
一
九
路
線
四
、
五
二
四
虹
で
あ
る
。

三

大
規
模
自
転
車
道
の
建
設

大
規
模
自
転
車
道
は
、
自
転
車
の
利
用
増
大
に
対

処
し
て
、
自
転
車
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
あ
わ
せ

て

｢心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
｣
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
四
八
年
よ
り
我
が
国
各
地
に
お
い
て

整
備
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

本
県
で
は
、
太
平
洋
岸
自
転
車
道
と
浜
名
湖
周
遊

自
転
車
道
の
二
ル
ー
ト
を
整
備
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
太
平
洋
岸
自
転
車
道
は
千
葉
県
大
吠
崎
か
ら
和
歌

山
市
ま
で
の
全
長
一
、
二
〇
〇
如
の
ル
ー
ト
で
あ
り
、

本
県
該
当
区
間
は
二
八
〇
如
で
あ
る
。
現
在
は
、
こ

の
う
ち
三
区
間
一
五
六
如
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

こ
こ
で
、
太
平
洋
岸
自
転
車
道
の
一
環
と
し
て
建

設
さ
れ
た

｢潮
騒
橋
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
る
。

四

潮
騒
橋

潮
騒
橋
は
太
平
洋
岸
自
転
車
道
が
一
級
河
川
菊
川

を
渡
る
地
点
に
建
設
さ
れ
た
、
四
径
間
連
続
上
路
式

吊
床
版
橋
で
あ
る
(写
真
ー
)。
吊
床
版
は
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
そ
の
形
態
に
軽
快
さ
が
要
求
さ
れ
る

ゴ
ル
フ
場
の
歩
道
橋
や
、
渓
谷
に
架
か
る
簡
易
吊
橋

に
替
わ
る
P
C
橋
と
し
て
、
実
績
が
増
え
て
き
て
い

る
が
、
二
か
ら
三
径
間
連
続
方
式
の
ほ
か
三
方
向
分

岐
形
式
の
も
の
も
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
発
展
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は
多
様
化
の
方
向
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
上
路
式
吊

床
版
橋
は
、
吊
床
版
の
上
に
路
面
と
な
る
上
床
版
及

び
鉛
直
材
を
組
み
込
ん
だ
構
造
の
橋
で
あ
り
、
道
路

橋
に
も
適
用
で
き
る
橋
梁
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
橋
の
よ
う
に
上
路
式
と
連
続
形
式
を
組
み
合
わ
せ

た
タ
イ
プ
は
こ
れ
ま
で
に
建
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
世

界
的
に
も
類
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ

プ
の
施
工
で
は
、
上
路
式
で
あ
る
た
め
、
鉛
直
材
と

上
床
版
を
精
度
よ
く
安
全
に
架
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

除
い

　
　

　　
　　　

な
い
こ
と
、
及
び
連
続
形
式
と
し
て
の
特
性
か
ら
、

各
径
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
架
設
す
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
施
工
に
は
綿
密

な
計
画
と
管
理
が
必
要
と
な
る
。

写真 1 潮騒橋

ー

橋
梁
概
要

橋
梁
諸
元
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

架
橋
位
置
…
静
岡
県
小
笠
郡
大
東
町
国
安
地
内

道
路
規
模
…
自
転
車

･
歩
行
者
専
用
道
路

(B

種
)

橋

長
は
ニ
ニ
ニ
･
o
m

有
効
幅
員
…
三
･
o
m

位
置
図
を
図
1
に
、
一
般
図
を
図
2
に
示
す
。

架
橋
地
点
は
、
一
級
河
川
菊
川
の
河
ロ
部
で
あ
り
、

南
側
が
遠
州
灘
の
海
岸
線

(千
浜
砂
丘
)
で
あ
る
。

架
橋
地
点
付
近
で
は
、
我
が
国
初
の
河
川
マ
リ
ー
ナ

で
あ
る
大
東
マ
リ
ー
ナ
、
温
泉
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
宿
泊
施
設

(計
画
中
)
等
が
立
地

し
、
こ
の
地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し

て
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

架
橋
地
点
の
地
質
に
つ
い
て
は
、
基
盤
岩
は
泥
岩

で
あ
り
、
そ
の
直
上
に
は
洪
積
層
の
硬
質
シ
ル
ト
あ

る
い
は
砂
、
砂
礫
層
が
載
り
、
最
上
部
に
は
沖
積
砂

層
が
堆
積
し
て
い
る
。
基
盤
岩
の
泥
岩
は
、
非
常
に

起
伏
に
と
ん
だ
堆
積
面
を
も
っ
て
い
る
。

図 1 位置図
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2

橋
梁
計
画

橋
梁
形
式
の
選
定
で
は
、
一
次
選
定
を
へ
て
、
四

径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
、
四
径
間
連
続
P
C
斜
版
橋
、

四
径
間
連
続
上
路
式
吊
床
版
橋
の
三
案
に
つ
い
て
比

図 2 一般図②

較
検
討
が
行
わ
れ
た
(図
3
)。
そ
の
結
果
、
本
橋
の

よ
う
に
幅
員
の
狭
い
橋
に
対
し
て
は
、
箱
型
の
主
桁

を
持
ち
、
架
設
作
業
車
を
用
い
て
張
出
し
施
工
を
行

う
こ
と
に
な
る
箱
桁
橋
や
斜
版
橋
は
経
費
が
割
高
に

な
る
と
分
析
さ
れ
た
。

一
方
、
上
路
式
吊
床
版
橋
案
は
、
橋
面
の
形
状
に

制
約
さ
れ
ず
に
、吊
床
版
の
サ
グ
(垂
れ
下
が
り
量
)

を
自
由
に
設
定
で
き
、
橋
台
に
か
か
る
水
平
力
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
、
幅
員
の
狭
い
橋
に
対
し

て
工
費
が
割
高
に
な
る
要
素
が
、
他
の
二
案
に
比
較

し
て
構
造
的
に
も
施
工
的
に
も
少
な
い
こ
と
、
及
び

周
囲
の
リ
ゾ
ー
ト
ソ
ー
ン
か
ら
の
視
点
で
は
、
橋
体

が
薄
い
部
材
の
集
合
体
で
あ
る
た
め
、
海
岸
線
の
眺

橋　

橋　
　

　
　

続

鶴　案第

図 2 一般図①

第3案 4径問連続上路式 P C 吊床版橋

図 3 橋梁形式の比較案
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望
を
遮
る
こ
と
な
く
適
度
な
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
こ

ー
ル
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

橋
脚
に
曲
げ
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

と
、
な
ど
が
有
利
と
考
え
ら
れ
た
。

ミ

岡
の
塵
口
多

は
、

P

吊

5

向
本

告
多
ま
･

I

l

こ
れ
ら
の
点
や
、
吊
床
版
橋
の
施
工
実
績
が
増
加

し
て
お
り
、
本
橋
の
よ
う
な
特
殊
な
構
造
に
つ
い
て

も
、
施
工
技
術
的
に
対
応
可
能
と
判
断
で
き
る
こ
と

な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
四
径
間
連
続
上
路
式

P
C
吊
床
版
橋
案
が
採
用
さ
れ
た
。

3

橋
梁
構
造

本
橋
の
構
造
形
式
は
、
吊
床
版
、
上
床
版
及
び
鉛

直
材
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
吊
床
版
は
、
橋
台
及

び
橋
脚
か
ら
張
出
し
た
吊
床
版
受
け
梁
に
定
着
さ
れ

て
い
る
。
橋
体
を
構
成
す
る
各
部
の
名
称
を
図
4
に

示
す
。

載
荷
荷
重
は
、
上
床
版
か
ら
鉛
直
材
に
伝
達
さ
れ
、

橋
台
、
あ
る
い
は
橋
脚
に
定
着
さ
れ
た
吊
床
版
に
よ

っ
て
指
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
吊
床
版
は
基
本
的

に
吊
り
構
造
で
あ
り
、
そ
の
荷
重
支
持
は
、
吊
床
版

に
作
用
す
る
張
力
に
よ
っ
て
い
る
。
張
力
は
、
吊
床

版
の
サ
グ
を
大
き
く
と
れ
ば
小
さ
く
で
き
る

(図

5
)。
と
こ
ろ
が
一
般
の
吊
床
版
で
は
、
吊
床
版
そ
の

も
の
が
橋
面
と
な
る
た
め
に
、
こ
の
サ
グ
量
は
縦
断

本
橋
の
構
造
形
式
は
、
上
路
式
P
C
吊
床
版
を
四

径
間
連
続
構
造
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
造
計

画
に
際
し
て
設
定
し
た
基
本
方
針
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

①

橋
台
に
作
用
す
る
水
平
力
を
で
き
る
だ
け
小

さ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
造
全
体
の
安
定
性

を
向
上
さ
せ
る
。

②

全
体
剛
性
を
で
き
る
だ
け
高
く
す
る
こ
と
に

よ
り
、
耐
風
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
。

③

吊
床
版
ケ
ー
ブ
ル
の
紡
錆
を
完
全
に
行
い
、

構
造
全
体
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
。

④

死
荷
重
作
用
時
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

　　

⑤

橋
体
の
造
形
は
、
力
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
す

5

る
と
共
に
、
統

一
感
の
あ
る
も
の
と
す
る
。

2　

上
記
基
本
方
針
に
従
い
、
構
造
検
討
を
行
い
基
本

9

構
造
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
o

靴

橋
台
に
作
用
す
る
水
平
力
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く

す
る
た
め
に
、
吊
床
版
の
サ
グ

･
ス
パ
ン
比
は

一
〇

分
の
一
を
基
本
に
設
定
し
た
。
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
よ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
採
用
し
た
。
塩
害
対

策
か
ら
く
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
ぶ
り
厚
増
加
に
よ

る
自
重
増
加
を
回
避
す
る
た
め
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装

鉄
筋
を
用
い
た
。

全
体
剛
性
を
高
め
る
た
め
に
、
吊
床
版
及
び
上
床

｢
L 浅岡

:等分布荷重

“:水平力

　

　
　

　

　

　

-

-

図 5 吊床版のサグと張力の関係

　　
V　　　

線
形
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
設
定
に

梁

体
す
る
自
由
度
は
小
さ
宅

こ
れ
に
対
し
て

上
路

蹴

式
吊
床
版
は
･

橋
面
の
形
状
に
制
約
さ
れ
ず
に
吊
床

秣
/
三豊塵題三

図 4 橋体を構成する各部の名称

版
の
サ
グ
を
自
由
に
設
定
で
き
、
張
力
を
コ
ン
ト
口



版
は
各
橋
脚
と
剛
結
構
造
と
し
、
全
体
構
造
を
連
続

ラ
ー
メ
ン
化
す
る
と
共
に
、
上
床
版
端
部
と
橋
台
の

結
合
部
を
、
水
平
ゴ
ム
支
承
と
P
C
鋼
材
を
用
い
た

弾
性
結
合
構
造
と
し
た
。

吊
床
版
ケ
ー
ブ
ル
の
防
錆
を
完
全
な
も
の
と
す
る

た
め
に
、
ケ
ー
ブ
ル
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装
P
C
よ

り
線
を
採
用
す
る
と
共
に
、
シ
ー
ス
も
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
の
も
の
と
し
た
。

死
荷
重
作
用
時
に
、
で
き
る
だ
け
橋
脚
に
曲
げ
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
各
橋
脚
左
右
の
径
間
の
張

力
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
サ
グ
を
設
定
し
た
。

上
路
式
吊
床
版
の
基
本
的
な
形
態
は
、
吊
り
構
造

と
し
て
の
力
の
つ
り
合
い
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
よ
っ

て
こ
の
機
能
美
を
活
か
す
造
形
と
し
た
。

架
橋
地
点
が
リ
ゾ
ー
ト
ソ
ー
ン
に
位
置
す
る
と
こ

ろ
か
ら
、
造
形
に
つ
い
て
は
か
な
り
意
識
し
て
工
夫

し
た
点
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
。

4

橋
梁
の
造
形

上
路
式
吊
式
版
橋
の
基
本
的
な
形
態
は
、
吊
り
構

造
と
し
て
の
力
の
つ
り
合
い
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
造
形
に
は
構
造
そ
の
も
の
の
形
を
作
り

上
げ
る
自
由
度
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

本
来
の
形
を
強
調
し
、
部
材
の
形
を
構
造
に
相
応
し

い
斬
新
な
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
橋
体
を
構
成
す
る
部
材
の
多
く
を
、
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
化
す
る
方
針
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
こ
と
で
、
現

場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
な
造
形
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
橋
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ト
ラ
ス
的
な
も
の
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
煩
雑
な
印
象
を
与
え
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
統
一
感
の
あ
る
造
形
と
し
、

反
復
パ
タ
ー
ン
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
考
え
た
。
例

え
ば
、
橋
脚
や
鉛
直
材
な
ど
は
、
統
一
し
た
イ
メ
ー

ジ
の
偏
平
な
六
角
形
断
面
と
し
、
橋
台
全
面
の
形
状

も
橋
脚
と
統
一
感
を
持
た
せ
て
い
る
。
ま
た
、
橋
脚

頭
部
の
バ
ル
コ
ニ
ー
受
け
梁
の
形
状
も
、
鉛
直
材
の

形
状
に
あ
わ
せ
、
鉛
直
材
の
リ
ズ
ム
が
橋
脚
の
存
在

で
断
ち
切
ら
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

一
方
、
橋
台
は
吊
床
版
の
大
き
な
水
平
力
を
基
礎

地
盤
に
伝
達
さ
せ
る
構
造
で
あ
り
、
そ
の
形
状
が
大

規
模
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
そ
の
造

形
は
水
平
力
が
基
礎
地
盤
に
流
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
表

す
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
マ

ッ
シ
ブ
な
印
象
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
、
吊
床
版
ケ
ー

ブ
ル
の
定
着
部
が
側
面
か
ら
解
放
さ
れ
る
構
造
と
し
、

さ
ら
に
化
粧
型
枠
の
使
用
に
よ
り
、
側
面
の
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
に
変
化
を
つ
け
た

(写
真
2
)
。

写真 2 橋台の造形

5

そ
の
他

｢潮
騒
橋
｣
は
、
世
界
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
四
径

間
連
続
上
路
式
P
C
吊
床
版
橋
と
い
う
斬
新
な
形
式

を
持
つ
ほ
か
、
そ
の
結
合
構
造
方
式
、
橋
体
の
軽
量

化
方
策
、
塩
害
に
対
す
る
防
錆
技
術
、
橋
の
架
設
方

法
及
び
架
設
時
の
精
度
管
理
に
お
い
て
、
多
く
の
新

し
い
技
術
を
駆
使
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
、
今
後
の
橋
梁
技
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
評
価
さ
れ
、
社
団
法
人
土
木
学
会
の

平
成
八
年
度

｢田
中
賞
｣
を
受
賞
し
た
。
ま
た
同
時

に
、
平
成
八
年
度
P
C
技
術
協
会
賞
も
受
賞
し
て
い
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五

大
規
模
自
転
車
道
の
利
用
状
況

本
県
が
、
現
在
ま
で
に
整
備
し
た
太
平
洋
岸
自
転

車
道
の
延
長
は
、
計
画
延
長
一
五
六
如
に
対
し
、
供

用
済
み
延
長
一
四
〇
如
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
部

で
の
、
通
常
の
生
活
レ
ベ
ル
で
の
利
用
が
多
い
と
思

わ
れ
る
区
間
の
交
通
量
は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
郊

外
の
、
い
わ
ゆ
る
B
種
と
し
て
の
本
来
目
的
で
あ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
利
用
が
主
体
と
な
る
区
間
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
程
多
く
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な

い
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
転
車
道
の
整

備
が
完
了
し
、
路
線
と
し
て
の
連
続
性
が
確
保
さ
れ

れ
ば
、
利
用
実
績
も
延
び
て
行
く
も
の
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
当
路
線
に
お
い
て
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト

弱
の
延
長
が
完
了
し
、
あ
る
程
度
の
連
続
性
が
確
保

さ
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
は
か
ば
か
し
い
利
用
の

伸
び
は
み
ら
れ
な
い
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
達
は
、
自
転
車
に
乗
る
行
為
そ
の

も
の
が
目
的
の
ス
ポ
ー
ツ
派
と
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

介
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
然
や
観
光
施
設
を

巡
る
レ
ジ
ャ
ー
派
と
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
派
は
、
長
距
離
を
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
走
行
で
き
る
タ
イ
ヤ
の
細
い
レ
ー
サ
ー
タ
イ
プ

に
乗
り
、
レ
ジ
ャ
ー
派
は
多
少
の
悪
路
も
踏
破
で
き

る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
タ
イ
プ
に
乗
る
。
近
年

レ
ジ

ャ
ー
派
が
増
加
し
て
お
り
、
自
転
車
道
の
利
用
促
進

の
た
め
に
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
、
利
用
し
や
す
い
環

境
を
整
備
い
て
行
く
こ
と
が
早
道
と
考
え
ら
れ
る
。

レ
ジ
ャ
i
派
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
発
着
点
と
な
る

駐
車
場
に
そ
れ
ぞ
れ
車
で
集
合
し
、
自
転
車
に
乗
換

え
て
目
的
地
ま
で
行
き
、
自
然
観
察
や
観
光
を
し
、

元
の
駐
車
場
ま
で
戻
り
解
散
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
行

為
が
楽
し
い
と
い
う
実
感
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
条
件
整
備
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

集
合
場
所
と
な
る
比
較
的
大
き
な
駐
車
場
が
あ
る

こ
と
。
近
辺
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
以
外
の
二
次
的
目
的

と
な
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
。
ポ
イ
ン
ト
を
結
ぶ

適
度
な
距
離
と
安
全
性
を
持
つ
周
回
ル
ー
ト
が
設
定

で
き
る
こ
と
。
女
性
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
適

当
な
間
隔
で
給
水
、
ト
イ
レ
等
を
備
え
た
休
憩
施
設

が
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

前
述
の
潮
騒
橋
周
辺
は
、
こ
う
し
た
サ
イ
ク
リ
ス

ト
達
の
発
着
の
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
休
憩
施
設

と
し
て
充
分
期
待
に
答
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
と
類
似
し
た
施
設
も
、
沿
線
各
市

町
村
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
。
今
度
は
、
こ
の
自
転
車
利
用
者
が
路
線
か

ら
そ
れ
て
、
気
軽
に
そ
の
地
域
を
巡
る
こ
と
の
で
き

る
、
ル
ー
ト
の
設
定
、
整
備
と
案
内
等
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

六

自
転
車
道
の
維
持
と
管
理

太
平
洋
岸
自
転
車
道
の
建
設
は
、
昭
和
四
八
年
度

よ
り
着
手
さ
れ
て
い
る
た
め
、
初
期
に
整
備
さ
れ
た

区
間
の
防
風
林
な
ど
の
林
間
部
で
は
、
松
の
根
な
ど

に
よ
り
路
面
が
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
海
岸
堤
防
上
を
占
用
し
て

い
る
区
間
に
お
い
て
は
、
砂
丘
の
飛
砂
に
よ
り
路
面

に
砂
が
堆
積
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
区
間
も

見
受
け
ら
れ
る
。
本
県
で
は
、
自
転
車
道
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
要
領
を
定
め
、
自
転
車
に
よ
り
毎
月
一
回
以

上
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
こ
う

し
た
指
摘
が
増
え
、
供
用
年
数
と
供
用
延
長
の
増
大

と
共
に
、
こ
う
し
た
普
段
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
要
す

る
費
用
が
、
年
々
増
大
し
て
き
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

以
上
、
太
平
洋
岸
大
規
模
自
転
車
道
の
建
設
と
管

理
に
つ
い
て
延
べ
て
き
た
。
本
県
で
は
今
後
も
、
事

業
完
了
に
向
け
て
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

利
用
促
進
策
を
真
摯
に
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

春
が
来
て
、
新
緑
が
目
に
あ
ざ
や
か
に
映
る
頃
、

遠
州
灘
の
潮
の
香
薫
こ
の
道
を
、
気
の
合
う
仲
間
と

共
に
銀
輪
を
煌
め
か
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
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血
口
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
道
路
事
業
』

山
ロ
県
土
木
建
築
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

山
ロ
県
で
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
躍
進
す
る
県

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
先
に
策
定
し
た

｢第

四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
｣
に
掲
げ
た
諸
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
中

で
地
域
間
交
流
拡
大
の
時
代
に
的
確
に
対
処
す
る
た

め
、
県
内
の
各
地
域
が
お
お
む
ね
一
時
間
で
交
流
可

能
と
な
る

｢県
土
一
時
間
構
想
｣
を
掲
げ
、
高
速
道

路
か
ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網
の
整
備
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
平
成
八
年
度
か
ら
、
新
た
に
地
元
の
市
町

村
･
民
間
団
体
等
が
要
望
す
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、

さ
ら
に
整
備
を
早
め
る
こ
と
で
大
き
な
事
業
効
果
が

期
待
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
重
点
投
資
を
行
う

｢地

域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
本
県
で
は
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
五

箇
所
選
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
密
接
に
関
連
す
る
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
的

な
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
本
県
に
お
け
る
地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
の
選
定

本
県
の
都
市
構
造
は
、
瀬
戸
内
側
に
面
し
て
一
〇

万
-
二
〇
万
人
程
度
の
中
小
都
市
が
散
在
す
る
典
型

的
な
分
散
型
都
市
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
中
核
都
市

等
の
広
域
的
な
都
市
機
能
の
整
備
が
緊
急
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
件
を
満
た
し
、
地
元
市
町
村
、

民
間
団
体
等
が
強
く
要
望
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
う
ち
、
中
核
的
な
都
市
の
形
成
に
資
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
五
箇
所
選
定
し
た
。

三

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
及

び
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

1

宇
部
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
事
業

(目
的
･
内
容
)

当
地
域
は
、
全
域
が
産
炭
地
域
で
、
母
都
市
で
あ

セ行

る
宇
部
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
化
学
と
素
材
産

道

業
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

“

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
構
造
の
転
換
と
高
度
化
の
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要
求
さ
れ
る
昨
今
の
状
況
に
あ
っ
て
、
産
炭
地
域
の

振
興
や
中
核
都
市
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
事
業
の
推
進
に
よ
り
産
･
学
･
官
と
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

(所
在
地
･
規
模
)

宇
部
市
他
一
市
二
町

(約
三
･
七
燈
)

(上
位
計
画
と
の
関
係
)

･
昭
和
五
九
年
三
月
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
へ
指
定

･
第
四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
で
、
先
端
技
術

産
業
の
活
力
を
導
入
し
、
産
･
学
･
住
･
遊
の

機
能
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
新
し
い
街
づ
く

り
を
進
め
る
地
域
と
し
て
位
置
づ
け

(重
点
施
設
事
業
)

･
阿
知
須
干
拓
地
造
成

(阿
知
須
町
)

･
宇
部
新
都
市
造
成

(宇
部
市
)

･
宇
部
臨
空
頭
脳
パ
ー
ク
造
成

(宇
部
市
)

･
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
整
備

(宇
部
市
)

(支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
)

･
一
般
国
道
四
九
〇
号
宇
部
拡
幅

山
陽
自
動
車
道
宇
部
I
C
へ
直
結
し
、
山
口
宇

部
空
港
、
宇
部
港
、
宇
部
市
街
地
及
び
宇
部
新

都
市
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
。

･
都
市
計
画
道
路
宇
部
湾
岸
線

(地
域
高
規
格
)

宇
部
市
街
地
の
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
山
口
宇
部
空
港
、
宇
部
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
強
化
を
図
る
。

2

山
口
県
央
部
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
事
業

(目
的
･
内
容
)

当
地
域
は
、
県
都
山
口
市
を
擁
し
県
の
中
央
部
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
拠
点
形
成
の
波
及
効

果
が
全
県
に
及
び
や
す
い
地
域
で
あ
る
。

　
　
　

、電む
さ
ゞ

　　
　　　

し
か
し
な
が
ら
、
中
小
都
市
が
散
在
す
る
分
散
型

都
市
分
布
構
造
を
呈
す
る
山
口
県
の
特
徴
を
代
表
す

る
よ
う
に
、
人
口
や
高
次
都
市
機
能
の
集
積
に
欠
け

る
こ
と
か
ら
、
拠
点
都
市
の
形
成
を
通
じ
て
、
｢に
ぎ

わ
い
と
ゆ
と
り
を
備
え
た
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
シ
テ
ィ

の
実
現
｣
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

(所
在
地
･
規
模
)
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山
ロ
市
他
一
市
二
町

(約
三
･
八
方
婦
)

(上
位
計
画
と
の
関
係
)

･
平
成
五
年
二
月
拠
点
都
市
地
域
へ
指
定

･
第
四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
で
、
高
次
都
市

機
能
の
集
積
し
た
中
核
都
市
の
形
成
を
進
め
る

地
域
と
し
て
位
置
づ
け

(重
点
施
設
事
業
)

･
佐
山
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
造
成

(山
ロ
市
)

･
産
業
業
務
機
能
支
援
中
核
施
設
整
備
事
業

(小

郡
町
)

･
防
府
駅
北
地
区
区
画
整
備
事
業

(防
府
市
)

(支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
)

･
主
要
地
方
道
山
ロ
宇
部
線

(地
域
高
規
格
)

県
都
山
口
市
と
宇
部
市
を
直
結
し
、
山
口
宇
部

空
港
、
新
幹
線
小
郡
駅
等
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
強
化
を
図
る
。

･
一
般
県
道
山
口
阿
知
須
宇
部
線

新
幹
線
小
郡
駅
と
阿
知
須
干
拓
地
を
直
結
し
、

二
一
世
紀
未
来
博
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を

図
る
。

3

新
文
化
交
流
圏
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(目
的
･
内
容
)

当
地
域
は
、
山
口
県
の
東
部
に
位
置
し
、
臨
海
部

の
工
業
地
域
と
内
陸
部
の
農
山
村
地
域
を
有
し
て
お

り
、
産
業
･
経
済
に
お
い
て
広
島
県
と
の
関
連
の
深

い
地
域
で
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
的
機
能
が
期
待
さ
れ
る
臨

海
部
は
、
文
化
面
、
商
業
面
で
の
魅
力
に
欠
け
、
都

市
生
活
文
化
機
能
の
強
化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
内

陸
部
は
豊
か
な
自
然
環
境
資
源
を
有
し
な
が
ら
も
、

過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
沿
岸
部
の
都

市
機
能
の
充
実
と
、
自
然
や
文
化
、
歴
史
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
広
域
交
流
圏
を
形
成
し
、
地
域
全
体

の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

(所
在
地
･
規
模
)

岩
国
市
他
四
町

(約
二
･
九
万
婦
)

(上
位
計
画
と
の
関
係
)

･
広
域
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢安
芸
･
周
防
新
文

化
交
流
圏
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
の
策
定

･
第
四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
で
、
文
化
施
設

を
整
備
し
、
地
域
文
化
づ
く
り
を
進
め
る
地
域

と
し
て
位
置
づ
け

(重
点
施
設
事
業
)
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･
県
民
文
化
ホ
ー
ル
い
わ
く
に

(岩
国
市
)

･
ふ
る
さ
と
学
習
ビ
レ
ッ
ジ

(由
宇
町
)

･
弥
栄
湖
レ
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト
事
業

(美
和
町
)

･
美
川
ワ
ー
ル
ド
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
整
備
事
業

(美
川
町
)

(支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
)

･
主
要
地
方
道
岩
国
大
竹
線

国
道
二
号
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
有
す
る
た
め
、

そ
の
整
備
に
よ
り
、
岩
国
市
街
地
の
慢
性
的
な

渋
滞
を
解
消
し
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
。

･
主
要
地
方
道
岩
国
錦
線

本
郷
村
か
ら
美
和
町
、
岩
国
市
中
心
部
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、
文
化
施
設
、
観
光
資
源

の
利
用
を
促
進
す
る
。

4

関
門
フ
ロ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(目
的
･
内
容
)

当
地
域
は
、
古
く
か
ら
大
陸
へ
の
門
戸
と
し
て
、

ま
た
陸
海
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
近
隣
そ
の
他
諸
外

国
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の

国
際
化
の
進
展
に
対
応
し
、
そ
の
機
能
の
整
備
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
貿
易
拠
点
の
福
岡

(博
多
)
へ

の
移
行
化
や
情
報
･
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
未
整
備

に
よ
り
知
名
度
の
低
下
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ろ
･0

、べき~
ゞ

　　
　

、""
＼
ゞ

"
"
＼＼

こ
の
た
め
、
山
ロ
県
国
際
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設

下
関
市
沖
合
人
工
島
を
核
と
し
た
地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
し
国
際
交
流
拠
点
都
市
の
整
備
を
図

る
も
の
で
あ
る
o

(所
在
地
･
規
模
)

下
関
市
他
一
町

(約
三
･
0
姉
)

(上
位
計
画
と
の
関
係
)

･
第
四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
で
、
国
際
交
流

都
市
と
し
て
拠
点
性
を
高
め
る
地
域
と
し
て
位

置
づ
け

(重
点
施
設
事
業
)

･
山
口
県
国
際
総
合
セ
ン
タ
ー

(下
関
市
)

.
下
関
沖
合
人
工
島

(下
関
市
)

(支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
)

･
主
要
地
方
道
下
関
港
線

･
都
市
計
画
道
路
唐
戸
筋
川
線

下
関
市
街
地
の
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
し
、
拠

点
へ
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
。

山口県国際総合センター (下関市)

5

文
化
回
廊
構
想
の
推
進
事
業

(目
的
･
内
容
)

当
地
域
は
、
歴
史
の
街

｢萩
｣
を
中
心
都
市
と
し
、

観
光
関
連
産
業
と
農
林
水
産
業
を
主
要
産
業
と
す
る

地
域
で
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
中
心
都
市
で
あ
る
萩
市
の
観
光

客
数
の
伸
び
悩
み
や
域
内
の
交
通
施
設
の
未
整
備
か

66 道行セ 97.2



ら
過
疎
化
が
一
層
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
た

な
観
光
資
源
の
開
発
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
及

び
交
通
関
係
施
設
の
整
備
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

(所
在
地
･
規
模
)

萩
市
他
二
町
三
村

(約
二
･
八
姉
)

(上
位
計
画
と
の
関
係
)

･
広
域
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢萩
･
益
田
西
中
国

水
と
光
に
ふ
れ
あ
う
郷
｣
の
策
定

･
第
四
次
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
で
、
歴
史
や
文

化
施
設
を
活
用
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
地
域

と
し
て
位
置
づ
け

(重
点
施
設
事
業
)

･
県
立
萩
美
術
館
･
浦
上
記
念
館

(萩
市
)

･
マ
リ
ー
ナ
萩

(萩
市
)

･
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

(萩
市
)

･
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

(萩
市
)

(支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
)

･
一
般
国
道
二
六
二
号
萩
バ
イ
パ
ス

･
都
市
計
画
道
路
土
原
新
川
線

萩
市
街
地
の
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
し
、
観
光

拠
点
へ
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
。

四

あ
わ
り
に

各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、

相
互
の
連
携
と
交
流
の
強
化
あ
る
い
は
そ
の
機
能
の

補
完
に
よ
り
地
域
の
自
立
的
発
展
を
図
る
な
か
、
新

た
な
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
交
流
基
盤
の
原
点
と
も

い
え
る
道
路
整
備
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
く
る
。
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1磁
月
･日

世

界

の
動

き

○
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の

ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
が
会
談
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

｢
ヘ
ブ
ロ
ン
｣
か

ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
撤
退
に
つ
い
て
合
意
し
、
双
方
の
交
渉
代
表

が
、
合
意
文
書
に
仮
調
印
し
た
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、
同
西

岸
の
都
市
部
は
、
す
べ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
管
轄
下
に
入

る
。
同
西
岸
の
他
地
域
か
ら
も
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
、
九
八
年
半
ば

ま
で
に
三
段
階
に
分
け
て
撤
退
す
る
。

○
ビ
ル
･
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領

(五
○
)
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

の
連
邦
議
会
議
事
堂
前
で
の
就
任
式
で
、
就
任
の
宣
誓
を
し
、
第

二
期
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
米
国
の
大
統
領
で
政

権
第
二
期
を
迎
え
た
の
は
、
一
九
八
五
年
の
共
和
党
の
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
以
来
、
民
主
党
で
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
･
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
以
来
の
こ
と
に
な
る
。

･′、

事

項

12
･
第

TL
･
2一生20 9

月
･日

国

内

の
動

き

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で
一
九
九
七
年
度
一
般
会
計
政
府
予
算
案
と

財
政
投
資
計
画
を
決
め
た
。
政
府
予
算
案
は
、
総
額
七
七
兆
三
、

九
〇
〇
億
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
三
･
○
%
増
。ま
た
、

財
投
計
画
は
五
一
兆
三
、
五
七
一
億
円
で
、
同
四
･
五
%
増
加
と

な
っ
た
。

○
島
根
県
･
隠
岐
島
沖
の
日
本
海
で
、
航
行
中
の
ロ
シ
ア
の
タ
ン

カ
ー
･
ナ
ホ
ト
カ

(
一
三
、
一
五
七
ト
ン
)
が
沈
没
、
流
出
し
た

重
油
が
福
井
、
石
川
な
ど
日
本
海
沿
岸
に
漂
着
、
沿
岸
漁
業
に
大

き
な
被
害
を
与
え
た
。

○
警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
九
六
年
の
累
計
の
交
通
事
故
死

者
数
は
九
、
九
四
二
八
で
、
前
年
を
七
三
七
人

(六
･
九
%
)
下

回
り
、
九
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
割
っ
た
。
死
者
が
多
か
っ
た
の
は

北
海
道
の
五
九
五
人
が
ト
ッ
プ
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
徳
島
の

七
九
人
だ
っ
た
。

○
日
本
自
動
車
輸
入
組
合
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
昨
年
の
輸
入
車

販
売
台
数
は
四
二
万
七
、
五
二
五
台
、
前
年
比
一
0
･
一
%
増
で

三
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
メ
ー
カ
ー
別
に
み
る
と
①

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
･
ア
ウ
デ
ィ
②
米
国
ホ
ン
ダ
③
メ
ル
セ
デ

ス
ベ
ン
ツ
④
オ
ペ
ル
⑤
B
M
W
の
順
。

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
九
七
年
度
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の

実
質
成
長
率
を
一
･
九
%
と
す
る

｢九
七
年
度
の
経
済
見
通
し
と

経
済
運
営
の
基
本
的
態
度
｣
を
決
め
た
。
実
質
成
長
率
の
一
･
九

%
は
過
去
最
低
。

事

項

刎滋
月
･日

道

路

行

政

の

動

き

○
日
本
道
路
公
団
で
は
当
初
中
型
車
、
大
型
車
の
高
速
道
路
料
金

の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
値
上
げ
の
実
施
を
四
月
一
日

に
延
期
し
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

○
道
路
審
議
会
が
、
都
市
高
速
道
路
･
本
州
四
国
連
絡
道
並
び
に

一
般
有
料
道
路
に
係
る

｢今
後
の
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
｣
に

つ
い
て
の
中
間
答
申
を
ま
と
め
、
建
設
大
臣
に
提
出
し
た
。

○
日
本
道
路
公
団
に
よ
り
営
業
さ
れ
て
い
た

｢浦
戸
大
橋
｣
が
、

高
知
県
道
路
公
社
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

事

項
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タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
近
く
で
よ
く
見
か
け
た
押
し
寿
司

屋
の
大
手
が
、
今
年
一
月
二
〇
日
に
倒
産
し
た
。
積

極
的
な
店
舗
展
開
が
裏
目
に
出
た
ら
し
い
。
以
後
同

社
の
株
は
整
理
ポ
ス
ト
に
入
り
、
数
ヶ
月
後
に
は
上

場
廃
止
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

や
個
人
投
資
家
の
売
り
注
文
が
殺
到
し
、
二
一
日
現

在
で
六
五
〇
万
株
の
売
り
注
文
を
残
し
て
い
る
。

株
式
市
場
は
情
報
に
敏
感
で
、
些
細
な
こ
と
で
株

価
は
上
下
す
る
と
い
う
。
素
人
が
見
て
些
細
で
も
、

そ
の
み
ち
の
人
に
は
価
値
あ
る
も
の
も
あ
る
。
生
き

馬
の
目
を
抜
く
と
言
わ
れ
る
位
厳
し
い
商
取
引
だ
か

ら
、
早
く
情
報
を
つ
か
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
勝
負

の
分
か
れ
め
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
情
報
と
言
わ
れ
る

中
味
に
は
玉
と
石
と
が
混
っ
て
い
て
、
風
説
に
属
す

る
話
も
随
分
あ
る
よ
う
だ
。
そ
ん
な
中
か
ら
真
実
の

部
分
を
嗅
ぎ
分
け
る
に
は
、
長
年
の
勘
と
独
得
の
見

当
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
見
当
づ
け
と
は
予
想
の
こ

と
で

｢株
価
は
予
想
に
よ
っ
て
動
き
、
経
済
は
株
価

に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
す
る
｣
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
真
実
の
話
は
時
に
風
説
の
衣
を
語
り
て
流

布
さ
れ
る
か
ら
厄
介
だ
。
だ
か
ら
風
説
の
中
に
も
真

実
の
声
は
あ
り
、
予
想
の
中
に
も
風
説
に
近
い
個
人

的
な
観
測
も
あ
る
。
風
説
は
悪
く
て
予
想
は
よ
い
な

ん
て
単
純
な
思
考
は
、
こ
の
社
会
で
は
通
用
し
な
い

よ
う
だ
。

風
説
で
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
古
く
て
恐
縮

だ
が
太
平
洋
戦
争
が
終
り
に
近
づ
い
た
一
九
四
四
年

頃
、
｢日
本
に
は
、
ま
と
も
に
戦
え
る
軍
艦
は
一
隻
も

な
い
｣
と
の
と
り
ざ
た
が
流
れ
た
。
国
民
の
多
く
は

敵
の
謀
略
宣
伝
、
デ
マ
だ
と
思
っ
た
。
｢我
が
軍
は
大

き
な
戦
果
を
あ
げ
て
い
る
｣
と
大
本
営
が
公
表
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
話
が
秘
か

に
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
一
片
の

真
実
を
嗅
ぎ
と
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
戦
後
に
な
っ
て

巨
大
な
鑑
腹
を
波
間
に
さ
ら
し
て
い
る
軍
艦
や
、
海

面
に
マ
ス
ト
や
煙
突
だ
け
を
出
し
て
い
る
船
の
写
真

を
見
て
、
あ
の
と
り
ざ
た
は
本
当
だ
っ
た
と
人
々
は

知
っ
た
。

同
じ
一
月
。
新
聞
の
社
会
面
は
、
或
る
占
い
師
が

風
説
流
布
の
罪
で
検
察
当
局
に
拘
束
さ
れ
た
と
報
じ

て
い
た
。
自
分
で
た
て
た
占
い
に
よ
っ
て
某
上
場
株

の
上
昇
を
予
言
し
、
そ
れ
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
専
門
誌
に

寄
稿
。
自
ら
も
そ
の
株
を
相
当
量
購
入
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
以
後
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
株
は
値

を
上
げ
続
け
、
自
身
数
百
万
円
の
利
益
を
得
た
と
い

う
。
当
局
の
見
解
で
は
こ
れ
が
証
券
取
引
法
第
一
九

七
条
の
!
!
･有
価
証
券
の
相
場
の
変
動
を
図
る
目
的

を
も
っ
て
、
風
説
を
流
布
し
た
者
!
･･に
該
当
す
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
雑
誌
に
占
断
を
掲

載
し
た
こ
と
と
、
自
ら
そ
の
株
を
買
っ
て
利
益
を
得

た
こ
と
が
罪
に
該
当
し
た
よ
う
だ
が
、
風
説
と
は
何

ぞ
や
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
議
論
は
多
か
ろ
う
。
こ

の
事
件
は
想
像
し
た
よ
り
も
早
く
結
着
し
た
。
一
月

二
四
日
の
新
聞
に
よ
る
と
、
同
日
東
京
地
検
特
捜
部

が
そ
の
占
い
師
を
在
宅
の
ま
}
東
京
簡
易
裁
判
所
に

略
式
起
訴
、
罰
金
五
〇
万
円
の
略
式
命
令
を
請
求
し

た
と
報
じ
て
い
る
o

或
る
新
聞
に
よ
る
と
こ
の
占
い
師
が
用
い
た
占
術

は
九
星
周
期
法
の
よ
う
だ
。
私
は
易
を
勉
強
し
て
い

る
が
こ
の
占
術
は
知
ら
な
い
。
生
年
月
日
で
占
う
四

ち安/す
いめ
いじりつ

柱
推
命
術
か
ら
分
派
し
た
気
学
の
一
種
ら
し
い
。
易

ほ
っ
け

や
ゆ

で
も
当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
と
郡
楡
さ

しんびょう

れ
信
憑
性
を
疑
う
傾
向
は
ど
の
時
代
に
も
あ
り
今
も

し
ん

ふんし
ょこうじ
ゆ

あ
る
。
中
国
の
秦
の
時
代
に
焚
書
抗
儒
が
あ
っ
て
、

大
量
の
古
典
が
焼
か
れ
多
数
の
儒
学
者
が
殺
さ
れ
た
。

そ
れ
以
後
の
時
代
に
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ

が
、
ど
ん
な
場
合
で
も
易
は
真
理
の
書
と
し
て
焚
書

を
免
か
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
学
問
の
書

と
し
て
の
易
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
易
は
易
占
い
に
活
用
さ
れ
て
こ
そ
、
い
っ

の
時
代
に
も
決
断
の
書
と
し
て
人
々
に
活
か
さ
れ
て
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